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あいさつ

千年に一度と称された東日本大震災から早いもので１０年が過ぎました。あらためてお亡くなりになられた方々へ心よ

り哀悼の意を表するとともに、震災時から引きずる不安に今なお向き合っている皆様へお見舞いを申し上げます。

これまでの１０年を振り返ると被災された皆様、また支援に当たられた皆様それぞれに、さまざまな思いがよぎるので

はないでしょうか。発災直後、瓦礫に埋もれた光景を前に途方に暮れたなか、自衛隊や消防をはじめボランティアの皆

様など、国内外、官民問わず多くの支援が被災地に向けられ、その後、復旧復興が進んで、壊滅的な被害を受け

た地域も新たな街並に生まれ変わりました。もう再生などできないのではないかとあきらめかけたあの時から今の街並を

見ると、あらためて人々の復興に費やした力の大きさに気づかされるとともに、時の流れを感じます。

ボランティアの皆様はじめ多くの支援者の力により復旧が進み、さらには献身的に活動する姿に多くの被災された方々

が勇気付けられ励まされたに違いありません。支援をしてくださった皆様からいただいたその力が、その後、被災地で

生きる人々の力に変わりさらには地域の力となり今の姿があると思います。

復旧の取組から仮設住宅への入居など生活の再建が本格化するころ、本県では沿岸部を中心に多い時は８００名

を超える生活支援相談員等の方々が配置されました。そして被災された方々のところへ日々 直接足を運び、声を聴き、

傍らに寄り添う存在となっていきました。本県の特徴として、被災された方 自々身が雇用され、同じ被災経験者・住民

目線で関わりをもち身近な存在となることができました。その経験知を活かし、生活支援相談員等の役割を終えた今も、

多くの方々が地域の力となってさまざまな活動を担ってくれており、苦しい中にあっても震災から得られた大きな成果に

なっています。

しかし、課題も多くありました。阪神・淡路大震災から大きな問題として取り上げられてきた仮設住宅や災害公営住

宅での孤立や自死の例が、本県においても発生しております。生活支援相談員等をはじめ福祉や医療の専門職，ボ

ランティアの皆さんや地域住民の方々が訪問や声掛け、地域におけるつながりづくりに取り組みましたが、すべてが順

調に行ったわけではなく取組には限界がありました。これらの経験から、生活支援相談員や福祉・医療の専門職など

特別な誰かがその役割を担うのではなく、同じ仮設住宅や災害公営住宅に住む住民がともに連携し、地域全体のつ

ながりで取り組むことが大切であることを私たちは学びました。この取組は短期間でできることではなく、また災害後に

取り組み始めたのでは間に合いません。災害が起こっていない日ごろの地域づくりがいかに大切であるかを私たちは身

を以って体験しました。
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私たちは、この経験を今後の災害に活かすため、振り返り検証を行い、そこで明らかとなった課題を次なる被災で

繰り返さないために、日ごろどのようなことを大切にし、どのような取組を行うべきかを提言・指針としてまとめました。こ

れは私たち被災地の支援当事者としての経験から導き出したものです。これらを参考としていただき、皆様方の地域

や組織においての日ごろの取組に活かしていただければ幸いです。

　

当初、これまで１０年の取組を検証し提言・指針としてまとめた折には、全国の支援に携わっていただいた皆様を本

県にお招きし全国フォーラムを開催する予定でした。しかし、東日本大震災と同様に社会的危機と向き合うこととなった

新型コロナウイルス感染症の拡大により開催を見送らざるを得ないこととなりました。これまでの長きにわたり御支援いた

だいた皆様方に対し、全国フォーラムの場において申し上げるところでしたが、このような事態となりましたので、この場

を借りて厚くお礼を申し上げます。

最後になりますが、本書の発行に当たり策定部会員として御協力いただいた皆様をはじめ、調査に御協力いただ

いた沿岸市町社会福祉協議会、御寄稿やインタビューに御協力いただいた皆様にお礼申し上げ発行のあいさつとし

ます。

社会福祉法人宮城県社会福祉協議会
会　長　加藤　睦男
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宮城県社会福祉協議会策定「被災地（者）支援指針」発刊によせて

東日本大震災から１０年が経過しました。これまで復旧・復興に取り組んでこられた皆様に敬意を表するとともに、国内外

の皆様から賜りました多大なる御支援、御協力に改めて感謝申し上げます。

大震災の発生以来、県は、復旧・復興を最優先課題と位置付け、市町村、国及び関係機関等の皆様と連携を図りな

がら全力で取り組んでまいりました。大震災から１０年という節目を迎え、生活に密着した公共インフラの整備は概ね順調に

進展してまいりました。その一方で、被災された方々の心のケアや新たな地域コミュニティの形成などソフト面の課題につい

ては、今後も中長期的な取組ときめ細やかな対応が必要ですので、これからもしっかりと取り組んでまいります。

被災された方に対する支援では、県内各地に被災者の見守り・相談支援を行う活動拠点としてサポートセンターが設置

され、被災者自らがＬＳＡ（生活援助員）や生活支援相談員として仮設住宅等で健康・生活面の見守り・相談支援と住

民交流サロンの開催などの地域支援を担うなど、宮城として特色ある取組を行なってまいりました。こうした取組は今後の

地域の課題解決やコミュニティの形成に活かされていくものと考えます。

また、近年は大規模な災害が全国で相次いでおり、一昨年１０月に発生した「令和元年東日本台風」では、宮城県に

おいても内陸部を中心に甚大な被害が発生し、改めて、これまでのノウハウを活かした被災者支援策が重要となっております。

この度、宮城県社会福祉協議会におかれましては、これまでの被災者支援とその取組を踏まえた、令和３年度以降の

支援方針と今後の大規模災害における被災者支援の在り方を示した「被災地（者）支援指針」を提言されましたことは、

これまでの被災地（者）支援の経験や教訓を広く発信し、今後の災害等に生かしていくうえで、とても重要であり、誠に

意義深いものであります。

県といたしましては、引き続き宮城県社会福祉協議会と連携し、県民と手と手を携えながら残された課題の解決に向け

て全力で取り組んでまいりますので、今後とも御支援、御尽力を賜りますようお願い申し上げますとともに、宮城県社会福祉

協議会のますますの御発展と御活躍をお祈り申し上げます。

令和３年３月
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Ⅱ.「提言・指針策定を振り返って」
策定部会 部会長 本間 照雄

以下に綴った「提言・指針」は、広く宮城県民及び県内外の支援者の声
や様々な振る舞いを基に、東日本大震災の教訓を伝えつなぐ全国に向けた
言霊です。
東日本大震災から10年。この間、巨大な防潮堤が築かれ、高速道路が異
例の早さでつながり、新たな住まいとなる災害公営住宅が整備されました。
津波被災で壊滅的状況に陥った沿岸部市町は、その街並みを大きく変え、
新たな日常を少しずつ取り戻しています。
こうした状況は、全国からの公的・私的支援によってなし得ております。全国の皆様、誠に
有り難うございました。私たちは、この震災で学んだことを整理し、この学びを伝えつなぐこ
とが、ご支援をいただいた被災県民の責任ではないかと考え、この提言・指針の策定を行った
ものです。
ここでは、「提言・指針」に併せて、この言霊に至った私たちの反省と学びを記します。

１. 長期的視点の認識

（提言）
被災地の復旧・復興は長期にわたることから、
生活課題・地域課題は被災者の生活フェーズごと
に変化します。災害直後から復興までの道筋を意
識し、フェーズ移行に沿った支援活動を行うこと
が大切です。

（指針）
災害支援における長期的展開と課題を関係機関
とともに共有し、連携して住民の主体性を引き出
す支援と地域づくりに取組みます。

ここでは、長期間にわたる復旧・復興過程の経
験に乏しく、先を見通した支援の対応が追いつか
なかった反省を基にしています。また、支援の継
続性、復興財源削減後の展開の有り様、外部支援
団体撤退後の地元へのつなぎなど、時間軸の視点
に立った多くの課題を学びとしました。

２. 居住形態等によらない被災者支援

（提言）
災害後の生活の場として、プレハブ仮設住宅、
みなし仮設住宅、在宅被災者など、さまざまな居
住形態が生じます。居住形態や居住地に関わらず、
住民一人ひとりが抱える生活課題に目を向けた支
援が必要です。

（指針）
居住形態などの違いによって支援のもれ、ムラ
を生まないよう、災害時には誰もが支援の対象者
になり得るという共通認識をもち、災害時を想定
した取組や協議を行います。

ここでは、東日本大震災で初めて大規模に進め
られた「みなし仮設住宅」等、従来の災害と大き
く異なる災害後の多様な住宅を基にした支援が、
震災当初、行き届かなかった反省を基にしていま
す。また、これまでの災害で主流だったプレハブ
仮設住宅に代わるみなし仮設住宅や在宅被災者へ
の支援など、新たに直面した多くの課題を学びと
しました。

３. 生活支援相談員等の重要性

（提言）
生活支援相談員等は、災害時の被災者支援に不
可欠な存在です。多様な関係機関は、その役割と
存在意義について理解を深めることが大切です。

（指針）
生活支援相談員等の役割と機能は、災害支援に
関わる多様な分野の人たちとともに理解・共有し、
さまざまな機会を活かして認識を高めます。

ここでは、生活支援相談員等が被災者支援に不
可欠な存在であったにもかかわらず、その役割が
十分理解されなかったり、その人材を活かす役割
を担う機能が弱かった反省を基にしています。ま
た、被災した地域住民が被災者支援の主要な担い
手となるまでの様々な課題を学びとしました。

４.  プラットフォーム機能と連携構築の
必要性

（提言）
被災者が抱える生活課題は、幾重にも重なり多
岐にわたります。多様な生活課題に対し、包括的
に支援・調整するプラットフォーム機能が必要です。

（指針）
災害支援に関わる多様な関係機関とは、課題を
共有し、課題軽減への取組のプロセスをともに歩
みながら、信頼関係を高めます。

ここでは、被災規模が極めて大きかったことか
ら、県内外から多くの支援者が集まりましたが、
これらの支援団体を十分活かしきれなかった反省
を基にしています。また、支援の偏りや調整の場
づくりなど、調整機能に関わる多くの課題を学び
としました。

５.  コミュニティソーシャルワークの理
解、意識、視点の重要性

（提言）
被災者が抱える生活課題には、個別の課題と他

者との関わりにおける課題があります。個別支援
と地域支援の双方に対する意識を高めることが必
要です。

（指針）
困りごとを抱える住民の個別支援を通じ、地域
の中でその人を支えるために多様なつながりによ
る支援体制をつくり、住民とともに考えながら住
民の思いを形にする「コミュニティソーシャルワー
ク機能」の視点を高めます。

ここでは、地域に軸足を置き、個別支援と地域
支援とを包括的・自律的に支える姿勢が弱く、支
援者主体の支援になりがちだった反省を基にして
います。また、復興過程が長期間にわたり支援内
容が被災者支援からコミュニティ再生へと変化す
るなど、それぞれの時期における支援内容に応え
ていく姿勢に関わる多くの課題を学びました。

６. 災害ボランティアコーディネート

（提言）
被災者一人ひとりの生活課題は多岐にわたりま
す。ボランティアコーディネートを担う機関は、
多様な支援ができるボランティアの強みを活かし、
包括的な支援を実現するコーディネート力を高め
ることが大切です。

（指針）
被災者支援を幅広く捉えるよう、災害時におけ
る福祉的支援のあり方を明確にするとともに、広
域で支援する体制整備を図ります。

ここでは、災害ボランティア活動が、片付け・
清掃に重きが置かれ、長期間の仮設住宅生活を支
える為の生活課題への対応が不足していたことへ
の反省を基にし
ています。また、
災害ボランティ
アセンターの体
制など、限られ
た人材を活かす
ための多くの課
題を学びました。

提言・指針

総括
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Ⅱ.「提言・指針策定を振り返って」
策定部会 部会長 本間 照雄

以下に綴った「提言・指針」は、広く宮城県民及び県内外の支援者の声
や様々な振る舞いを基に、東日本大震災の教訓を伝えつなぐ全国に向けた
言霊です。
東日本大震災から10年。この間、巨大な防潮堤が築かれ、高速道路が異
例の早さでつながり、新たな住まいとなる災害公営住宅が整備されました。
津波被災で壊滅的状況に陥った沿岸部市町は、その街並みを大きく変え、
新たな日常を少しずつ取り戻しています。
こうした状況は、全国からの公的・私的支援によってなし得ております。全国の皆様、誠に
有り難うございました。私たちは、この震災で学んだことを整理し、この学びを伝えつなぐこ
とが、ご支援をいただいた被災県民の責任ではないかと考え、この提言・指針の策定を行った
ものです。
ここでは、「提言・指針」に併せて、この言霊に至った私たちの反省と学びを記します。

１. 長期的視点の認識

（提言）
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手となるまでの様々な課題を学びとしました。

４.  プラットフォーム機能と連携構築の
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としました。
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（提言）
被災者が抱える生活課題には、個別の課題と他
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と地域支援の双方に対する意識を高めることが必
要です。

（指針）
困りごとを抱える住民の個別支援を通じ、地域
の中でその人を支えるために多様なつながりによ
る支援体制をつくり、住民とともに考えながら住
民の思いを形にする「コミュニティソーシャルワー
ク機能」の視点を高めます。

ここでは、地域に軸足を置き、個別支援と地域
支援とを包括的・自律的に支える姿勢が弱く、支
援者主体の支援になりがちだった反省を基にして
います。また、復興過程が長期間にわたり支援内
容が被災者支援からコミュニティ再生へと変化す
るなど、それぞれの時期における支援内容に応え
ていく姿勢に関わる多くの課題を学びました。

６. 災害ボランティアコーディネート

（提言）
被災者一人ひとりの生活課題は多岐にわたりま
す。ボランティアコーディネートを担う機関は、
多様な支援ができるボランティアの強みを活かし、
包括的な支援を実現するコーディネート力を高め
ることが大切です。

（指針）
被災者支援を幅広く捉えるよう、災害時におけ
る福祉的支援のあり方を明確にするとともに、広
域で支援する体制整備を図ります。

ここでは、災害ボランティア活動が、片付け・
清掃に重きが置かれ、長期間の仮設住宅生活を支
える為の生活課題への対応が不足していたことへ
の反省を基にし
ています。また、
災害ボランティ
アセンターの体
制など、限られ
た人材を活かす
ための多くの課
題を学びました。
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１. 大規模化

東日本大震災（比較：1995年1月17日阪神・
淡路大震災）は、マグニチュード9.0（7.3）で、
最大震度6弱以上の県数は8県（1県：兵庫県）、
各地で大津波が観測されています（被害なし）。
死者（災害関連死を含む）は19,729名（6,434
名）、行方不明者は2,559名（3名 :H18.5.19現
在）、住家被害（全壊）は121,996棟（104,906
棟）、災害救助法の適用は10都県241市区町村（2
府県25市町）、避難者は46万8,000人（31万人）、
仮設住宅生活世帯数は応急仮設住宅が53,357戸
（49,681戸）、みなし仮設61,352戸：2012.3末
（139戸）、総被害額は16兆9,000億円：国家予算
の19.9%（10兆円：国家予算の14.3%）です。
この様に、国を揺り動かす大災害となりました（復
興庁：2021.1）。

２. 長期化

東日本大震災はその災害規模が非常に大きかっ
たことから、復旧・復興には長い時間を必要とし
ました。応急仮設住宅の解消にも時間を要し、阪
神・淡路大震災では、49,681戸が5年間で解消し
ていますが、東日本大震災では、震災から10年を
目前にした今なお42,415人（2020.12.8現在）
が応急仮設住宅等で避難生活を続けています（復
興庁2020.12.25）。
避難生活の長期化は、避難先で仕事を見つ
け、子どもたちが学校にも馴染む等々により、
Diaspora化（離散先での永住と定着）に拍車を
かけています。

３. 広域化

災害規模が非常に大きかったことは、避難先を
他県や他市町村に求める広域化にも現れました。
宮城県における県外避難者数は、最大時9,206人
（2012.4）で、現在は98人（2021.1.11現在）ま
で減少しています。減少の内訳は、約3割が帰郷、
約7割が転居先に定住等となっています（河北新
報2020.10.20）。
広域化と長期化が組み合わされ、広域避難者
は、帰郷を決めかねる状況が長く続き、結局帰郷
をあきらめ避難先に定住する選択（Diaspora化）
に至っています。その数は、前述の通り広域避難
者の約7割がその選択に至っているのです。この
選択に至った理由については、「地元に仕事が見
つからない、自宅再建の目途が立たない、生活資
金に不安」等々を挙げています（宮城県意向調査
2018.8～11）。

我々は、こうした震災規模と特徴をもつ東日本
大震災と10年向き合い、今、そこからの学びを次
世代に如何にしてに伝えつなぐのかを考えています。
10年目は、「節目」ではなく「つなぎ目」であ
ると考えています。

津波被災地を多く見てきた山口弥一郎は、「い
ろいろ震災の大変なことについて言うのもいいの
だが、日本人の力というものに着目し、それで復
興を考えてくことが大切なのではないか」と言っ
ています（山口 1943）。今回、私達が「検証」「提
言」「指針」の策定を通して、一貫して訴えてい
るのは、山口の言う「日本人の力というものに着
目し、それで復興を考えていく」ことの具体化で
もあると考えています。
災害は、「社会的な現象で社会的に構築される」

（立木茂雄 2016）という考え方があります。災害
は、社会の脆弱性を鋭くかつ的確に突いてきます。
この社会的脆弱性を克服し災害に備えるかが住民
に最も近い存在として活動する私たちの立つ位置
です。構造物による被害抑止とは異なる場面で災
害に備えるのが私たちの役割です。
今、日本各地で大規模震災が予測されています。
高い確率で発生が懸念されている南海トラフ巨大

地震では、東日本大震災と同様に巨大津波が発生
すると予測されています。これに対して防災対策
はもちろんですが、長く辛い避難生活をいかにし
て支えるかに関する施策や伝承等、様々な減災施
策も重要であると考えます。
こうした視点に立ったとき、本「被災地（者）
提言・指針」に盛り込まれている宮城県で取り組
んだ被災地（者）支援は、今後の備えを考えてい
くに際して、検討に値する施策となるものと信じ
ます。また、このような県内外の支援団体との協
働や住民を社会資源・人財として活かすシステム
は、人口減少社会にあっての新たな福祉コミュニ
ティづくりに一石を投じ、地域共生社会の構築に
繋がる施策に通じるものと考えます。
様々な自然災害に起因する危機や様々な社会生
活における安心・安全を脅かす課題に対して、本
「被災地（者）提言・指針」が、何らかの行動変
容を興す機会になって頂ければ幸いです。

2011（平成23）年3月11日午後2時46分、東日本大震災が発生しました。甚大な被害を沿岸部
市町に与え、以降長い避難生活を強いられました。東日本大震災は、これまでの災害とは異なる三
つの特徴を有していると考えています。

これまでとは大きく異なる大震災 日本人の力
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１. 大規模化

東日本大震災（比較：1995年1月17日阪神・
淡路大震災）は、マグニチュード9.0（7.3）で、
最大震度6弱以上の県数は8県（1県：兵庫県）、
各地で大津波が観測されています（被害なし）。
死者（災害関連死を含む）は19,729名（6,434
名）、行方不明者は2,559名（3名 :H18.5.19現
在）、住家被害（全壊）は121,996棟（104,906
棟）、災害救助法の適用は10都県241市区町村（2
府県25市町）、避難者は46万8,000人（31万人）、
仮設住宅生活世帯数は応急仮設住宅が53,357戸
（49,681戸）、みなし仮設61,352戸：2012.3末
（139戸）、総被害額は16兆9,000億円：国家予算
の19.9%（10兆円：国家予算の14.3%）です。
この様に、国を揺り動かす大災害となりました（復
興庁：2021.1）。

２. 長期化

東日本大震災はその災害規模が非常に大きかっ
たことから、復旧・復興には長い時間を必要とし
ました。応急仮設住宅の解消にも時間を要し、阪
神・淡路大震災では、49,681戸が5年間で解消し
ていますが、東日本大震災では、震災から10年を
目前にした今なお42,415人（2020.12.8現在）
が応急仮設住宅等で避難生活を続けています（復
興庁2020.12.25）。
避難生活の長期化は、避難先で仕事を見つ
け、子どもたちが学校にも馴染む等々により、
Diaspora化（離散先での永住と定着）に拍車を
かけています。

３. 広域化

災害規模が非常に大きかったことは、避難先を
他県や他市町村に求める広域化にも現れました。
宮城県における県外避難者数は、最大時9,206人
（2012.4）で、現在は98人（2021.1.11現在）ま
で減少しています。減少の内訳は、約3割が帰郷、
約7割が転居先に定住等となっています（河北新
報2020.10.20）。
広域化と長期化が組み合わされ、広域避難者
は、帰郷を決めかねる状況が長く続き、結局帰郷
をあきらめ避難先に定住する選択（Diaspora化）
に至っています。その数は、前述の通り広域避難
者の約7割がその選択に至っているのです。この
選択に至った理由については、「地元に仕事が見
つからない、自宅再建の目途が立たない、生活資
金に不安」等々を挙げています（宮城県意向調査
2018.8～11）。

我々は、こうした震災規模と特徴をもつ東日本
大震災と10年向き合い、今、そこからの学びを次
世代に如何にしてに伝えつなぐのかを考えています。
10年目は、「節目」ではなく「つなぎ目」であ
ると考えています。

津波被災地を多く見てきた山口弥一郎は、「い
ろいろ震災の大変なことについて言うのもいいの
だが、日本人の力というものに着目し、それで復
興を考えてくことが大切なのではないか」と言っ
ています（山口 1943）。今回、私達が「検証」「提
言」「指針」の策定を通して、一貫して訴えてい
るのは、山口の言う「日本人の力というものに着
目し、それで復興を考えていく」ことの具体化で
もあると考えています。
災害は、「社会的な現象で社会的に構築される」

（立木茂雄 2016）という考え方があります。災害
は、社会の脆弱性を鋭くかつ的確に突いてきます。
この社会的脆弱性を克服し災害に備えるかが住民
に最も近い存在として活動する私たちの立つ位置
です。構造物による被害抑止とは異なる場面で災
害に備えるのが私たちの役割です。
今、日本各地で大規模震災が予測されています。
高い確率で発生が懸念されている南海トラフ巨大

地震では、東日本大震災と同様に巨大津波が発生
すると予測されています。これに対して防災対策
はもちろんですが、長く辛い避難生活をいかにし
て支えるかに関する施策や伝承等、様々な減災施
策も重要であると考えます。
こうした視点に立ったとき、本「被災地（者）
提言・指針」に盛り込まれている宮城県で取り組
んだ被災地（者）支援は、今後の備えを考えてい
くに際して、検討に値する施策となるものと信じ
ます。また、このような県内外の支援団体との協
働や住民を社会資源・人財として活かすシステム
は、人口減少社会にあっての新たな福祉コミュニ
ティづくりに一石を投じ、地域共生社会の構築に
繋がる施策に通じるものと考えます。
様々な自然災害に起因する危機や様々な社会生
活における安心・安全を脅かす課題に対して、本
「被災地（者）提言・指針」が、何らかの行動変
容を興す機会になって頂ければ幸いです。

2011（平成23）年3月11日午後2時46分、東日本大震災が発生しました。甚大な被害を沿岸部
市町に与え、以降長い避難生活を強いられました。東日本大震災は、これまでの災害とは異なる三
つの特徴を有していると考えています。

これまでとは大きく異なる大震災 日本人の力
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　東日本大震災は、宮城県内全ての市町村に甚大な被害を及ぼしました。今回の検証はその中
でも、津波による被害が著しい 13 市町（以下「被災市町」という。）を主な対象とし、策定部
会委員として協力いただいた行政、社会福祉協議会（以下「社協」という。）、NPO等の関係機
関の皆様と、これまで 10 年の被災者支援活動を振り返り、成果や課題として見えた点をまと
めたものです。宮城県内の被災市町の全てに同様の状況があったということではなく、総体的
に言えたことや特徴的であったこと、あるいは重要であったと思われることを表記しています。
また、提言（これまでの経験を踏まえ社会に投げかけること）・指針（提言を実現するため
の取組方針）は、検証し浮き彫りとなった課題が、今後起こりうる災害において繰り返し起こ
らないよう、平時において大切にしたい考えや、関係機関が取組む必要があると思われること
を整理しました。
これらから、東日本大震災を経験し、10 年にわたり被災者支援に携わった立場で、取り組む
べき姿勢や視点を提言・指針として示すことで、皆様の今後の災害対応や平時の取組の参考に
なればとの思いで作成したものです。

　検証課題に基づき提言・指針を 6つの項目に分類しましたが、関係機関の必要な取組の中に
は以下の事項が共通して関係している、あるいは繰り返し表れています。
提言・指針に従い実践していくためには、これらは全体を通して重要な視点や取組みである
と言えるため、予めここに表記します。

・先を見据えるという意味での長期的な展開や視点を持つことの必要性
・組織や機関間の連携促進、協働するために必要な関係構築の必要性
・多様な支援者と情報共有を図ることや共有する場の必要性
・地域住民や社会に対し意義や目的など啓発や周知、理解促進を働きかけることの必要性
・取組や方針を各種計画やマニュアル等へ反映すること、具現化することの必要性

検証、提言・指針をお読みいただく前に

　検証、提言・指針の主旨

　各項目で共通すること
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検 証 「長期的視点の認識」1

1
2
3

生活支援相談員等による相談等が継続的に行われ、住民と長期的に関わることができた。その結果、
生活支援相談員等と住民との信頼関係が構築され、支援を必要とする住民の丁寧な状況把握や住民主
体のコミュニティ形成支援ができた。

長期的な活動を展開したＮＰＯ等の中には、継続して地域に残ったことで地元の組織として根付き、
被災市町の復興力の底上げにつながった。

「住民支え合い活動助成事業（共同募金会による助成金）」や宮城県による復興支援に係る各種助成
事業等が長期にわたり展開され、ボランティアによる支援活動及び被災地域の住民活動の活性化につ
ながった。

❶ 被災者支援は、復興財源を活用した有期限の事業から既存の制度、施策へ転換していくという意識や避難所から仮設住宅、災害公営
住宅での生活へと支援の局面が変わることなど行政や社協、ＮＰＯ等の関係機関はこれらのことを共有した上で、コミュニティ形成
及び支援をするという認識を持つべきだった。

❷ 中間支援組織は、被災者の複雑で複合的かつ、長期的な支援を必要とする課題を解決するため、
支え合いの意識を高めるために、見守りなど日常的な生活支援の担い手や地域活動のリーダー層
の育成、住民主体の話し合いの場やネットワークづくりなどへの働きかけをするべきだった。

❸ 被災者支援に関わってきた関係機関の交代や活動の終了・撤退などは、年月の経過とともにやむ
を得ないものであるが、行政・専門職・関係機関等への情報提供や引継ぎは、被災者を含む住民
の生活不安を軽減するために必要だった。

❶災害時特有の事業・活動をどのように継続していくか、具体的展開の見通しや理解が乏しかった。
❷ 被災者への直接的な支援と同時に地域のエンパワメントを図り、地域を変えていくことの必要性や価値を行政や関係機関等と共有す
ることが必要だった。

❸ 被災者支援に関する財源が複数あり、目的別に付けられた事業名称に捉われ、支援が限定的になったり、似たような支援を事業ごと
に行ったりと、取組が右往左往した。

課題1  支援の継続性

課題2  復興財源削減後の展開

課題3  長期的な視点に立ったコミュニティソーシャルワークの展開

課題4  ＮＰＯ等の長期的支援のあり方と地元の調整力

❶ 発災から復旧支援、仮設住宅入居以降の生活支援とコミュニティ形成支援など、具体的な災害後のフェーズ移行の判断が遅れ、生活
課題や地域課題に対する住民の主体性を十分に引き出せなかった。

❷ 市町社協は、災害ボランティアセンター運営と生活福祉資金等の貸付業務や日常生活自立支援事業（まもりーぶ）など並行し事業に
追われ、住民に対して丁寧な個別相談や生活支援を行うことが遅れることもあった。

❶ 比較的長期に活動したＮＰＯ等の支援機関が多かった。一方で、財源の見通しが立たず、行政や社
協など地元関係機関への引継ぎや、担い手の育成及び確保ができないまま支援中途で活動を終息さ
せ撤退した組織もあった。その結果、被災住民、地元関係機関に対し負担を掛けることとなった。
❷ＮＰＯ等の支援機関を包括的にコーディネートする力（調整力）が被災地の社協や行政など地元関
係機関に乏しかった。

成 果

Ⅲ. 東日本大震災10年被災地（者）支援の検証
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検 証 「居住形態等によらない被災者支援」2

1
2
3
4

被災市町以外の市町村や隣県にも仮設住宅が設置されたものの、被災市町社協とそれらの市町村社協
との間で連携した支援ができた。発災前からの日常的な交流、関係構築があったことが被災者支援に
も活きた。

仮設住宅での訪問支援活動が既存の住宅で暮らす在宅被災者への支援にも波及し、仮設住宅解消後の
在宅被災者支援や被害が少なかった既存地区のコミュニティの構築支援にもつながった。

被災市町の中には、市町以外への避難者に対して訪問や広報誌送付などの関わりを継続したことによ
り、その後、元の市町へ戻る帰郷意識をつなぐことができた。

当初は行政から社協へ被災者の個人情報が提供されないなど、十分に連携した支援活動を行うことが
困難であったが、行政への働きかけを継続したことで情報が提供されるようになるなど、徐々に連携
した支援活動を行えるようになった市町もあった。

❶ 行政や社協等は、総じてみなし仮設住宅や在宅被災者への支援についての認識が薄かった。被災者が抱える生活課題は、時間の経過
とともに深刻さを増したため、対応が後手に回る市町もあった。

❷ 行政や社協等にみなし仮設住宅入居者支援のノウハウがなく、手探りで支援を行う状況であった。
また、支援者側に、みなし仮設住宅入居者は比較的恵まれているという誤解があり、プレハブ仮
設住宅との間で支援の格差が生まれた市町もあった。

❸社協は行政から委託された範囲で事業を行うことが多く、支援策を提案することやそのための関
係性の構築が不十分だった。

❹ 高齢者や障がい者など、通常の避難所では生活に支障を来すため、自宅にとどまり続けた住民が
いた。事前に福祉避難所を指定していた市町においても、立ち上げが遅れた市町もあった。

❶行政や社協は県内の被災者支援対応で手一杯だったこともあり、県外避難者へ支援の意識が向かなかった。
❷ 一部のＮＰＯ等の中には広域支援に対する問題意識を持っている団体はあった。しかし、行政や社協の広域避難者への支援についての意
識が乏しかったため、関係機関による意見交換の場が設けられなかった。そのため問題意識が共有されず、結果として広域避難者への具
体的な支援につながらなかった。

❸ 県や被災市町の行政や社協等には、他県に避難している被災者の情報はあった。しかし、具体的な支援には至らず、避難先の行政や社協
等の関係機関に任せきりだった。避難元の情報をもっと積極的に提供していれば、帰還に対する後押しにつなげることもできた。

課題1  みなし仮設住宅入居者・在宅被災者への支援

課題2  広域避難者への支援

成 果

検 証 「生活支援相談員等の重要性」3

1
2
3
4
5

多くの市町では、被災者自らが生活支援相談員等として従事し、日々住民に寄り添い、身近な存在と
なったことで住民に対し声掛けやサロンなど集いの場への参加の促しがスムーズにできた。

サロンなど集いの場を作ったり、参加を促したりしたことで、住民同士が顔を合わせる機会・交流が
創出され、自治会形成など住民主体のさまざまな活動や取組につながった。

仮設住宅等に入居する世帯への訪問や巡回を頻回に行なったことで、万が一の事態を防ぐセーフ
ティーネット機能の役割を大いに担うことができた。

生活支援相談員等としての役割や事業を終えた後も、民生委員やボランティアなど地域活動の担い手
となり、被災地の地域活動にその経験を活かす方もいた。

生活支援相談員等の巡回により孤立を防止し、見守り・相談支援等を実施する事業は、大規模災害
が発生する都度、臨時的に事業化されてきたが、その実績等を踏まえ、2019年度より一般事業化さ
れ、以降、一定規模以上の大きな災害が発生した場合、生活支援相談員等の配置等がなされることと
なった。

成 果

課題1  生活支援相談員等の役割や事業

課題2  既存事業への転換を見据えた事業展開

❶生活支援相談員等一人ひとりがもつ個別支援の重要性の理解や具体的なイメージにバラつきがあった。
❷ 市町社協として、生活支援相談員等やコミュニティソーシャルワーカーの役割を活かす場や事業のイメージを明確化することができ
なかった。これらについて、行政とともに必要な役割を位置づけたり、新たな事業として企画したりする取組が必要だった。

❸ 支援団体や県・市町社協は、仮設住宅や災害公営住宅等の建設後のコミュニティの変化を捉え、その後の支援の必要性を理解するべ
きだった。

❶ 市町社協は、復興財源を活用した被災者支援業務の終了時期を見据え、その後の継続的支援体制の構築を検討・計画する必要があっ
たが不十分であった。

❷ 市町行政や市町社協は、生活支援相談員等の潜在的な知識や経験、当事者性を認識し、仮設住宅での生活不安が解消された後、生活
支援相談員等が担ってきた役割をその後の社協活動や個別支援に活かすことが必要であったが、十分ではなかった。

❸ 市町社協は、生活支援相談員等やコミュニティワーカー（社協職員）としてのスキルを活かした事業の創造や、行政等への働きかけ
が必要だったが不足していた。
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検 証 「居住形態等によらない被災者支援」2

1
2
3
4

被災市町以外の市町村や隣県にも仮設住宅が設置されたものの、被災市町社協とそれらの市町村社協
との間で連携した支援ができた。発災前からの日常的な交流、関係構築があったことが被災者支援に
も活きた。

仮設住宅での訪問支援活動が既存の住宅で暮らす在宅被災者への支援にも波及し、仮設住宅解消後の
在宅被災者支援や被害が少なかった既存地区のコミュニティの構築支援にもつながった。

被災市町の中には、市町以外への避難者に対して訪問や広報誌送付などの関わりを継続したことによ
り、その後、元の市町へ戻る帰郷意識をつなぐことができた。

当初は行政から社協へ被災者の個人情報が提供されないなど、十分に連携した支援活動を行うことが
困難であったが、行政への働きかけを継続したことで情報が提供されるようになるなど、徐々に連携
した支援活動を行えるようになった市町もあった。

❶ 行政や社協等は、総じてみなし仮設住宅や在宅被災者への支援についての認識が薄かった。被災者が抱える生活課題は、時間の経過
とともに深刻さを増したため、対応が後手に回る市町もあった。

❷ 行政や社協等にみなし仮設住宅入居者支援のノウハウがなく、手探りで支援を行う状況であった。
また、支援者側に、みなし仮設住宅入居者は比較的恵まれているという誤解があり、プレハブ仮
設住宅との間で支援の格差が生まれた市町もあった。

❸社協は行政から委託された範囲で事業を行うことが多く、支援策を提案することやそのための関
係性の構築が不十分だった。

❹ 高齢者や障がい者など、通常の避難所では生活に支障を来すため、自宅にとどまり続けた住民が
いた。事前に福祉避難所を指定していた市町においても、立ち上げが遅れた市町もあった。

❶行政や社協は県内の被災者支援対応で手一杯だったこともあり、県外避難者へ支援の意識が向かなかった。
❷ 一部のＮＰＯ等の中には広域支援に対する問題意識を持っている団体はあった。しかし、行政や社協の広域避難者への支援についての意
識が乏しかったため、関係機関による意見交換の場が設けられなかった。そのため問題意識が共有されず、結果として広域避難者への具
体的な支援につながらなかった。

❸ 県や被災市町の行政や社協等には、他県に避難している被災者の情報はあった。しかし、具体的な支援には至らず、避難先の行政や社協
等の関係機関に任せきりだった。避難元の情報をもっと積極的に提供していれば、帰還に対する後押しにつなげることもできた。

課題1  みなし仮設住宅入居者・在宅被災者への支援

課題2  広域避難者への支援

成 果

検 証 「生活支援相談員等の重要性」3

1
2
3
4
5

多くの市町では、被災者自らが生活支援相談員等として従事し、日々住民に寄り添い、身近な存在と
なったことで住民に対し声掛けやサロンなど集いの場への参加の促しがスムーズにできた。

サロンなど集いの場を作ったり、参加を促したりしたことで、住民同士が顔を合わせる機会・交流が
創出され、自治会形成など住民主体のさまざまな活動や取組につながった。

仮設住宅等に入居する世帯への訪問や巡回を頻回に行なったことで、万が一の事態を防ぐセーフ
ティーネット機能の役割を大いに担うことができた。

生活支援相談員等としての役割や事業を終えた後も、民生委員やボランティアなど地域活動の担い手
となり、被災地の地域活動にその経験を活かす方もいた。

生活支援相談員等の巡回により孤立を防止し、見守り・相談支援等を実施する事業は、大規模災害
が発生する都度、臨時的に事業化されてきたが、その実績等を踏まえ、2019年度より一般事業化さ
れ、以降、一定規模以上の大きな災害が発生した場合、生活支援相談員等の配置等がなされることと
なった。

成 果

課題1  生活支援相談員等の役割や事業

課題2  既存事業への転換を見据えた事業展開

❶生活支援相談員等一人ひとりがもつ個別支援の重要性の理解や具体的なイメージにバラつきがあった。
❷ 市町社協として、生活支援相談員等やコミュニティソーシャルワーカーの役割を活かす場や事業のイメージを明確化することができ
なかった。これらについて、行政とともに必要な役割を位置づけたり、新たな事業として企画したりする取組が必要だった。

❸ 支援団体や県・市町社協は、仮設住宅や災害公営住宅等の建設後のコミュニティの変化を捉え、その後の支援の必要性を理解するべ
きだった。

❶ 市町社協は、復興財源を活用した被災者支援業務の終了時期を見据え、その後の継続的支援体制の構築を検討・計画する必要があっ
たが不十分であった。

❷ 市町行政や市町社協は、生活支援相談員等の潜在的な知識や経験、当事者性を認識し、仮設住宅での生活不安が解消された後、生活
支援相談員等が担ってきた役割をその後の社協活動や個別支援に活かすことが必要であったが、十分ではなかった。

❸ 市町社協は、生活支援相談員等やコミュニティワーカー（社協職員）としてのスキルを活かした事業の創造や、行政等への働きかけ
が必要だったが不足していた。
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❶ 被災者や被災地の支援の過不足に対し、総合的に調整する機能と場がなく、結果として支援の偏りが起こった。また、特に被災市町
に外部から入ったＮＰＯ等は公的機関との関係性が乏しかったため情報共有がなされず、情報不足となった場合も多く、多様な力を
もつ外部からの支援を活かしきれなかった。

❷ 時間の経過とともにＮＰＯ等の活動や、法律や建築も含めた専門家の支援が減少し、多様な視点で多角的に現状を分析、共有する場
が減っていった。結果、行政や市町社協の視点と都合による判断が中心となり、支援が滞ることもあった。

検 証 「プラットフォーム機能と連携構築の必要性」4

1
2

3

多様な関係機関との会議や定例的なミーティングなど情報共有の場が多く作られ、行政・社協・ＮＰ
Ｏ等の関係構築が図られた。また、仮設住宅の解消後もミーティング等の機会を維持している市町も
あり、関係機関のさまざまな力が被災者支援につながっている。

市町のサポートセンターを支援する県サポ支援事務所が設置されたことで、市町行政とサポートセン
ターとの連携強化が図られた。また、県社協は、多様な関係機関の情報共有の場を設け、県域の関係
機関との関係構築が図られた。

社協が担った災害ボランティアセンターやサポートセンターが、産業支援や生業支援に携わる関係機
関とつながり、被災者の生活や生計、生きがいをサポートする支援が展開できた。

成 果

❶ 県域、市町域ともに行政、社協、ＮＰＯ等の信頼関係構築に時間を要し、個々が有する専門性や強みを活かしきれなかった。また市
町においては、ＮＰＯ等が行政と信頼関係を構築しプレハブ仮設住宅の訪問支援事業等を受託する場合もあったが、プレハブ仮設住
宅解消後に、市町社協など地元支援機関と関係性が構築されておらず引き継ぐ際の難しさがあった。

❶ 住居の復旧支援とともに集落や小地域全体を支援する活動や、漁業・農業・小規模事業者等を支援する生業支援・産業支援が不可欠
であったが、これらの活動を受け入れる意識や包括的に支援する地元の機能が乏しく、活動終息後（撤退後）、地域力を低下させたと
ころもあった。

❶ 限定的な支援機関だけで連携の場を設けたり、連携の場自体がなかった市町では、多様な力が活かせず、行政や社協の負担が大きい
まま現在に至ったところもあった。

❶ 行政から市町社協へ仮設住宅支援を委託した場合でも、仮設住宅入居者の情報が提供されず、
情報収集に非常に多くの労力と時間を要した例があった。

課題1  支援の偏りを防ぐ役割

課題4  場の設定の有無

課題2  支援組織との連携や関係づくり

課題5  個人情報の共有など行政との連携

課題3  多様な支援関係者による包括的な調整機能

◆本稿における生活支援相談員等とは
本稿では被災者の生活状況や声、ニーズを訪問などで直接把握し、必要に応じて専門機関へつなぎ、また、被災者
同士のつながりや交流の機会を促し、孤立を防ぐ取組をされた方々を総称する意味で「生活支援相談員等」と位置
付けています。東日本大震災後において、本県の被災市町では生活支援相談員だけでなく「仮設訪問支援員」「地域
生活支援員」「生活援助員」などさまざまな名称で配置され、業務内容にも若干の違いがありました。
なお、2019 年度より、仮設住宅等が設置されるような大規模災害時には、被災市町村のサポートセンターの設置
とともに生活支援相談員等が配置される「被災者見守り・相談支援事業」が一般事業化されました。

課題3  スーパーバイズ機能と組織マネジメント

❶ 県社協や県サポ支援事務所などの県域組織は、生活支援相談員等を統括する市町村社協等の中間管理職員に対しての、人材育成支援、
スーパーバイズ機能への支援が不十分であった。

❷ 中間管理職員の育成が不十分であったため、生活支援相談員等や既存の社協職員等に対し、サポ
ートセンターや市町社協内での助言やフォローなどのスーパーバイズやＯＪＴなどが乏しかった。

❸ 事業を行政から受託した市町社協の一部には、被災者支援事業は生活支援相談員等の役割との認
識が強くなり、組織一体の取組に至らないことがあった。その結果、被災者に関わる市町社協の
既存事業との重複や他職員との情報共有などが滞ることがあった。

❹ 生活支援相談員等として育った人材を、復興期間終了後において地域でどのように活躍していた
だくかという広い視点をもった人材育成ができなかった。
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❶ 被災者や被災地の支援の過不足に対し、総合的に調整する機能と場がなく、結果として支援の偏りが起こった。また、特に被災市町
に外部から入ったＮＰＯ等は公的機関との関係性が乏しかったため情報共有がなされず、情報不足となった場合も多く、多様な力を
もつ外部からの支援を活かしきれなかった。

❷ 時間の経過とともにＮＰＯ等の活動や、法律や建築も含めた専門家の支援が減少し、多様な視点で多角的に現状を分析、共有する場
が減っていった。結果、行政や市町社協の視点と都合による判断が中心となり、支援が滞ることもあった。

検 証 「プラットフォーム機能と連携構築の必要性」4

1
2

3

多様な関係機関との会議や定例的なミーティングなど情報共有の場が多く作られ、行政・社協・ＮＰ
Ｏ等の関係構築が図られた。また、仮設住宅の解消後もミーティング等の機会を維持している市町も
あり、関係機関のさまざまな力が被災者支援につながっている。

市町のサポートセンターを支援する県サポ支援事務所が設置されたことで、市町行政とサポートセン
ターとの連携強化が図られた。また、県社協は、多様な関係機関の情報共有の場を設け、県域の関係
機関との関係構築が図られた。

社協が担った災害ボランティアセンターやサポートセンターが、産業支援や生業支援に携わる関係機
関とつながり、被災者の生活や生計、生きがいをサポートする支援が展開できた。

成 果

❶ 県域、市町域ともに行政、社協、ＮＰＯ等の信頼関係構築に時間を要し、個々が有する専門性や強みを活かしきれなかった。また市
町においては、ＮＰＯ等が行政と信頼関係を構築しプレハブ仮設住宅の訪問支援事業等を受託する場合もあったが、プレハブ仮設住
宅解消後に、市町社協など地元支援機関と関係性が構築されておらず引き継ぐ際の難しさがあった。

❶ 住居の復旧支援とともに集落や小地域全体を支援する活動や、漁業・農業・小規模事業者等を支援する生業支援・産業支援が不可欠
であったが、これらの活動を受け入れる意識や包括的に支援する地元の機能が乏しく、活動終息後（撤退後）、地域力を低下させたと
ころもあった。

❶ 限定的な支援機関だけで連携の場を設けたり、連携の場自体がなかった市町では、多様な力が活かせず、行政や社協の負担が大きい
まま現在に至ったところもあった。

❶ 行政から市町社協へ仮設住宅支援を委託した場合でも、仮設住宅入居者の情報が提供されず、
情報収集に非常に多くの労力と時間を要した例があった。

課題1  支援の偏りを防ぐ役割

課題4  場の設定の有無

課題2  支援組織との連携や関係づくり

課題5  個人情報の共有など行政との連携

課題3  多様な支援関係者による包括的な調整機能

◆本稿における生活支援相談員等とは
本稿では被災者の生活状況や声、ニーズを訪問などで直接把握し、必要に応じて専門機関へつなぎ、また、被災者
同士のつながりや交流の機会を促し、孤立を防ぐ取組をされた方々を総称する意味で「生活支援相談員等」と位置
付けています。東日本大震災後において、本県の被災市町では生活支援相談員だけでなく「仮設訪問支援員」「地域
生活支援員」「生活援助員」などさまざまな名称で配置され、業務内容にも若干の違いがありました。
なお、2019 年度より、仮設住宅等が設置されるような大規模災害時には、被災市町村のサポートセンターの設置
とともに生活支援相談員等が配置される「被災者見守り・相談支援事業」が一般事業化されました。

課題3  スーパーバイズ機能と組織マネジメント

❶ 県社協や県サポ支援事務所などの県域組織は、生活支援相談員等を統括する市町村社協等の中間管理職員に対しての、人材育成支援、
スーパーバイズ機能への支援が不十分であった。

❷ 中間管理職員の育成が不十分であったため、生活支援相談員等や既存の社協職員等に対し、サポ
ートセンターや市町社協内での助言やフォローなどのスーパーバイズやＯＪＴなどが乏しかった。

❸ 事業を行政から受託した市町社協の一部には、被災者支援事業は生活支援相談員等の役割との認
識が強くなり、組織一体の取組に至らないことがあった。その結果、被災者に関わる市町社協の
既存事業との重複や他職員との情報共有などが滞ることがあった。

❹ 生活支援相談員等として育った人材を、復興期間終了後において地域でどのように活躍していた
だくかという広い視点をもった人材育成ができなかった。
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被災者からの膨大な「量」のニーズ、
支援をしたい災害ボランティアの圧
倒的な「人数」の対応に多くの時間
と労力を費やす結果となった。

災害ボランティアセンターの体制
構築や人的配置などの調整に労力
が偏り、ニーズの迅速な「把握」や
支援の「質」などへの配慮が不十分
であった。

精神的、人的余裕がなく、本来取り組まなくてはいけ
なかった課題に対して具体的に対処できなかった。

 泥かきや瓦礫撤去等の作業系ニーズ（一般ボランティア
が対応できる依頼）以外の、福祉的ニーズ（専門職につな
ぐまたは関わる必要がある依頼等）や、その後に大きく影
響する地域づくりに資する支援、被災住民が自ら担う復
旧活動の支援などへの丁寧な関わりができなかった。

災害ボランティアコーディネートに関連する課題については、平成28年度に作成した「東日本大震災におけ
る宮城県内社協災害ボランティアセンターの検証報告」で詳細に検証されています。検証報告内の「3. 課題
とその要因」の冒頭で触れられている通り、以下の2点が災害ボランティアセンター運営において共通課題と
してあり、その影響を受けて、その他、社協が担うべき取り組みが滞ったと考えられます。

検 証 「災害ボランティアコーディネート」6

＞

＞

1

2
3

職員自身や市町社協事務所が大きな被害を受けたにも関わらず、共同募金会による災害等準備金の活
用などにより、比較的早く災害ボランティアセンターを立ち上げ、多くのボランティアの力を活かし
た被災者支援が行えた。特に津波被害の大きかった地域の泥かきや清掃の支援は、自治会や行政区な
どの地域組織、ＮＰＯ等と連携できた。

支援を受ける側であった住民は、地元でボランティア活動を行い支援者へと変わっていったことに
より、地域のボランティア力の底上げにつながった。

長期的に活動を展開した県外のＮＰＯ等の中には、地元の支援団体として根付き復興の大きな一助と
なった団体もあった。

成 果

❶災害ボランティアセンターに入ってくるニーズには対応はしたが、その他の幅広い積極的なニーズ把握は
行えなかった。

❷ 片付け、清掃系以外のニーズへは関与が薄く、また生業や就労に関するニーズに対しても消極的であり、
丁寧に関わる必要性のあるニーズや優先すべきニーズに対応できないこともあった。

❶ 大規模な災害ボランティアセンター運営のために被災地市町社協職員の人員が割かれ、被災地市町社協職
員が被災地域に入れず状況やニーズ把握を直に行うことができなかった。

❷ 災害ボランティアセンターに労力が割かれたことで、地域のコミュニティ形成支援初期に被災地市町社協が関わることができなかっ
たことが多く、その後、災害ボランティアセンターとサポートセンターの連携や引継ぎが図られないことが見られた。

課題1  生活課題の把握不足

課題2  災害ボランティアセンターの体制

課題1  コミュニティソーシャルワークを実践する上での「個別支援」の理解

課題4  住民の力を信じる、活かす必要性

課題2  地域づくり、コミュニティ再生支援への取組み

課題3  避難所における福祉ニーズへの対応

検 証 「コミュニティソーシャルワークの理解・意識・視点の重要性」5

◆本稿におけるコミュニティソーシャルワークとは
コミュニティソーシャルワークとは、「住民のさまざまな困りごとを受けとめつなぐ相談機能を通じて、その人を支
えるため、地域での多様なつながりなどをつくり、住民とともに考えながら住民の思いを形にしていく支援」とし
ています。さらにはコミュニティづくりや政策・制度化させる支援の基本姿勢として位置付けています。

1
2

3

市町社協やサポートセンターは、プレハブ仮設住宅においてサロンなどを過度に主催せず、住民が主
体的に役割を担えるよう支援を徹底し、住民主体の活動が根付いた。その後もサロンや自治会運営な
ど、住民主体の取組につながった。

生活支援相談員等を中心に、プレハブ仮設住宅のコミュニティ構築支援を実践したことで、市町社協
内の他の職員のモデルとなり、コミュニティソーシャルワークのスキルがより高まった。また、被災
した当事者である住民自らが主体的に参画するなど、住民とともに考え、住民の思いを形にする支援
を試行錯誤しながら実践したことで、地域福祉の重要性について、行政や住民の中で認識が深まるこ
とにつながった。

ボランティア支援があったことで、住民が主体的な活動の必要性に気付くことができ、住民の力を活
かした市町社協の新たな事業につながることもあった。

成 果

❶ 市町社協は，生活支援相談員等のスキルアップを通し、コミュニティソーシャルワークの視点による生活課題の解決を図るべきだった。
❷ 個人の問題を「我が事」とするコミュニティワークの視点をもつマネージャークラスの職員育成と組織に対する意識啓発の取組が少
なかった。

❶ 見守りやコミュニティ形成支援を行う社協や支援団体は、個別支援と地域支援のあり方の両面を捉える必要があった。
❷ 地域力の弱まりにより、被災地域では社会的孤立や社会的排除、経済的な困窮や虐待・介護・保育などの生活課題が重複して生じ、
個別支援だけでは対応できず、地域ぐるみの取組が必要であった。 

❸ 仮設住宅や災害公営住宅での孤立・孤独の問題の多くは、つながりが途絶えた状態であるため、福祉サービスが必要と思われる人も
取り残されてしまうことがあった。

❹ 関係機関や県市町社協は、仮設住宅や災害公営住宅等の特徴に応じたコミュニティの変化を捉えることと、それに応じた支援の必要
性の理解が必要だった。

❺市町社協による福祉的支援に寄ったコミュニティ構築支援が中心となり、まちづくりの視点が乏しかった。

❶ 医療系、心理系、福祉系等の専門職支援が多く、住民の主体性や自立支援の視点が乏しい避難所支援となっていた。避難所から仮設
住宅等に移ったあとの自立生活に支障をきたす被災者もおり、避難所生活をどう送るかが重要であった。

❶ 一部の支援機関による過度な支援は，住民の主体性や地域力を低下させることもあった。
❷ 地域の中でどのように支えていくかなど、住民の力を発揮してもらえるように社協として災害に
どう向き合うか、長期的な見通しをもって支援につなげていくという認識が必要だった。
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被災者からの膨大な「量」のニーズ、
支援をしたい災害ボランティアの圧
倒的な「人数」の対応に多くの時間
と労力を費やす結果となった。

災害ボランティアセンターの体制
構築や人的配置などの調整に労力
が偏り、ニーズの迅速な「把握」や
支援の「質」などへの配慮が不十分
であった。

精神的、人的余裕がなく、本来取り組まなくてはいけ
なかった課題に対して具体的に対処できなかった。

 泥かきや瓦礫撤去等の作業系ニーズ（一般ボランティア
が対応できる依頼）以外の、福祉的ニーズ（専門職につな
ぐまたは関わる必要がある依頼等）や、その後に大きく影
響する地域づくりに資する支援、被災住民が自ら担う復
旧活動の支援などへの丁寧な関わりができなかった。

災害ボランティアコーディネートに関連する課題については、平成28年度に作成した「東日本大震災におけ
る宮城県内社協災害ボランティアセンターの検証報告」で詳細に検証されています。検証報告内の「3. 課題
とその要因」の冒頭で触れられている通り、以下の2点が災害ボランティアセンター運営において共通課題と
してあり、その影響を受けて、その他、社協が担うべき取り組みが滞ったと考えられます。

検 証 「災害ボランティアコーディネート」6

＞

＞

1

2
3

職員自身や市町社協事務所が大きな被害を受けたにも関わらず、共同募金会による災害等準備金の活
用などにより、比較的早く災害ボランティアセンターを立ち上げ、多くのボランティアの力を活かし
た被災者支援が行えた。特に津波被害の大きかった地域の泥かきや清掃の支援は、自治会や行政区な
どの地域組織、ＮＰＯ等と連携できた。

支援を受ける側であった住民は、地元でボランティア活動を行い支援者へと変わっていったことに
より、地域のボランティア力の底上げにつながった。

長期的に活動を展開した県外のＮＰＯ等の中には、地元の支援団体として根付き復興の大きな一助と
なった団体もあった。

成 果

❶災害ボランティアセンターに入ってくるニーズには対応はしたが、その他の幅広い積極的なニーズ把握は
行えなかった。

❷ 片付け、清掃系以外のニーズへは関与が薄く、また生業や就労に関するニーズに対しても消極的であり、
丁寧に関わる必要性のあるニーズや優先すべきニーズに対応できないこともあった。

❶ 大規模な災害ボランティアセンター運営のために被災地市町社協職員の人員が割かれ、被災地市町社協職
員が被災地域に入れず状況やニーズ把握を直に行うことができなかった。

❷ 災害ボランティアセンターに労力が割かれたことで、地域のコミュニティ形成支援初期に被災地市町社協が関わることができなかっ
たことが多く、その後、災害ボランティアセンターとサポートセンターの連携や引継ぎが図られないことが見られた。

課題1  生活課題の把握不足

課題2  災害ボランティアセンターの体制

課題1  コミュニティソーシャルワークを実践する上での「個別支援」の理解

課題4  住民の力を信じる、活かす必要性

課題2  地域づくり、コミュニティ再生支援への取組み

課題3  避難所における福祉ニーズへの対応

検 証 「コミュニティソーシャルワークの理解・意識・視点の重要性」5

◆本稿におけるコミュニティソーシャルワークとは
コミュニティソーシャルワークとは、「住民のさまざまな困りごとを受けとめつなぐ相談機能を通じて、その人を支
えるため、地域での多様なつながりなどをつくり、住民とともに考えながら住民の思いを形にしていく支援」とし
ています。さらにはコミュニティづくりや政策・制度化させる支援の基本姿勢として位置付けています。

1
2

3

市町社協やサポートセンターは、プレハブ仮設住宅においてサロンなどを過度に主催せず、住民が主
体的に役割を担えるよう支援を徹底し、住民主体の活動が根付いた。その後もサロンや自治会運営な
ど、住民主体の取組につながった。

生活支援相談員等を中心に、プレハブ仮設住宅のコミュニティ構築支援を実践したことで、市町社協
内の他の職員のモデルとなり、コミュニティソーシャルワークのスキルがより高まった。また、被災
した当事者である住民自らが主体的に参画するなど、住民とともに考え、住民の思いを形にする支援
を試行錯誤しながら実践したことで、地域福祉の重要性について、行政や住民の中で認識が深まるこ
とにつながった。

ボランティア支援があったことで、住民が主体的な活動の必要性に気付くことができ、住民の力を活
かした市町社協の新たな事業につながることもあった。

成 果

❶ 市町社協は，生活支援相談員等のスキルアップを通し、コミュニティソーシャルワークの視点による生活課題の解決を図るべきだった。
❷ 個人の問題を「我が事」とするコミュニティワークの視点をもつマネージャークラスの職員育成と組織に対する意識啓発の取組が少
なかった。

❶ 見守りやコミュニティ形成支援を行う社協や支援団体は、個別支援と地域支援のあり方の両面を捉える必要があった。
❷ 地域力の弱まりにより、被災地域では社会的孤立や社会的排除、経済的な困窮や虐待・介護・保育などの生活課題が重複して生じ、
個別支援だけでは対応できず、地域ぐるみの取組が必要であった。 

❸ 仮設住宅や災害公営住宅での孤立・孤独の問題の多くは、つながりが途絶えた状態であるため、福祉サービスが必要と思われる人も
取り残されてしまうことがあった。

❹ 関係機関や県市町社協は、仮設住宅や災害公営住宅等の特徴に応じたコミュニティの変化を捉えることと、それに応じた支援の必要
性の理解が必要だった。

❺市町社協による福祉的支援に寄ったコミュニティ構築支援が中心となり、まちづくりの視点が乏しかった。

❶ 医療系、心理系、福祉系等の専門職支援が多く、住民の主体性や自立支援の視点が乏しい避難所支援となっていた。避難所から仮設
住宅等に移ったあとの自立生活に支障をきたす被災者もおり、避難所生活をどう送るかが重要であった。

❶ 一部の支援機関による過度な支援は，住民の主体性や地域力を低下させることもあった。
❷ 地域の中でどのように支えていくかなど、住民の力を発揮してもらえるように社協として災害に
どう向き合うか、長期的な見通しをもって支援につなげていくという認識が必要だった。
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は、被災者の生活再建と地域づくりの両面の視点
が大切であることを認識する。

● 災害後のフェーズ移行と課題の変化を踏まえた包
括的な相談支援の機能を、災害後の地域づくりに
も発揮させるため地域福祉計画等に反映させる。

● 東日本大震災の支援経験を伝承するとともに、災害
派遣等への参加を通し、行政として担う被災者支
援の役割の認識を組織として蓄積させ、長期的展
開を踏まえた災害支援を担える人材育成を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】

● 行政や関係機関との情報共有の場をもち、長期的
な復旧・復興の展開とフェーズ移行の認識につい
てＮＰＯ等の支援団体と共通認識を図る。

【直接的な支援を行う組織】

● 災害時の支援活動において自組織の強みを活か
せるよう、フェーズ移行に伴う生活やコミュニ
ティの変化などについての学習機会を設け、そ
れぞれの時期に応じた支援活動を行う展開案を
検討する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】

● 行政や関係機関と情報共有の場を持ち長期的展開
を踏まえた連携について認識を深める。

● 長期的な視点に立った地域住民の主体性を引き出す
生活支援とコミュニティ構築支援を展開するため、
災害時の多様な支援を活かす調整力を強化する。

● 平時における防災会議、災害時の復旧・復興計画へ
の参画などについて、行政への働きかけを行う。

【都道府県社協】

● 長期的、継続的な地域づくりの取組に対するさま
ざまな関係機関による連携の構築を計画的に行
い、連携促進を図る。

● 長期的な視点に立った地域住民の主体性を引き出す
生活支援とコミュニティ構築支援を展開するため、
災害時の多様な支援を活かす調整力を強化する。

● 平時における防災会議、災害時の復旧・復興計画へ
の参画などについて、行政への働きかけを行う。

【行政】

● 社協や関係機関と情報共有の場をもち長期的展開
を踏まえた連携について認識を深める。

● 災害時における生活課題や地域課題に対して、担当

部署を越えた情報共
有と協議の場づくり
を行う。

● 平時における防災会議や災害時の復旧・復興計画な
どに対し、状況に即して関係機関の参画を得る。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】

● 長期的、継続的な地域づくりの取組に対するさま
ざまな関係機関による連携の構築を平時において
計画的に行い、連携促進を図る。

● 長期的な視点に立った地域住民の主体性を引き出す
生活支援とコミュニティ構築支援を展開するため、
災害時の多様な支援を活かす調整力を強化する。

● 災害系・非災害系の区別にかかわらず地域のさま
ざまな関係機関を把握し情報共有の場をもつな
ど、災害時に協働や連携ができるようにするため
のネットワーク作りの支援を行い、地元の調整力
を強化する。

● 平時における防災会議、災害時の復旧・復興計画
への参画等について、行政への働きかけを行う。

【直接的な支援を行う組織】

● 災害時には他の関係機関の動きを共有理解しなが
ら活動できるよう、情報共有の場に参加する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】

● 行政や関係機関と情報共有の場をもち、災害時の
長期的な展開に対する認識を深め、災害時におけ
る既存の事業・活動の転換、新たな事業・活動の
実施などについて、財源を含め協議する。

● これまでの全国での社協の災害支援経験を踏まえ
た上で、今後の被災者支援のあり方を地域福祉計
画や災害支援マニュアル策定などを通して行政に
提案する。

● 災害支援の長期的展開の認識を踏まえた上で組織
内のマネジメントが行えるよう、長期的な視点で
職員の人材育成を行う。

● 災害時においても、地域の状況把握等社協本来の
役割を発揮できるよう、災害時の市町村社協とし
て必要な業務の選別などを含めた事業継続計画
（ＢＣＰ）を策定する。

【都道府県社協】

●  会議や研修などの機会を活用し、「長期的な復
旧・復興の展開とフェーズ移行の重要性」につい

て市町村社協、関係機関と共通認識を図る。

●  災害時に財源確保や既存施策・事業の活用などに
より市町村社協が被災者支援に取組めるよう、災
害ボランティアに係る施策・事業を平時に整理し
ておく。

● 東日本大震災の支援経験を伝承し、都道府県社協
として担う被災者支援の役割の認識を組織として
蓄積させ災害支援を担える人材育成を行う。

● 複数市町村が被災することも想定し、都道府県社
協が迅速かつ適切に支援ができるよう、災害時に
必要な業務の選別・実施ができる、事業継続計画
（ＢＣＰ）や受援計画を策定する。

● 行政とともに、災害ボランティアセンターや避難
所生活・仮設住宅・災害公営住宅の生活支援等を
含む包括的な支援体制等について検討する。

【行政】

● 社協や関係機関と情報
共有の場をもち、長期
に及ぶ復旧・復興支援

Ⅳ. 東日本大震災被災地（者）提言・指針

被災地の復旧・復興は長期にわたることから、生活課題・地域課題は被災者の生活フェー
ズごとに変化します。災害直後から復興までの道筋を意識し、フェーズ移行に沿った支援
活動を行うことが大切です。

災害支援における長期的展開と課題を関係機関とともに共有し、連携して住民の主体性を
引き出す支援と地域づくりに取り組みます。

1 長期的視点の認識

提言

指針

 関係機関が被災者の生活フェーズの移行と課題の変化を認識し、各機
関の枠を越えて共有します。実践目標1

 被災者の生きる力を支える地域づくりには、長期的な視点を踏まえ
関係機関が連携して取り組みます。実践目標2
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は、被災者の生活再建と地域づくりの両面の視点
が大切であることを認識する。

● 災害後のフェーズ移行と課題の変化を踏まえた包
括的な相談支援の機能を、災害後の地域づくりに
も発揮させるため地域福祉計画等に反映させる。

● 東日本大震災の支援経験を伝承するとともに、災害
派遣等への参加を通し、行政として担う被災者支
援の役割の認識を組織として蓄積させ、長期的展
開を踏まえた災害支援を担える人材育成を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】

● 行政や関係機関との情報共有の場をもち、長期的
な復旧・復興の展開とフェーズ移行の認識につい
てＮＰＯ等の支援団体と共通認識を図る。

【直接的な支援を行う組織】

● 災害時の支援活動において自組織の強みを活か
せるよう、フェーズ移行に伴う生活やコミュニ
ティの変化などについての学習機会を設け、そ
れぞれの時期に応じた支援活動を行う展開案を
検討する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】

● 行政や関係機関と情報共有の場を持ち長期的展開
を踏まえた連携について認識を深める。

● 長期的な視点に立った地域住民の主体性を引き出す
生活支援とコミュニティ構築支援を展開するため、
災害時の多様な支援を活かす調整力を強化する。

● 平時における防災会議、災害時の復旧・復興計画へ
の参画などについて、行政への働きかけを行う。

【都道府県社協】

● 長期的、継続的な地域づくりの取組に対するさま
ざまな関係機関による連携の構築を計画的に行
い、連携促進を図る。

● 長期的な視点に立った地域住民の主体性を引き出す
生活支援とコミュニティ構築支援を展開するため、
災害時の多様な支援を活かす調整力を強化する。

● 平時における防災会議、災害時の復旧・復興計画へ
の参画などについて、行政への働きかけを行う。

【行政】

● 社協や関係機関と情報共有の場をもち長期的展開
を踏まえた連携について認識を深める。

● 災害時における生活課題や地域課題に対して、担当

部署を越えた情報共
有と協議の場づくり
を行う。

● 平時における防災会議や災害時の復旧・復興計画な
どに対し、状況に即して関係機関の参画を得る。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】

● 長期的、継続的な地域づくりの取組に対するさま
ざまな関係機関による連携の構築を平時において
計画的に行い、連携促進を図る。

● 長期的な視点に立った地域住民の主体性を引き出す
生活支援とコミュニティ構築支援を展開するため、
災害時の多様な支援を活かす調整力を強化する。

● 災害系・非災害系の区別にかかわらず地域のさま
ざまな関係機関を把握し情報共有の場をもつな
ど、災害時に協働や連携ができるようにするため
のネットワーク作りの支援を行い、地元の調整力
を強化する。

● 平時における防災会議、災害時の復旧・復興計画
への参画等について、行政への働きかけを行う。

【直接的な支援を行う組織】

● 災害時には他の関係機関の動きを共有理解しなが
ら活動できるよう、情報共有の場に参加する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】

● 行政や関係機関と情報共有の場をもち、災害時の
長期的な展開に対する認識を深め、災害時におけ
る既存の事業・活動の転換、新たな事業・活動の
実施などについて、財源を含め協議する。

● これまでの全国での社協の災害支援経験を踏まえ
た上で、今後の被災者支援のあり方を地域福祉計
画や災害支援マニュアル策定などを通して行政に
提案する。

● 災害支援の長期的展開の認識を踏まえた上で組織
内のマネジメントが行えるよう、長期的な視点で
職員の人材育成を行う。

● 災害時においても、地域の状況把握等社協本来の
役割を発揮できるよう、災害時の市町村社協とし
て必要な業務の選別などを含めた事業継続計画
（ＢＣＰ）を策定する。

【都道府県社協】

●  会議や研修などの機会を活用し、「長期的な復
旧・復興の展開とフェーズ移行の重要性」につい

て市町村社協、関係機関と共通認識を図る。

●  災害時に財源確保や既存施策・事業の活用などに
より市町村社協が被災者支援に取組めるよう、災
害ボランティアに係る施策・事業を平時に整理し
ておく。

● 東日本大震災の支援経験を伝承し、都道府県社協
として担う被災者支援の役割の認識を組織として
蓄積させ災害支援を担える人材育成を行う。

● 複数市町村が被災することも想定し、都道府県社
協が迅速かつ適切に支援ができるよう、災害時に
必要な業務の選別・実施ができる、事業継続計画
（ＢＣＰ）や受援計画を策定する。

● 行政とともに、災害ボランティアセンターや避難
所生活・仮設住宅・災害公営住宅の生活支援等を
含む包括的な支援体制等について検討する。

【行政】

● 社協や関係機関と情報
共有の場をもち、長期
に及ぶ復旧・復興支援

Ⅳ. 東日本大震災被災地（者）提言・指針

被災地の復旧・復興は長期にわたることから、生活課題・地域課題は被災者の生活フェー
ズごとに変化します。災害直後から復興までの道筋を意識し、フェーズ移行に沿った支援
活動を行うことが大切です。

災害支援における長期的展開と課題を関係機関とともに共有し、連携して住民の主体性を
引き出す支援と地域づくりに取り組みます。

1 長期的視点の認識

提言

指針

 関係機関が被災者の生活フェーズの移行と課題の変化を認識し、各機
関の枠を越えて共有します。実践目標1

 被災者の生きる力を支える地域づくりには、長期的な視点を踏まえ
関係機関が連携して取り組みます。実践目標2
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通して認識を高める。
● 各地域において在宅被災者やみなし仮設住宅入居
者等をテーマとした勉強会を開催するなど、住民
の認識を高める。
● サロン活動や座談会などの機会を通して福祉避難
所についての住民の認識を高め、災害時要援護者
の避難のあり方について各地域で検討できるよう
働きかける。

【都道府県社協】
● 避難先での孤立が懸念される被災地外の市町村や
県外への避難者、みなし仮設住宅入居者、在宅被
災者の存在について、関係機関との勉強会などを
通して認識を高める。
● 市町村外や県外への避難者について、避難元及び
避難先の行政や社協など、さまざまな機関が連携
するための調整を図る。

【行政】
● 避難所や仮設住宅に生活する方だけではなく、誰
もが支援の対象者であるということについて、関
係機関との勉強会などにより認識を高めるととも

に、住民への啓発を図る。
● 災害時に被災地外の市町村、県外への避難する住
民がいることを想定し、避難先の行政や関係機関
への個人情報（避難行動要支援者名簿、安否情
報、被災者台帳)の提供などのルールを作る。
● 災害時要援護者などの避難者を交えた実効性のあ
る避難訓練の実施や、行政内における福祉避難所
の重要性の周知などにより、災害時に福祉避難所
を速やかに設置、運営できる体制を構築する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● ＮＰＯ等に対し、被災地外の市町村や県外への避
難者、みなし仮設住宅入居者、在宅被災者の存在
についての認識を高める機会を設ける。
● 市町村外や県外への避難者に対する支援を行なっ
た団体の事例や情報を収集し、研修会などの機会
を通して周知、啓発に努める。

【直接的な支援を行う組織】
● 被災地外の市町村や県外への避難者、みなし仮設
住宅入居者、在宅被災者の存在について、関係機
関との勉強会へ参加し認識を高める。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 委託事業の有無によらず、住民の生活支援を担う社
協としての災害時の役割についての認識を深める。
●  委託された事業の範囲にとどまらず必要な支援を提
案できるよう、平時から行政と関係性を構築する。
● 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを生
まないよう、行政や関係機関との情報共有や意見交
換の場を設け、支援方針の確認などを行い、地域防
災計画等に反映できるよう行政に働きかける。

【都道府県社協】
●  居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを
生まないよう、行政や関係機関との情報共有や意
見交換の場を設け、支援方針の確認などを行う。
●  住居の被害程度に基づいて行われる被災者支援の
さまざまな課題について、行政や専門職団体など
とともに改善に向けて協議し、格差を生まない支
援体制を構築する。

●  居住形態などによらない包括的な被災者支援の事
業化につながるよう、行政や市町村社協へ具体事
例や情報を提供するなどの働きかけを行う。

【行政】
●  住民一人ひとりの状況に合わせた網羅的な支援体
制を構築できるよう、社協や関係機関と意見交換
や支援方針の確認などを行い、地域防災計画等に
反映させる。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを
生まないよう、地域の状況や災害時の支援につい
て行政や社協と共有し、ＮＰＯ等との連携のあり
方を検討する。

【直接的な支援を行う組織】
● 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを
生まない支援についての理解を深め、その役割分
担について行政や社協と検討する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
●  避難先での孤立が懸念される被災地外の市町村や

県外への避難者、みなし仮設住宅入居者、在宅被
災者の存在について、関係機関との勉強会などを

 在宅被災者やみなし仮設住宅入居者、被災地外の市町村、県外への避難者
など、状況把握が困難であり支援が届きにくい住民がいるという認識を高
め、災害時には誰もが支援の対象者になり得るということが社会の共通認
識となるよう啓発します。

実践目標2

災害後の生活の場として、プレハブ仮設住宅、みなし仮設住宅、在宅被災者など、さまざ
まな居住形態が生じます。居住形態や居住地に関わらず、住民一人ひとりが抱える生活課
題に目を向けた支援が必要です。

居住形態などの違いによって支援のもれ、ムラを生まないよう、災害時には誰もが支援の
対象者になり得るという共通認識をもち、災害時を想定した取組や協議を行います。

2 居住形態等によらない被災者支援

提言

指針

 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを生まない被災者支援
体制を構築します。実践目標1
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通して認識を高める。
● 各地域において在宅被災者やみなし仮設住宅入居
者等をテーマとした勉強会を開催するなど、住民
の認識を高める。
● サロン活動や座談会などの機会を通して福祉避難
所についての住民の認識を高め、災害時要援護者
の避難のあり方について各地域で検討できるよう
働きかける。

【都道府県社協】
● 避難先での孤立が懸念される被災地外の市町村や
県外への避難者、みなし仮設住宅入居者、在宅被
災者の存在について、関係機関との勉強会などを
通して認識を高める。
● 市町村外や県外への避難者について、避難元及び
避難先の行政や社協など、さまざまな機関が連携
するための調整を図る。

【行政】
● 避難所や仮設住宅に生活する方だけではなく、誰
もが支援の対象者であるということについて、関
係機関との勉強会などにより認識を高めるととも

に、住民への啓発を図る。
● 災害時に被災地外の市町村、県外への避難する住
民がいることを想定し、避難先の行政や関係機関
への個人情報（避難行動要支援者名簿、安否情
報、被災者台帳)の提供などのルールを作る。
● 災害時要援護者などの避難者を交えた実効性のあ
る避難訓練の実施や、行政内における福祉避難所
の重要性の周知などにより、災害時に福祉避難所
を速やかに設置、運営できる体制を構築する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● ＮＰＯ等に対し、被災地外の市町村や県外への避
難者、みなし仮設住宅入居者、在宅被災者の存在
についての認識を高める機会を設ける。
● 市町村外や県外への避難者に対する支援を行なっ
た団体の事例や情報を収集し、研修会などの機会
を通して周知、啓発に努める。

【直接的な支援を行う組織】
● 被災地外の市町村や県外への避難者、みなし仮設
住宅入居者、在宅被災者の存在について、関係機
関との勉強会へ参加し認識を高める。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 委託事業の有無によらず、住民の生活支援を担う社
協としての災害時の役割についての認識を深める。
●  委託された事業の範囲にとどまらず必要な支援を提
案できるよう、平時から行政と関係性を構築する。
● 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを生
まないよう、行政や関係機関との情報共有や意見交
換の場を設け、支援方針の確認などを行い、地域防
災計画等に反映できるよう行政に働きかける。

【都道府県社協】
●  居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを
生まないよう、行政や関係機関との情報共有や意
見交換の場を設け、支援方針の確認などを行う。
●  住居の被害程度に基づいて行われる被災者支援の
さまざまな課題について、行政や専門職団体など
とともに改善に向けて協議し、格差を生まない支
援体制を構築する。

●  居住形態などによらない包括的な被災者支援の事
業化につながるよう、行政や市町村社協へ具体事
例や情報を提供するなどの働きかけを行う。

【行政】
●  住民一人ひとりの状況に合わせた網羅的な支援体
制を構築できるよう、社協や関係機関と意見交換
や支援方針の確認などを行い、地域防災計画等に
反映させる。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを
生まないよう、地域の状況や災害時の支援につい
て行政や社協と共有し、ＮＰＯ等との連携のあり
方を検討する。

【直接的な支援を行う組織】
● 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを
生まない支援についての理解を深め、その役割分
担について行政や社協と検討する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
●  避難先での孤立が懸念される被災地外の市町村や

県外への避難者、みなし仮設住宅入居者、在宅被
災者の存在について、関係機関との勉強会などを

 在宅被災者やみなし仮設住宅入居者、被災地外の市町村、県外への避難者
など、状況把握が困難であり支援が届きにくい住民がいるという認識を高
め、災害時には誰もが支援の対象者になり得るということが社会の共通認
識となるよう啓発します。

実践目標2

災害後の生活の場として、プレハブ仮設住宅、みなし仮設住宅、在宅被災者など、さまざ
まな居住形態が生じます。居住形態や居住地に関わらず、住民一人ひとりが抱える生活課
題に目を向けた支援が必要です。

居住形態などの違いによって支援のもれ、ムラを生まないよう、災害時には誰もが支援の
対象者になり得るという共通認識をもち、災害時を想定した取組や協議を行います。

2 居住形態等によらない被災者支援

提言

指針

 居住形態などの違いによって支援のもれ・ムラを生まない被災者支援
体制を構築します。実践目標1
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【直接的な支援を行う組織】
●生活支援相談員等の配置や役割を理解し、被災後

に連携するための方策や情報共有していくための仕
組みを検討する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
●  発災後に配置される生活支援相談員等に助言・サ
ポートできる人材の育成を、平時の社協内の中間
管理職員の育成を通して行う。

【都道府県社協】
●  発災後にスーパーバイズ役を担う中間管理職員の
必要なスキルを明確にする。
●  発災後の中間管理職員の役割の理解、スキル向上
を目的とした研修など人材育成を実施する。
●  市町村社協の平時業務での中間管理職員育成を支
援するとともに、幹部職員への理解促進を図る。
●  発災後、外部から支援できるスーパーバイズ機能
とその仕組みを関係機関協働で検討する。
●  発災後、市町村社協のマネジメント役に対す
るフォローができる県社協としての人材を育
成する。

【行政】
●  生活支援相談員等を統括管理する役割の必要性を
理解し、被災後の迅速な人的配置につながるよ
う、育成支援の仕組みを構築する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 発災後、外部から支援できるスーパーバイズ機能
と、その仕組みを関係機関協働で検討する。
● ＮＰＯ等関係する団体や組織とともに、直接支援を
担う人たちへのスーパーバイズ機能の重要性につい
て研修や会議等の機会を通し共通認識を図る。

【直接的な支援を行う組織】
● 生活支援相談員等の委託を受けた際のスーパーバ
イズ機能の重要性や体制について、組織内で共有
し、それらを担う人材や役割などの整理を行う。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 生活支援相談員等の機能を活かした、発災から復
興までの被災者支援展開案（ロードマップ等）を
作成する。
● 生活支援相談員等の役割と機能について、災害ボ
ランティアセンター運営マニュアルや地域福祉活
動計画等に反映させる。
● 地域住民に対し生活支援相談員等の役割や担い手
になることの必要性等について、研修会や座談会
等の機会を活かし啓発に努める。
● 災害時の生活支援相談員等の配置に活かせるよ
う、住民主体の活動を支援することや、地域資源
の発掘・地域づくりなど既存の取組や事業を強化
する。
● 市町村行政に対し、関連する取組へ個人情報の共
有や活用など、柔軟に運用ができる工夫や手続き
の提案または協議を行う。

【都道府県社協】
● 生活支援相談員等の機能を活かした、発災から復
興までの被災者支援展開案（ロードマップ等）を
作成する。
●  行政、社協にとどまらずＮＰＯ等の多様な支援者
に対し、生活支援相談員等の役割や機能を周知、
理解する研修などを行う。
● これまでの災害における生活支援相談員等の配
置や取組、課題などの実事例を収集し情報提供
する。

● 災害ボランティアセンターから生活支援相談員等
の配置、サポートセンター等の事業実施まで継続
的に取り組めるよう、協定や覚書など新たな取り
決めを行政と協議し締結する。

【行政】
● 地域防災計画や地域福祉計画、災害対応マニュア
ルなどの災害対応の取組に生活支援相談員等の配
置根拠や役割を明示する。
● 生活支援相談員等を委託した組織や団体に対し、
個人情報の提供ができる仕組みやルールを作る。
● 被災者支援に当たる行政内の各機関に対し生活支
援相談員等の配置や役割を周知し、理解を促す。
● 生活支援相談員等の機能を活かした、発災から復
興までの被災者支援展開案（ロードマップ等）や
継続的な研修を実施するための計画案を作成し、
既存支援者や関係機関と長期的な展開について共
通認識を図る。
● 生活支援相談員等の配置や事業終了後の人材
活用、既存支援者や関係機関への転換案を作
成する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 生活支援相談員等の機能を踏まえた発災から復興
までの中長期的な視点をもった支援ビジョンを作
成し、ＮＰＯ等を支援する。
● 生活支援相談員等の役割や機能を行政、社協とと
もに共通認識し、ＮＰＯ等の関係する支援者に対
し周知を図る研修や会議などを行う。

 生活支援相談員等を統括・マネジメントする人材を育成し、継続的な
スキルアップを図ります。実践目標2

 生活支援相談員等の具体的な役割について、関係機関や住民とともに
理解を深めます。実践目標1

3 生活支援相談員等の重要性
生活支援相談員等は災害時の被災者支援に不可欠な存在です。
多様な関係機関は、その役割と存在意義について理解を深めることが大切です。

生活支援相談員等の役割と機能について、災害支援に関わる多様な分野の人たちとともに
理解・共有し、さまざまな機会を活かして認識を高めます。

提言

指針
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【直接的な支援を行う組織】
●生活支援相談員等の配置や役割を理解し、被災後

に連携するための方策や情報共有していくための仕
組みを検討する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
●  発災後に配置される生活支援相談員等に助言・サ
ポートできる人材の育成を、平時の社協内の中間
管理職員の育成を通して行う。

【都道府県社協】
●  発災後にスーパーバイズ役を担う中間管理職員の
必要なスキルを明確にする。
●  発災後の中間管理職員の役割の理解、スキル向上
を目的とした研修など人材育成を実施する。
●  市町村社協の平時業務での中間管理職員育成を支
援するとともに、幹部職員への理解促進を図る。
●  発災後、外部から支援できるスーパーバイズ機能
とその仕組みを関係機関協働で検討する。
●  発災後、市町村社協のマネジメント役に対す
るフォローができる県社協としての人材を育
成する。

【行政】
●  生活支援相談員等を統括管理する役割の必要性を
理解し、被災後の迅速な人的配置につながるよ
う、育成支援の仕組みを構築する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 発災後、外部から支援できるスーパーバイズ機能
と、その仕組みを関係機関協働で検討する。
● ＮＰＯ等関係する団体や組織とともに、直接支援を
担う人たちへのスーパーバイズ機能の重要性につい
て研修や会議等の機会を通し共通認識を図る。

【直接的な支援を行う組織】
● 生活支援相談員等の委託を受けた際のスーパーバ
イズ機能の重要性や体制について、組織内で共有
し、それらを担う人材や役割などの整理を行う。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 生活支援相談員等の機能を活かした、発災から復
興までの被災者支援展開案（ロードマップ等）を
作成する。
● 生活支援相談員等の役割と機能について、災害ボ
ランティアセンター運営マニュアルや地域福祉活
動計画等に反映させる。
● 地域住民に対し生活支援相談員等の役割や担い手
になることの必要性等について、研修会や座談会
等の機会を活かし啓発に努める。
● 災害時の生活支援相談員等の配置に活かせるよ
う、住民主体の活動を支援することや、地域資源
の発掘・地域づくりなど既存の取組や事業を強化
する。
● 市町村行政に対し、関連する取組へ個人情報の共
有や活用など、柔軟に運用ができる工夫や手続き
の提案または協議を行う。

【都道府県社協】
● 生活支援相談員等の機能を活かした、発災から復
興までの被災者支援展開案（ロードマップ等）を
作成する。
●  行政、社協にとどまらずＮＰＯ等の多様な支援者
に対し、生活支援相談員等の役割や機能を周知、
理解する研修などを行う。
● これまでの災害における生活支援相談員等の配
置や取組、課題などの実事例を収集し情報提供
する。

● 災害ボランティアセンターから生活支援相談員等
の配置、サポートセンター等の事業実施まで継続
的に取り組めるよう、協定や覚書など新たな取り
決めを行政と協議し締結する。

【行政】
● 地域防災計画や地域福祉計画、災害対応マニュア
ルなどの災害対応の取組に生活支援相談員等の配
置根拠や役割を明示する。
● 生活支援相談員等を委託した組織や団体に対し、
個人情報の提供ができる仕組みやルールを作る。
● 被災者支援に当たる行政内の各機関に対し生活支
援相談員等の配置や役割を周知し、理解を促す。
● 生活支援相談員等の機能を活かした、発災から復
興までの被災者支援展開案（ロードマップ等）や
継続的な研修を実施するための計画案を作成し、
既存支援者や関係機関と長期的な展開について共
通認識を図る。
● 生活支援相談員等の配置や事業終了後の人材
活用、既存支援者や関係機関への転換案を作
成する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 生活支援相談員等の機能を踏まえた発災から復興
までの中長期的な視点をもった支援ビジョンを作
成し、ＮＰＯ等を支援する。
● 生活支援相談員等の役割や機能を行政、社協とと
もに共通認識し、ＮＰＯ等の関係する支援者に対
し周知を図る研修や会議などを行う。

 生活支援相談員等を統括・マネジメントする人材を育成し、継続的な
スキルアップを図ります。実践目標2

 生活支援相談員等の具体的な役割について、関係機関や住民とともに
理解を深めます。実践目標1

3 生活支援相談員等の重要性
生活支援相談員等は災害時の被災者支援に不可欠な存在です。
多様な関係機関は、その役割と存在意義について理解を深めることが大切です。

生活支援相談員等の役割と機能について、災害支援に関わる多様な分野の人たちとともに
理解・共有し、さまざまな機会を活かして認識を高めます。

提言

指針
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において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【都道府県社協】
●  県外の支援機関や支援企業などの情報を収集し、市
町村社協や関係機関へ情報提供する。
● さまざまなニーズが包括的な支援活動で解消できるよ
う、災害ボランティアセンター等で調整機能を担う市
町村社協のスキルアップを支援する。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核の一員となりうる管理職員・中間管理職
員のマネジメント力向上及び人材育成の研修を実施
する。

【行政】
●  福祉や危機管理・土木等の専門行政職員内において、
災害ボランティアセンター等の民間支援活動の特性
や役割などの理解と関係構築を図るため、会議等の場
を設定する。

●  地元企業の支援活動やボランティア団体等の情報を
把握する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 被災者支援全体を俯瞰的に見ることができるよう、中
間支援組織としての役割や機能などについて自組織内
で共通認識を図り、平時の俯瞰的な視点を踏まえた調
整機能を発揮する。
● ＮＰＯ等の多様な支援機関についての情報収集と、行
政や社協に対し周知を行い、支援体制の構築を図る。
● ＮＰＯ等の多様な支援機関との連携について、中間支
援組織としての役割、マネジメントの明確化を図る。

【直接的な支援を行う組織】
● 災害時の協働の体制に向け、他の関係機関との連携
構築を図る。
● 他団体の役割を理解し、被災地で効率的に活動できる
よう情報共有の場に参画する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● ＮＰＯ等の多様な関係機関と行政とが連携できるよう、
情報共有会議などの名称及び役割について検討する。
● 多様な関係機関がそれぞれ持つ強みや弱みを確認し、
通常の業務と災害時の業務を理解した上で、社協の役
割を明確にする。

【都道府県社協】
● 災害支援の土台として、多様な支援団体や関係機関と
の連携機能を果たすための信頼関係を構築できるよ
う、情報の共有化と連携した取組を進める方策を検討
するネットワーク会議を定期的に開催する。
● ネットワーク会議のあり方について関係機関と協議す
るとともに、県社協の役割を明確にし、周知を行う。
● 長期間継続的に支援が広がるようネットワーク会議の
活用方法を検討するとともに、継続的に有効な会議体
となるよう運営体制など連携のあり方の検討を行う。

【行政】
● ＮＰＯ等の多様な関係機関と交流する機会や情報共
有会議等の場づくりについて検討し、災害支援マニュ
アル及び協定などに反映する。

● 災害時に被災地及び被災者全体を把握するため、災
害対策本部に災害ボランティアセンターの責任者や担
当者が参加できるようマニュアルの整備を行う。
●  行政ができることとできないことを関係機関、ＮＰＯ等
に周知するとともに、民間支援者の運営課題や活動状
況などの情報を共有できる場づくりを行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  災害時に多角的視点をもって支援ができるよう協働の
あり方について検討する。
●  県域における中間支援組織の機能を有効的に活用す
るため、行政・社協・ＮＰＯ等と連携する。

【直接的な支援を行う組織】
●  行政・社協との連携の場に積極的に参画する。
● 関係機関と連携
できるよう各種
会議や研修に参
加し、関係構築
を図り信頼関係
を深める。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 行政や多様なボランティア団体、企業と関係構築が図
られるよう各種事業・活動や会議などを協働で行う。
● ＮＰＯ等の専門性を災害時に発揮できるよう、関係す
るＮＰＯ等の強みを把握する。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【都道府県社協】
● 広域で活動を行う企業やＮＰＯ等と、各種事業・活動
や会議などで協働できる関係構築を行う。
● ＮＰＯ等の専門性を災害時に発揮できるよう、関係す
るＮＰＯ等の強みを把握する。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【行政】
● ＮＰＯ等の専門性を災害時に発揮できるよう関係する
ＮＰＯ等の強みを把握する。
● 仮設住宅等の支援事業が終了した後、市町村社協や
ＮＰＯ等にスムーズに引き継ぎができるよう、予め関係
を構築する。
●  包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  行政や社協の役割や特長を把握し、関係構築に活
かす。
●  直接的な支援を担うＮＰＯ等の強みや特長を行政・社
協と共有する。

【直接的な支援を行う組織】
● 行政や社協が行う事業や活動に参画し、関係構築を
図る。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
●  地元企業やボランティア団体等と関係を構築し、災害
時においてそれぞれの強みを活かした支援活動ができ
るよう調整機能を担う。

●  生業・産業支援なども含めた多様な被災者ニーズに応
えられるよう、行政・ＮＰＯ等の支援機関と包括的な支
援体制の協議を行い、体制の構築を図る。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム

 ＮＰＯ等の多様な関係機関と、行政・社協との連携の場を構築します。実践目標3

支援の偏りを防ぐために、関係機関による包括的な調整機能を構築
します。実践目標2

4 プラットフォーム機能と連携構築の必要性
被災者が抱える生活課題は、幾重にも重なり多岐にわたります。
多様な生活課題に対し、包括的に支援・調整するプラットフォーム機能が必要です。

災害支援に関わる多様な関係機関とは課題を共有し、課題軽減への取組のプロセスをとも
に歩みながら、信頼関係を高めます。

提言

指針

行政、社協、ＮＰＯや企業などの関係機関はそれぞれの強みや特長を
活かすことができる関係を構築します。　実践目標1
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において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【都道府県社協】
●  県外の支援機関や支援企業などの情報を収集し、市
町村社協や関係機関へ情報提供する。
● さまざまなニーズが包括的な支援活動で解消できるよ
う、災害ボランティアセンター等で調整機能を担う市
町村社協のスキルアップを支援する。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核の一員となりうる管理職員・中間管理職
員のマネジメント力向上及び人材育成の研修を実施
する。

【行政】
●  福祉や危機管理・土木等の専門行政職員内において、
災害ボランティアセンター等の民間支援活動の特性
や役割などの理解と関係構築を図るため、会議等の場
を設定する。

●  地元企業の支援活動やボランティア団体等の情報を
把握する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 被災者支援全体を俯瞰的に見ることができるよう、中
間支援組織としての役割や機能などについて自組織内
で共通認識を図り、平時の俯瞰的な視点を踏まえた調
整機能を発揮する。
● ＮＰＯ等の多様な支援機関についての情報収集と、行
政や社協に対し周知を行い、支援体制の構築を図る。
● ＮＰＯ等の多様な支援機関との連携について、中間支
援組織としての役割、マネジメントの明確化を図る。

【直接的な支援を行う組織】
● 災害時の協働の体制に向け、他の関係機関との連携
構築を図る。
● 他団体の役割を理解し、被災地で効率的に活動できる
よう情報共有の場に参画する。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● ＮＰＯ等の多様な関係機関と行政とが連携できるよう、
情報共有会議などの名称及び役割について検討する。
● 多様な関係機関がそれぞれ持つ強みや弱みを確認し、
通常の業務と災害時の業務を理解した上で、社協の役
割を明確にする。

【都道府県社協】
● 災害支援の土台として、多様な支援団体や関係機関と
の連携機能を果たすための信頼関係を構築できるよ
う、情報の共有化と連携した取組を進める方策を検討
するネットワーク会議を定期的に開催する。
● ネットワーク会議のあり方について関係機関と協議す
るとともに、県社協の役割を明確にし、周知を行う。
● 長期間継続的に支援が広がるようネットワーク会議の
活用方法を検討するとともに、継続的に有効な会議体
となるよう運営体制など連携のあり方の検討を行う。

【行政】
● ＮＰＯ等の多様な関係機関と交流する機会や情報共
有会議等の場づくりについて検討し、災害支援マニュ
アル及び協定などに反映する。

● 災害時に被災地及び被災者全体を把握するため、災
害対策本部に災害ボランティアセンターの責任者や担
当者が参加できるようマニュアルの整備を行う。
●  行政ができることとできないことを関係機関、ＮＰＯ等
に周知するとともに、民間支援者の運営課題や活動状
況などの情報を共有できる場づくりを行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  災害時に多角的視点をもって支援ができるよう協働の
あり方について検討する。
●  県域における中間支援組織の機能を有効的に活用す
るため、行政・社協・ＮＰＯ等と連携する。

【直接的な支援を行う組織】
●  行政・社協との連携の場に積極的に参画する。
● 関係機関と連携
できるよう各種
会議や研修に参
加し、関係構築
を図り信頼関係
を深める。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 行政や多様なボランティア団体、企業と関係構築が図
られるよう各種事業・活動や会議などを協働で行う。
● ＮＰＯ等の専門性を災害時に発揮できるよう、関係す
るＮＰＯ等の強みを把握する。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【都道府県社協】
● 広域で活動を行う企業やＮＰＯ等と、各種事業・活動
や会議などで協働できる関係構築を行う。
● ＮＰＯ等の専門性を災害時に発揮できるよう、関係す
るＮＰＯ等の強みを把握する。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【行政】
● ＮＰＯ等の専門性を災害時に発揮できるよう関係する
ＮＰＯ等の強みを把握する。
● 仮設住宅等の支援事業が終了した後、市町村社協や
ＮＰＯ等にスムーズに引き継ぎができるよう、予め関係
を構築する。
●  包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム
において中核になりうる管理職員・中間管理職員のマ
ネジメント力向上及び人材育成を図る。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  行政や社協の役割や特長を把握し、関係構築に活
かす。
●  直接的な支援を担うＮＰＯ等の強みや特長を行政・社
協と共有する。

【直接的な支援を行う組織】
● 行政や社協が行う事業や活動に参画し、関係構築を
図る。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
●  地元企業やボランティア団体等と関係を構築し、災害
時においてそれぞれの強みを活かした支援活動ができ
るよう調整機能を担う。

●  生業・産業支援なども含めた多様な被災者ニーズに応
えられるよう、行政・ＮＰＯ等の支援機関と包括的な支
援体制の協議を行い、体制の構築を図る。
● 包括的な支援・調整機能を発揮するプラットフォーム

 ＮＰＯ等の多様な関係機関と、行政・社協との連携の場を構築します。実践目標3

支援の偏りを防ぐために、関係機関による包括的な調整機能を構築
します。実践目標2

4 プラットフォーム機能と連携構築の必要性
被災者が抱える生活課題は、幾重にも重なり多岐にわたります。
多様な生活課題に対し、包括的に支援・調整するプラットフォーム機能が必要です。

災害支援に関わる多様な関係機関とは課題を共有し、課題軽減への取組のプロセスをとも
に歩みながら、信頼関係を高めます。

提言

指針

行政、社協、ＮＰＯや企業などの関係機関はそれぞれの強みや特長を
活かすことができる関係を構築します。　実践目標1

ʰ౨ೖຌਔࢩࡄԋͶ͕͜Ζ̏̎೧ৄݗͳݶʱʛޛࠕوໝ֒ࡄͶ͜ͱࠕɼखΕૌ͞ͳʛ 29



関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 災害ボランティアセンターの設置運営だけでな
く、コミュニティ構築支援への関わりが求められ
ることを理解する。
● 個別の相談支援機能を担う専門職とコミュニティ
ワーク機能を担う社協職員のあり方や、双方の役
割の理解を図り、平時の関係構築に努める。

【都道府県社協】
● 災害ボランティアセンターの設置運営に留まらな
い支援を実施するため、社協等がコミュニティ
ワークを展開する意義を行政や関係団体に認識し
てもらえるよう働きかける。
● 住民の思いを形にする支援を行える職員を育成す
るため、市町村社協や多様な支援団体とともに研
修等を実施する。

【行政】
● ボランティア団体、住民組織や関係機関などと連

携・協働し新しいサービスや支え合いの仕組みを
創出・調整・つなげるなど、コミュニティワーク
を実践する社協などが中心となって行うことの意
義を理解し支援する。
● 地域福祉計画や防災マニュアル等の長期計画に
「県におけるコミュニティソーシャルワークの視
点」を実践するコミュニティソーシャルワーカー
等の人材育成について反映させ、地域づくりの基
盤整備を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  個別支援やまちづくりに取り組むＮＰＯ等におい
て、個別支援と地域支援双方の役割の理解を図
り、平時の関係構築に繋がるよう働きかける。

【直接的な支援を行う組織】
● 個別支援やまちづくりに取り組むＮＰＯ等におい
て、個別支援と地域支援について理解を図り、双
方の関係構築に努める。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 避難所支援においてコミュニティソーシャルワー
クの視点をもった人材の必要性について認識し、
人材育成について地域福祉活動計画等に反映さ
せ、行政の地域福祉計画や地域防災計画などの長
期計画や関係機関の事業計画に反映させるよう働
きかける。

●  避難所に出向き、医療専門職や福祉の専門的な
ＮＰＯ等と、避難している住民が住む地域の地
域性や住民層のキーマンなどの情報を共有し災
害ボランティアセンターとの橋渡しを行えるよ
う、災害支援のあり方を社協内で構築し関係機
関と共通認識を図る。

【都道府県社協】
●  避難所における医療福祉分野など他分野にまたが

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 「県におけるコミュニティソーシャルワークの視
点」を地域福祉活動計画等に明記するとともに、
行政の長期計画や関係機関の事業計画等に反映さ
せるよう働きかける。
●  コミュニティソーシャルワークを総合的に学ぶ
ことを職員研修体系に位置付け、平時から全職
員がその視点をもった業務を行えるよう人材育
成を行う。
●  社協内部での縦割り（事務担当・事業担当）の弊
害をなくすなど組織の見直しを行い、総合相談体
制を強化する。

【都道府県社協】
● 平時よりコミュニティソーシャルワークの視点を
もった職員を育成するため、市町村社協や多様な
関係機関とともに、研修などを実施する。
●  県域におけるプラットフォームの場において、
「県におけるコミュニティソーシャルワークの視
点」を作成し明文化したものを、行政の地域福祉
計画や防災マニュアル、市町村社協の地域福祉活
動計画や関係機関の事業計画などに反映させるよ
う働きかける。
● 上記視点について住民の理解促進を図るため、研
修や会議などの発表の場づくりやホームページな
どを活用した情報発信を行政や関係機関とともに
行う。

【行政】
●  県域におけるプラットフォームの場において、県
の地域特性、文化背景などを踏まえた行政、社
協、関係機関の協働による「県におけるコミュニ
ティソーシャルワークの視点」を作成し、明文化
したものを地域福祉計画や防災マニュアル等の長
期計画に反映させる。

● 上記視点を実践するコミュニティソーシャルワー
カー等の人材育成について行政の地域福祉計画や
防災計画等の長期計画に反映させ、地域づくりの
基盤整備を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● コミュニティソーシャルワークの視点を踏まえ、
困りごとを抱えた方にとって必要な支援を調整す
るコーディネート力を持った人材育成を、社協や
行政と役割分担し行う。

【直接的な支援を行う組織】
● 住民の主体性を大切にし、「住民とともに考えな
がら住民の思い
を形にしてい
く」プロセスが
重要であること
を理解する。

5 コミュニティソーシャルワークの理解・意識・視点の重要性
被災者が抱える生活課題には、個別の課題と他者との関わりにおける課題があります。
個別支援と地域支援の双方に対する意識を高めることが必要です。

困りごとを抱える住民の個別支援を通じ、地域の中でその人を支えるために多様なつなが
りによる支援体制を作り、住民とともに考えながら住民の思いを形にする「コミュニティ
ソーシャルワーク機能」の視点を高めます。

提言

指針

被災地では、地域支援・コミュニティ再生支援・地域づくりが特に求められるこ
とを理解した上で住民とともに考え、思いを形にするコミュニティソーシャル
ワークの視点をもち、地域で実践できる人材を育成します。

実践目標1

コミュニティワークの機能を担う社協職員などと、個別の相談支援機能を担う
専門職などが連携し、個別支援から地域支援までを一体的に実践します。実践目標2

避難所から地域生活再建に至る中長期的視点で支援を展開することを理解し
た上で、避難所における福祉ニーズへの対応が重要であることを認識し、避難
所支援のあり方を平時から協議し連携体制を構築します。

実践目標3
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関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 災害ボランティアセンターの設置運営だけでな
く、コミュニティ構築支援への関わりが求められ
ることを理解する。
● 個別の相談支援機能を担う専門職とコミュニティ
ワーク機能を担う社協職員のあり方や、双方の役
割の理解を図り、平時の関係構築に努める。

【都道府県社協】
● 災害ボランティアセンターの設置運営に留まらな
い支援を実施するため、社協等がコミュニティ
ワークを展開する意義を行政や関係団体に認識し
てもらえるよう働きかける。
● 住民の思いを形にする支援を行える職員を育成す
るため、市町村社協や多様な支援団体とともに研
修等を実施する。

【行政】
● ボランティア団体、住民組織や関係機関などと連

携・協働し新しいサービスや支え合いの仕組みを
創出・調整・つなげるなど、コミュニティワーク
を実践する社協などが中心となって行うことの意
義を理解し支援する。
● 地域福祉計画や防災マニュアル等の長期計画に
「県におけるコミュニティソーシャルワークの視
点」を実践するコミュニティソーシャルワーカー
等の人材育成について反映させ、地域づくりの基
盤整備を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  個別支援やまちづくりに取り組むＮＰＯ等におい
て、個別支援と地域支援双方の役割の理解を図
り、平時の関係構築に繋がるよう働きかける。

【直接的な支援を行う組織】
● 個別支援やまちづくりに取り組むＮＰＯ等におい
て、個別支援と地域支援について理解を図り、双
方の関係構築に努める。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 避難所支援においてコミュニティソーシャルワー
クの視点をもった人材の必要性について認識し、
人材育成について地域福祉活動計画等に反映さ
せ、行政の地域福祉計画や地域防災計画などの長
期計画や関係機関の事業計画に反映させるよう働
きかける。

●  避難所に出向き、医療専門職や福祉の専門的な
ＮＰＯ等と、避難している住民が住む地域の地
域性や住民層のキーマンなどの情報を共有し災
害ボランティアセンターとの橋渡しを行えるよ
う、災害支援のあり方を社協内で構築し関係機
関と共通認識を図る。

【都道府県社協】
●  避難所における医療福祉分野など他分野にまたが

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 「県におけるコミュニティソーシャルワークの視
点」を地域福祉活動計画等に明記するとともに、
行政の長期計画や関係機関の事業計画等に反映さ
せるよう働きかける。
●  コミュニティソーシャルワークを総合的に学ぶ
ことを職員研修体系に位置付け、平時から全職
員がその視点をもった業務を行えるよう人材育
成を行う。
●  社協内部での縦割り（事務担当・事業担当）の弊
害をなくすなど組織の見直しを行い、総合相談体
制を強化する。

【都道府県社協】
● 平時よりコミュニティソーシャルワークの視点を
もった職員を育成するため、市町村社協や多様な
関係機関とともに、研修などを実施する。
●  県域におけるプラットフォームの場において、
「県におけるコミュニティソーシャルワークの視
点」を作成し明文化したものを、行政の地域福祉
計画や防災マニュアル、市町村社協の地域福祉活
動計画や関係機関の事業計画などに反映させるよ
う働きかける。
● 上記視点について住民の理解促進を図るため、研
修や会議などの発表の場づくりやホームページな
どを活用した情報発信を行政や関係機関とともに
行う。

【行政】
●  県域におけるプラットフォームの場において、県
の地域特性、文化背景などを踏まえた行政、社
協、関係機関の協働による「県におけるコミュニ
ティソーシャルワークの視点」を作成し、明文化
したものを地域福祉計画や防災マニュアル等の長
期計画に反映させる。

● 上記視点を実践するコミュニティソーシャルワー
カー等の人材育成について行政の地域福祉計画や
防災計画等の長期計画に反映させ、地域づくりの
基盤整備を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● コミュニティソーシャルワークの視点を踏まえ、
困りごとを抱えた方にとって必要な支援を調整す
るコーディネート力を持った人材育成を、社協や
行政と役割分担し行う。

【直接的な支援を行う組織】
● 住民の主体性を大切にし、「住民とともに考えな
がら住民の思い
を形にしてい
く」プロセスが
重要であること
を理解する。

5 コミュニティソーシャルワークの理解・意識・視点の重要性
被災者が抱える生活課題には、個別の課題と他者との関わりにおける課題があります。
個別支援と地域支援の双方に対する意識を高めることが必要です。

困りごとを抱える住民の個別支援を通じ、地域の中でその人を支えるために多様なつなが
りによる支援体制を作り、住民とともに考えながら住民の思いを形にする「コミュニティ
ソーシャルワーク機能」の視点を高めます。

提言

指針

被災地では、地域支援・コミュニティ再生支援・地域づくりが特に求められるこ
とを理解した上で住民とともに考え、思いを形にするコミュニティソーシャル
ワークの視点をもち、地域で実践できる人材を育成します。

実践目標1

コミュニティワークの機能を担う社協職員などと、個別の相談支援機能を担う
専門職などが連携し、個別支援から地域支援までを一体的に実践します。実践目標2

避難所から地域生活再建に至る中長期的視点で支援を展開することを理解し
た上で、避難所における福祉ニーズへの対応が重要であることを認識し、避難
所支援のあり方を平時から協議し連携体制を構築します。

実践目標3
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る支援者を調整する機能や、コミュニティソー
シャルワークの視点をもった人材育成の必要性に
ついて、行政の地域福祉計画や地域防災計画など
の長期計画に反映させるよう働きかける。

●  避難所に出向き、医療専門職や福祉の専門的なＮ
ＰＯ等と、避難している住民が住む地域の地域性
や住民層のキーマンなどの情報を共有し災害ボラ
ンティアセンターとの橋渡しを行えるよう、研修
等を実施し理解を促進する。

●  県域のプラットフォームなどを活用し、避難所に
おけるコミュニティソーシャルワークの視点の重
要性について関係団体との共通認識を図る。

【行政】
● 避難所を統括する担当部局に、社協やコミュニ
ティソーシャルワーカー等の機能や取組を理解し
てもらい、発災時に在宅被災者や避難所の状況が
共有できる仕組みを検討する。

●  住民が孤立したり分断されたりしないよう、コ
ミュニティソーシャルワークの視点をもった人材
育成の必要性について地域福祉計画や防災マニュ
アル等の長期計画に反映させる。

●  避難所支援においてコミュニティソーシャルワー
クの視点をもった人材の関わりや支援が求められ

ることについて理解し、社協や他機関が実施する
活動について支援を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  行政や社協が行う避難所支援における、コミュニ
ティソーシャルワークの視点を持った人材育成に
ついて、企画内容や研修への参加協力などＮＰＯ
等へ働きかける。

【直接的な支援を行う組織】
●  住民の主体性を大切にし、「住民と共に考えなが
ら住民の思いを形にしていく」プロセスが重要で
あることを理解し、行政や社協が行う人材育成等
の研修に参加する。

●  県域や市町村域のプラットフォームの場へ参加
し、関係機関との連携構築を図る。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 受援力について災害研修会や住民座談会でテーマ
や話題に取り入れるなど、普段の地域福祉活動に
おいて住民に対し周知啓発を展開する。

● 多様な支援団体や他社協の応援職員等による意思
決定を含めた協働体制と、作業系ニーズに偏らな
い支援体制について行政と協議し、災害支援マ
ニュアルや事業継続計画（ＢＣＰ）に明記する。

●  災害時の住民ニーズを幅広く支援できるよう、多
様な力をもつ関係機関と協定を締結する。
● 災害ボランティアセンター運営や被災者支援を行
なえるよう情報共有の場を設け、顔の見える関係
構築を図る。
● 住民一人ひとりの生活課題を解決するため、コー
ディネーターの育成や自組織内の中間管理職員の
マネジメント力向上を図る。

【都道府県社協】
●  住民同士が支え合う意識を高めるような研修など
を市町村社協と協働企画及び実施する。
●  作業系の災害ボランティアコーディネートについ
ては、外部団体の協力を積極的に得て福祉的支援
に市町村社協が主体的に取り組めるよう体制構築
を支援する。
● 社協における被災者支援を災害時の福祉的支援と
捉え、その取組を行政・市町村社協・ＮＰＯ等へ
浸透させていく。

● 多様な支援団体や関係機関と連携して災害ボラン
ティアセンター運営や被災者支援を行えるよう情
報共有の場を設け、顔の見える関係構築を図る。
●  関係構築された他機関・組織の応援者に災害ボラ
ンティアセンター運営を託せるマニュアル等を県
行政とともに作成する。
●  災害時の連携・協働について関係機関と協定を締
結し、実効性のあるものとなるよう随時見直しを
行う。
● 住民一人ひとりの生活課題を軽減・支援するた
め、コーディネーターの育成やマネジメント力向
上を図る職員研修を行う。

【行政】
● 受援力を高めるために、市町村広報などを使い
住民に対し受援力の基本的理解を促す周知啓発
を行う。
● 協働型災害ボランティアセンターの設置も見据
え社協外の団体も参画しやすい会議体の構築を
行う。
● 災害時の連携・協働について関係機関と協定を
締結し実効性のあるものとなるよう随時見直し
を行う。
●  泥かき・瓦礫撤去など
作業系ニーズに偏らな
い、さまざまな生活課
題への支援を行うこと
を、地域防災計画や災

6 災害ボランティアコーディネート
被災者一人ひとりの生活課題は多岐にわたります。ボランティアコーディネートを担う機
関は、多様な支援ができるボランティアの強みを活かし、包括的な支援を実現するコー
ディネート力を高めることが大切です。

被災者支援を幅広く捉えるよう、災害時における福祉的支援のあり方を明確にするととも
に、広域で支援する体制整備を図ります。

提言

指針

被災による生活全般の課題解決を、多様な関係機関と協働したボランティア
コーディネートにより支援します。実践目標1
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る支援者を調整する機能や、コミュニティソー
シャルワークの視点をもった人材育成の必要性に
ついて、行政の地域福祉計画や地域防災計画など
の長期計画に反映させるよう働きかける。

●  避難所に出向き、医療専門職や福祉の専門的なＮ
ＰＯ等と、避難している住民が住む地域の地域性
や住民層のキーマンなどの情報を共有し災害ボラ
ンティアセンターとの橋渡しを行えるよう、研修
等を実施し理解を促進する。

●  県域のプラットフォームなどを活用し、避難所に
おけるコミュニティソーシャルワークの視点の重
要性について関係団体との共通認識を図る。

【行政】
● 避難所を統括する担当部局に、社協やコミュニ
ティソーシャルワーカー等の機能や取組を理解し
てもらい、発災時に在宅被災者や避難所の状況が
共有できる仕組みを検討する。

●  住民が孤立したり分断されたりしないよう、コ
ミュニティソーシャルワークの視点をもった人材
育成の必要性について地域福祉計画や防災マニュ
アル等の長期計画に反映させる。

●  避難所支援においてコミュニティソーシャルワー
クの視点をもった人材の関わりや支援が求められ

ることについて理解し、社協や他機関が実施する
活動について支援を行う。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
●  行政や社協が行う避難所支援における、コミュニ
ティソーシャルワークの視点を持った人材育成に
ついて、企画内容や研修への参加協力などＮＰＯ
等へ働きかける。

【直接的な支援を行う組織】
●  住民の主体性を大切にし、「住民と共に考えなが
ら住民の思いを形にしていく」プロセスが重要で
あることを理解し、行政や社協が行う人材育成等
の研修に参加する。

●  県域や市町村域のプラットフォームの場へ参加
し、関係機関との連携構築を図る。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 受援力について災害研修会や住民座談会でテーマ
や話題に取り入れるなど、普段の地域福祉活動に
おいて住民に対し周知啓発を展開する。

● 多様な支援団体や他社協の応援職員等による意思
決定を含めた協働体制と、作業系ニーズに偏らな
い支援体制について行政と協議し、災害支援マ
ニュアルや事業継続計画（ＢＣＰ）に明記する。

●  災害時の住民ニーズを幅広く支援できるよう、多
様な力をもつ関係機関と協定を締結する。
● 災害ボランティアセンター運営や被災者支援を行
なえるよう情報共有の場を設け、顔の見える関係
構築を図る。
● 住民一人ひとりの生活課題を解決するため、コー
ディネーターの育成や自組織内の中間管理職員の
マネジメント力向上を図る。

【都道府県社協】
●  住民同士が支え合う意識を高めるような研修など
を市町村社協と協働企画及び実施する。
●  作業系の災害ボランティアコーディネートについ
ては、外部団体の協力を積極的に得て福祉的支援
に市町村社協が主体的に取り組めるよう体制構築
を支援する。
● 社協における被災者支援を災害時の福祉的支援と
捉え、その取組を行政・市町村社協・ＮＰＯ等へ
浸透させていく。

● 多様な支援団体や関係機関と連携して災害ボラン
ティアセンター運営や被災者支援を行えるよう情
報共有の場を設け、顔の見える関係構築を図る。
●  関係構築された他機関・組織の応援者に災害ボラ
ンティアセンター運営を託せるマニュアル等を県
行政とともに作成する。
●  災害時の連携・協働について関係機関と協定を締
結し、実効性のあるものとなるよう随時見直しを
行う。
● 住民一人ひとりの生活課題を軽減・支援するた
め、コーディネーターの育成やマネジメント力向
上を図る職員研修を行う。

【行政】
● 受援力を高めるために、市町村広報などを使い
住民に対し受援力の基本的理解を促す周知啓発
を行う。
● 協働型災害ボランティアセンターの設置も見据
え社協外の団体も参画しやすい会議体の構築を
行う。
● 災害時の連携・協働について関係機関と協定を
締結し実効性のあるものとなるよう随時見直し
を行う。
●  泥かき・瓦礫撤去など
作業系ニーズに偏らな
い、さまざまな生活課
題への支援を行うこと
を、地域防災計画や災

6 災害ボランティアコーディネート
被災者一人ひとりの生活課題は多岐にわたります。ボランティアコーディネートを担う機
関は、多様な支援ができるボランティアの強みを活かし、包括的な支援を実現するコー
ディネート力を高めることが大切です。

被災者支援を幅広く捉えるよう、災害時における福祉的支援のあり方を明確にするととも
に、広域で支援する体制整備を図ります。

提言

指針

被災による生活全般の課題解決を、多様な関係機関と協働したボランティア
コーディネートにより支援します。実践目標1
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害ボランティアセンター運営を担う社協等の組織
と協定などで明文化する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 災害ボランティアセンターの体制構築や人的配置
などを社協とともに協議し、様々なスキルをもつ
ＮＰＯ等との連携強化を図る。
● 社協が作成する災害ボランティアセンター運営方針
やマニュアルを踏まえ、ＮＰＯ等の直接的な支援を
担う組織を対象に被災者支援研修などを実施する。

【直接的な支援を行う組織】
● 常時円滑に連携できるよう、自組織のスキル、特
性などを社協、行政、関係機関に対し共有や周知
を図る。
● 各組織の経験のある職員だけでなく、次世代の育
成を見据えて若い職員や未経験職員を積極的に災
害支援現場に派遣する。また社協や関係機関が行
う研修等に参加し、スキルアップを図る。

関係機関の必要な取組

【市町村社協】
● 住民向け研修会でこれまでの災害事例を取り上げ
るなど、住民の受援力を高める働きかけを行う。
● 災害時は災害ボランティアセンターを通した被災
者支援を行うとともに、地域におけるコミュニ
ティ形成支援も行えるように、災害支援マニュア
ルや事業継続計画（ＢＣＰ）等に明記する。

【都道府県社協】
●  市町村社協が地域支援を意識した災害ボランティ
アセンター運営を行えるよう、災害時に被災社協
が行う業務をマニュアルや事業継続計画（ＢＣ
Ｐ）に明記する。

【行政】
●  企業・関係機関等が一堂に集う災害支援者会議等
を平時から定期的に開催するなど、顔の見える関
係を構築し、発災直後から被災地域全体への支援
を展開できるよう、避難所支援や災害ボランティ
アセンター運営を含めた各支援拠点として「災害

福祉支援センター（仮称）」等の設置について検
討する。

【ＮＰＯ等の支援を担う中間支援組織】
● 災害ボランティアセンターの終息後を視野に入れ
た長期的な支援展開の意識をもち、地域の主体性
を尊重した支援ネットワークの構築を担う。

【直接的な支援を行う組織】
● 活動終了や撤退を見据えた支援活動について、平
時から認識を深める。

◆本稿における福祉的支援とは
災害後においても住み慣れたまちで安心して生活を送るためには、泥かきや瓦礫撤去などの支援だけではな
く、生活全般を支えるさまざまな支援を行うことが求められます。これら地域に暮らす人びとへの支援は、
災害後に本来社協が関係機関やボランティア等と連携して行うべき支援であり、本稿では「福祉的支援」と
位置付けています。

復旧から復興までの長期的な視点を踏まえた切れ目のない生活支援を目指
します。実践目標2
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͚චགྷ͍͗Ζͳ͓ߡͱ͕ΕΉͤɽ

˖າཔϟριʖζ

ɻΉͥɼ͞ΗΉͲસࠅև༹͖Δଡ͵Ζ͟ࢩԋ

ͳ͟ྙڢΝ͏ͪ͞ͳͶ͕ླਅ͢͝ΉͤɽͶ

͍Ε͗ͳ͑͟͡͏Ήͤɽ

ɻ֒ࡄͺೖຌસࠅʹ͞ஏҮͲً͞Ε͑Ζ

ͲͤɽఈΝఈ಼ͶͲ͘ΖΓ͑͵֒ࡄଲԢ

;ΝָݩܨڊͲɼգࣆ͑ߨरճ͵ʹΝݜ࿇Ώ܉

͵͗Δͪ͵֒ࡄͶඍ͓ͱ͏͚චགྷ͍͗Ζͳ͏ࢧ

Ήͤɽ

ɻஏҮͰ͚Εͺे͗कରͲ͍Εɼेಊͫ͜

Ͳͺೋ͢͏͞ͳͶɼࢩԋं͗ૺͤΖචགྷ͍͗Ζ

ͳͣ״ͱ͏ΉͤɽࢩԋंୌΏ՟ୌΝ์͓ࠒΊ

͗ͬͲͤ͗ɼҲਕͣΎ͍ΕΉͦΞɽԢԋ͢ͱ͚Η

ΖؔΏ৮ରɼώρέΠρϕରΝͳͮͱ͚

ΗΖݟΏڢऀݟ͵ʹؖؖؽܐ͍ΕΉͤɽࢩԋ

ंͳ͢ͱ͞ΗΔؖؖؽܐͳͯ͵͗Ζ͞ͳ͗ɼਟ

ଐͲ༙ް͵අࢩंࡄԋͶͯ͵͗Ζͳ͏ࢧΉ

ͤɽ

ཀྵௌɻཀྵௌஏҮใׇࢩԋιϱνʖɻ
ᑏɻඛɻ͠Ξɻ

　　
「感謝と連携」
Ⅴ．インタビュー「私の10年と未来へのメッセージ」
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͏ࢧɼ͖ͮͪͮ͘͜ࢺಊͶ˖

ɻਔࡄ͖࣎ΔӨஏҮใׇࢩԋιϱνʖ৮

ҽͲ͍ΕɼਔࡄޛͺඈೋॶӣӨΏෳࢳඈೋॶ

ඈೋࢩԋΝஏҮίΠϜϋζϡʖ͠Ξͪͬͳ

ҲॻͶͮߨͱ͕ΕΉͪ͢ɽͨླྀΗͲՀઅेΏ

ޮӨेࢩԋͳ͢ͱɼࠕඅࢩंࡄԋͶܠΚͮ

ͱ͏Ήͤɽ

ɻༀ৮ҽͲ͍ΖͪΌɼेͪΌͶಉ͚͞ͳͺ

ષͲͤ͗ɼਔࡄͲஏҮίΠϜϋζϡʖ͗ۂແ

Ͷ͚͵ΕɼঋघͶͨίΠϜϋζϡʖͶͣ

͵͏Γ͑ɼΓΕྒྷ͏ஏҮͶͤΖͪΌɼஏҮेͶ

ͱ͏͚ΞͫͳͮߨΝڷԋɼࢩंྺ߶Εశͮͪر

ͲखΕૌΞͲ͕ΕΉͤɽ͏ࢧ͑͏

͘ΏՎɼ՟ୌـΔ͖ݩܨ˖

ɻਔࡄॵɼસ֦ࠅஏ͖ΔϚϧϱτΡΠΏࢩԋͶ

͚ͪ͠Ξ๏Ͷཔͱ͏ͪͫ͘Ήͪ͢ɽร͍Ε͗

͖ͪͮͪͲͤ͗ɼͶͺଲԢͲ͘͵͏͖Δࢩԋ

Ν͕͢͏بͱ͏ΖͶɼࢩԋͶཔͱʰ˕˕͢ͱԾ

͠͏ɽɦ ͺɼٱͶ௧͏٩ΌΔΗΖͫ͜Ͳͪ͢ɽh ˕

˕͵ΔͲ͘Ήͤɽɦ ͳ͏͑ࢩԋΏɼʹ͞ͶབΌͻ

ʱͺڛͱΔ͓Ζͳ͏͑Γ͑͵ʰๅ͢ྙڢ

ร͍Ε͖͗ͪͮͪͲͤɽޛࠕɼࣙ͗ࢩԋͤΖཱི

Ͷ͵ͮͪ࣎Ͷ͖͢ͱ͏ͪ͘ߨͳ͏ࢧΉͤɽ

ɻգڊ֒ࡄଲԢݩܨͺࣰ֮Ͷட͠Ηͱ͕

Εɼ౨ೖຌਔࡄҐ߳ɼۛ࠹ͺՀઅेͶ࠹ॵ͖

ΔघͤΕΏηϫʖϕ͗͏ͱ͕Εɼ�॑γρεͶ

͵ͮͱ͏Ζ͵ʹգڊ͖͗͠ݩܨΗͱ͏Ζͳ

Ήͤɽ͏ࢧ

ɻඅंࡄ๏ͺઅ͠ΗͪඈೋॶͶඈೋ͢ɼඈೋ

ॶॄ༁͍͗ΕɼՀઅेͶڋɼՀઅेॄ

༁͍͗Εɼޮ֒ࡄӨेΏݒ࠸ɼࠕͲͺޮ֒ࡄ

ӨेҲൢޮӨेԿͳ͏ͮͪΓ͑ͶेڋΏ

ԋࢩรԿΝ༪ٓ͵͚͠Ηͱ͘Ήͪ͢ɽڧ

ʓʓͲͺɼౕͨɼαϝϣωτΡߑ࠸Ν

Ε܃ԋͺஏҮͰ͚Εࢩंࡄචགྷ͍͗Εɼඅ͑ߨ

ศ͢Ͳ͍ͮͪΓ͑Ͷͣ״ͱ͏Ήͤɽ

ɻ՟ୌͳ͢ͱͺɼݳয়Ͷ͕͏ͱɼඅࡄӪڻͶ

ΓΕਫ਼՟ୌΝ์͓ͱ͏Ζ๏͕͗ΕΉͤͲɼӀ

͘କ͘ஏҮࢩԋͳݺพࢩԋΝΚͦͱܩକ͢ͱ͏

͚චགྷ͍͗Ζͳ͓ߡͱ͕ΕΉͤɽ

˖າཔϟριʖζ

ɻΉͥɼ͞ΗΉͲસࠅև༹͖Δଡ͵Ζ͟ࢩԋ

ͳ͟ྙڢΝ͏ͪ͞ͳͶ͕ླਅ͢͝ΉͤɽͶ

͍Ε͗ͳ͑͟͡͏Ήͤɽ

ɻ֒ࡄͺೖຌસࠅʹ͞ஏҮͲً͞Ε͑Ζ

ͲͤɽఈΝఈ಼ͶͲ͘ΖΓ͑͵֒ࡄଲԢ

;ΝָݩܨڊͲɼգࣆ͑ߨरճ͵ʹΝݜ࿇Ώ܉

͵͗Δͪ͵֒ࡄͶඍ͓ͱ͏͚චགྷ͍͗Ζͳ͏ࢧ

Ήͤɽ

ɻஏҮͰ͚Εͺे͗कରͲ͍Εɼेಊͫ͜

Ͳͺೋ͢͏͞ͳͶɼࢩԋं͗ૺͤΖචགྷ͍͗Ζ

ͳͣ״ͱ͏ΉͤɽࢩԋंୌΏ՟ୌΝ์͓ࠒΊ

͗ͬͲͤ͗ɼҲਕͣΎ͍ΕΉͦΞɽԢԋ͢ͱ͚Η

ΖؔΏ৮ରɼώρέΠρϕରΝͳͮͱ͚

ΗΖݟΏڢऀݟ͵ʹؖؖؽܐ͍ΕΉͤɽࢩԋ

ंͳ͢ͱ͞ΗΔؖؖؽܐͳͯ͵͗Ζ͞ͳ͗ɼਟ

ଐͲ༙ް͵අࢩंࡄԋͶͯ͵͗Ζͳ͏ࢧΉ

ͤɽ

ཀྵௌɻཀྵௌஏҮใׇࢩԋιϱνʖɻ
ᑏɻඛɻ͠Ξɻ

　　
「感謝と連携」
Ⅴ．インタビュー「私の10年と未来へのメッセージ」
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٠ճɻڢࢳճෳऀࢤઍবـɻࢤઍবـ
ྵɻඔنɻ͠Ξ

「希望そして伝承」

͏ࢧɼ͖ͮͪͮ͘͜ࢺಊͶ˖

ɻࢴͺਔࡄ͖Δـઍবऀࢤճෳ٠ڢࢳճ৮ҽ

ͳ͢ͱϚϧϱτΡΠ୴Ν͢ͱ͏Ήͪ͢ɽ౨ೖ

ຌਔࡄͲͺڢऀࢤຌॶඅ͢ࡄɼຈʹસͱ͗ླྀ

ࣨ͢Ήͪ͢ɽ͍ΉΕͶ߁ҮͲշ໕దͲ͍Εɼͺ

ͪ͢ͱ֒ࡄϚϧιϱཱི͗ͬ͝ΔΗΖয়ڱ͵͖

ི͗͵͏ࢧͲͪ͢ɽͨΞ͵ɼ֒ࡄϚϧιϱӣ

ӨΝԢԋͪ͢͏ͳਅ͢ड़͍ͮͪ1*2ରࡄ

ͳΝͤΖͲɼྙΝईΕ͵͗Δɼंݩܨԋࢩ֒

ड़པΖ͖ɼΏΔ͵͘Ύͳ͏͑ͬ࣍ـรԿ͍͗

ΕΉͪ͢ɽ

Ͱ͘ΏՎɼ՟ୌـΔ͖ݩܨ˖

ɻਔࡄͺɼًͪ͗֒͘ࡄΔ֒ࡄϚϧιϱઅ

͖͢ಆͶ͵͚ɼh ඈೋॶʱh Հઅेʱh Өޮ֒ࡄ

ेʱh ͪ͵αϝϣωτΡࢩԋʱ͵ʹɼऀ͗ڢ

୴͑ͨͶ͍ΖҲ࿊අࢩंࡄԋΏஏҮෳࢳ

ಊఴϟʖζ͗ࣙࢴਐસ͚͍ΕΉͦΞͲ͢

ͪɽ

ɻͨΞ͵ɼ͘͵֒ࡄΝͪ͢ݩܨԢԋऀڢ

৮ҽΏ132ʀ1*2ର͗ɼঙ͢Νࣖ͢ͱ͚Ηɼ

ͺɼ͘ࣆͶࣦᄘܻྯ͢ͱ͚ΗͪڢऀݫͶͺஏ࣎

͵γϛʖφͲͪ͢ɽ

ӿͪ͢ऀݡΝغڷʀڈͻ͖ΕͲ͵͚ɼ࣎ٺە

͖Δཀྵմʀࣟ͢ͱ͏Ηͻɼࣙࡄಊ͘Νਔڢ

ͥͳ֒ࡄϚϧιϱӣӨΏऀڢༀ͓ׄ͗ݡͱ͏

ͪͫͳ͏ࢧΉͤɽɻ

ɻՎͳ͢ͱ֒ࡄϚϧιϱӣӨͶΓΕɼਔࡄͺ

ં఼ঙ͵͖ͮͪेΏ༹ʓ͵132ରͳ͗ܪ

ΕɼͨΗ͗අࢩंࡄԋ୴৮ҽಊͶӀ͗͘ܩ

ΗɼऀڢஏҮෳࢳಊΏ͏͓ࢩஏҮͰ͚Ε

Ͷ݃;ͯ͏ͱ͏Ζ͗͢ـΉͤɽ

ɻޮ֒ࡄӨेΏଡ͚අंࡄΝण͜ΗͪஏҮ

Ͷ͕͏ͱͺɼेࣙकద͵αϝϣωτΡͰ͚Ε

ಊ͍͗ͮͪ͘͞ͳ͘͵ࢊࡔͳ͏ࢧΉͤɽ

ɻඅंࡄཱིࣙͳஏҮෳಊΝͤͤΌΖͲɼʹ

͞ΉͲࢩԋΝͪ͢Δ͏͏͖ɼͨΗͩΗ͗ۂແ

Ͳᷦ౽͍͗ͮͪ͗͢ـΉͤ͢ɼͨΗͺɼऀۂڢ

ແͲޛࠕକ͏ͱ͏͚͞ͳͳ͏ࢧΉͤɽ

˖າཔϟριʖζ

ɻਔࡄͺɼ݀͢ͱΗͱͺ͵Δ͵͏͞ͳͲͤɽ

ਔࡄޛͺ͘͵අ֒Ͷ๏ͶΗΉͪ͗͢ɼࢴ

ͪͬঘ͠͵ྙͳଡ͚๏ʓྙ͗ॄΉΕɼ͞͞

ΉͲཔΉͪ͢ɽ

ͪ͢͞ݩܨͳɼͨ͢ͱҲਕͽͳΕ͗ͯ࣍͞Νس

ͳΝາཔͶͯ͵͏Ͳ͏͚͞ͳɽͨΗΝ͞Η͖Δ

Ήͤɽ͏ࢧକ͢ͱ͏ͪ͘͏ͳܩ
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「あの日がなければ」
ஏेɻࡄௌɻඅݫࢃ
٢ஏɻ྆ڭɻ͠Ξɻ

˖ϱνϑϣʖΝणͪ͜ܨҤ

ɻࠕյ͞ಊͶ͖ͮͪͮ͘͜ࢺͺऀճෳ٠ڢࢳ

ճ๏͖ΔΝ௪͢ͱ͕͢Ν͓͵͏͖ͳ࿊ཙ

͍͗ΕಊͶࢂՅͤΖ͞ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽ࢟Όͺ

ঙͪ͢ΌΔ͏Ήͪ͗ࣙ͢ݩܨΏ͞Γ͑͵

ಊ͗ىͶΕ୯͖ͪΌͶ͵Ζ͵Δͳࢂ͏ࢧՅ

ͦ͠ͱ͏͚ͪͫ͞ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽ

͘ΏՎɼ՟ୌـΔ͖ݩܨ˖

ɻָ࣎ �೧ਫ਼ͫͮͪࢴͺ౨ೖຌਔࡄͲ

͵༓ਕΝࣨ͏Ήͪ͢ɽ͚ͤ͟ਐۛͶ͏ͱɼΉ͠

͖͏͵͚͵Ζ͵ΞͱࢧΚ͵͖ͮͪ༓ਕΝࣨ͏ɼͳ

ͱݶཁͲͺ͏ݶනͤ͞ͳͲ͘͵͏͚Δ͏͏

Ν͢Ήͪ͢ɽͬΘΞࣨͮͪͺ༓ਕͫ͜͏ࢧ

Ͳ͵͚ஏݫΏՊɼࠕΉͲૻͮͱ͏ͪೖΝࣨ͑͞

ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽਔࡄޛɼָߏͲඈೋਫ਼Ν

ૻͮͱ͏Ήͪ͗͢ਜ਼͵ͳ͞Θɼʹ͚Δ͏غ

ؔඈೋਫ਼Ν͢ͱ͏͖ͪͺͮ͘Εͳְ͓ͱ͏Ή

ͦΞɽ࣎ɼࣙ͗௪ͮͱ͏ָͪ͗ߏඈೋॶͶ

͵ͮͱ͕ΕɼஏҮ๏ʓඈೋ͢ͱ͏Ήͪ͢ɽͨ

ͪΌɼඈೋॶͶ͏ͪՁਕ͖ಋڅਫ਼ͳφϪ

ΝླྀͤͪΌਭΝϕʖϩͶૌΊͶͪͮߨΕɼࡾજ

͏ΝघఽͮͪΕɼৱྋΝΔ͏ͶͪͮߨΕɼͨ

͵ΉͤɽͨΞ͏ࢧͳͪͮͫࢰΝਫ਼͘Ζ͞ͳͶච࣎

ਫ਼Ν͢ͱ͏͚Ͳ̏ͯـ͏ͪ͞ͳ͍͗ΕΉ͢

ͪɽҲॻͶඈೋ͢ͱ͏ͪ༓ਕͪͬ͠Ͳͤɽ

ౕʓ༪ਔ͗କ͘҈͗ভ͓͵͏ɼͨ࣎ҲॻͶ

ඈೋ͢ͱ͏ͪಋڅਫ਼͗͏͖ͪΔͨ͞ঙͬ࣍͢ـద

ͶֺͶ͵ͮͱ͏ͪ෨͍͖ͮͪͳ͏ࢧΉͤɽ

୯͖ͳ͢ྙڢͱՁ͖ΝͤΖɽඈೋਫ਼Ν͢ͱ͏͚

ͲқࣟͤΖΚ͜Ͳ͵͚͚ࣙ͟ષͶ͢ͱ͏ͪ͞

ͳͲͤɽͪΕΓ͑Ͷ͓ࢧΖ͖͢ΗΉͦ

Ξ͗ɼͨΗ͗͢Θ͑͞͏͖͑ͫ࣎Δͨ͞ɼඈೋ

ਫ਼ͤΖ͓͑Ͳ͚ͤ͟͵͞ͳͫͳޛʓـ͘

Ήͪ͢ɽ

˖າཔϟριʖζ

ɻਔ͖ࡄΔ �� ೧͗ܨͳ͑ͳ͢ͱ͏ΖࡑݳɼรΚ

Δͥ͑ࢧͺʰ͍ೖ͗͵͜ΗͻʱͳՁౕ͏ࢧ

Ήͤɽ͏͚Δ܉࿇Ν͢ͱɼ͏ ͚ΔଲࡨΝ͢ͱɼ

ʹΗ͖ͫ͜Εྒྷ͏ਕͲɼࣰࡏͶࣙ͗ͨ

ཱིͶ͵Δ͵͏ͳͬ࣍͞ـͺઊଲͶΚ͖Δ͵

͏Ͳͤ͢ɼʹΞ͵͏ࢧΝ͖ͪ͢ᘵͶͺఽΚΕΉ

ͦΞɽh ࣙͳ͞ΘͺͲ͍Θ͑ʱͳ͑ࢧ

ਕͲ͏ͯʹΞ͵͞ͳً͗͞Ζ͖Κ͖ΕΉͦΞɽ

͵Ͳɼ͢͞ΗΝݡͱ͚ΗΖਕ͗͏ΖͲ͍Η

ͻ �ͬ࣍͞ـΝΚ͖ͮͱΆ͢͏ �ͳͺ͏ݶΉͦ

ΞɽͪͫɼՊଔΏɼ༓ਕɼ࿂ਕ͵ʹਐۛͶ͏Ζਕ

ͪͬͳգͤ͟Ͳ͍Θ͑ͨ࣎ɼͨ࣎Νͪͫͪͫ

ࣆͶ͢ͱΆ͢͏ͳৼ͖Δ͏ࢧ͚کΉͤɽ
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「望郷」
Ցݬௌɻඅࡄஏेɻ
ঘ้ɻෆऴɻ͠Ξ

͏ࢧɼ͖ͮͪͮ͘͜ࢺಊͶ˖

ɻࢴͺ࿚ߒௌ͖Δٸݟઍୈඈೋ͢ͱ͏Ζਕୣ

ॄ͏ͳ͢ͱɼࠕΉͲ౨ݏஏҮͰ͚Εαϱλʖ

εΠϞͳৼίΠର͠ΞͶ͏ͫͪ͏ྙڢޜ

ͱɼࣆߨ͵ʹͶࢂՅ͢ͱಊ͢ͱ͕ΕΉͤɽ

͘ΏՎɼ՟ୌـΔ͖ݩܨ˖

ɻݬބࣆͺʰਕࡄʱͳݶΚΗͱɼࢴʹඈೋ

ॶΝ̏̎Ձϴॶඈೋ͢ͱิ͘Ήͪ͗͢ɼݬބࣆ

ͺॵΌͱݩܨͲۊͳ͖ड़ͳͺસષҩͮ

ͱɼ͏ࠇਫ਼Ͳͪ͢ɽ

ɻඈೋ͢ͱ͏Ζॶ͗৯ʓ͵ॶͲͪ͗͢ɼ൚ؔ

ͳ͖ɼξϱϚʖϩΝී͏ͱ৺ͪΕͳ͖ɼՊଔ̖ਕ

͏ͪͲ̖ͤ͗ਕͲҢಊͪ͢ΞͲͤ͜ʹɼͨ

วඈೋਫ਼ͳ͏͑ͺรͲɼͫ͏ۦ࿓͢Ή

ͪ͢ɽ

˖າཔϟριʖζ

ɻࢴʹௌௗ͗ಆͶ͵ͮͱ $'5ʤࡍจ

૬մ݀घକʥΝͪ͢Ͳͤ͗ɼ౨ښుྙ͠Ξ๏

ͲʰͬΒͮͳɼմͳ͏͑ܙͲͤʱͳ͏͑͞ͳͲ

͗པͪͲͤ͗ɼh մͲͺͶ͵Δ͵͏ʱͳ

͏͑͞ͳͲͶͺʰඇ༽ֽ͖͗Ε͙ͤͱɼͮͱ

͚Ζ͗ঙ͵͚͵ͮͪɽ݃ۃచΌΖ͖͢͵͏ʱͳ

͏͑͞ͳͲͤɽ

ɻͬͪࢴͺࠕͺ೧ۜਫ਼͵Ͳͤ͗ɼسͳ͢Ή

͢ͱͺʰݫॶͶؾΗΖ͚Δ͏તྖͶ͢ͱ

͖͵͏ͳʱ࿚ߒௌͺ͘͏ౖஏͲ͖ͤΔɼࢴʹ

ͳ͢ͱͺݫͶ͢ͱ͏ͱɼؾΗΖয়ସͶ͢ͱ

ͪ͘͏ͳ͏͑͗ɼາཔϟριʖζͲͤɽ

ʰ౨ೖຌਔࢩࡄԋͶ͕͜Ζ̏̎೧ৄݗͳݶʱʛޛࠕوໝ֒ࡄͶ͜ͱࠕɼखΕૌ͞ͳʛ38



੶ࢤתɻ132๑ਕҢಊࢩԋ5HUDɻ
ଞౣɻࢢ߄ɻ͠Ξɻ

͏ࢧɼ͖ͮͪͮ͘͜ࢺಊͶ˖

ɻਔࡄ࣎ͺએཁͲ͏ࣄډࣆΝ͢ͱ͏Ήͪ͢ɽ

ɻએཁ͚༵ͤ͟ΗͪΞͲͤɽ͑ຌͶʰՁ

͖ͳΞͲ͵͏͞ͳً͗ͮͪ͞ʱͳ͏͑͞ͳͲৼ

͗͡Κͯ͏ͪىԳ͍͗ΕΉͤɽ

ɻೖຌਕ͗ࣙड़པΖ͞ͳΝՁͳ͖͢͵͚

ͱͺɼՁͳ͖ͪ͢͏ͳͣ״ͱ͏ͪͳ͏ࢧΉͤɽ

ɻࢴͪΉͪΉ �݆͏ͮͼ͏Ͳ͗ࣆशΚΖ༩

ఈͶ͵ͮͱ͏ͪͲɼϓΧʖέϨϓφΏεϥϗϩ

ͳ͖ͺॐͲ͘Ζ͢ɼͽΒͮͳͪ͢Δడͫ͢ͳ͖ɼ

͗Η͘భڊͳ͖Ձ͖͕घఽ͏ड़པΖ͞ͳ͍͗ΖΞ

ͣΎ͵͏͖ͳ͏͑͞ͳͲɼͥͺඅࡄஏͮߨͱ

ΊΓ͑ͳͮࢧͱॵΌͱඅࡄஏଏΝಁΊΗΉ͢

ͪɽ

ɻࢴड़ਐஏͲ͍Ζքಕର͗අࡄஏͲࢩԋ

Յͦ͠ͱΔ͏Ήͪ͢ɽࢂಊΝ͢ͱ͏Ζͳซ͘ɼ

ࢴಊͲɼԋࢩͺడड़͢͵ʹͲͺ͵͚Ңಊࡏࣰ

Ͳ͘Ζ͕घఽ͏ͺࢂՅ͢ͱ͚ΗΖϚϧϱτΡΠ

Ӏ͘ܐ͙ܩΏๅ༙ڠ͵ʹͲɼͽͪͤΔକ͜

ͱ͏ͪΔ͏ͯؔͶ͖ �� ೧ͮܨͱɼ͵͖ͧ๑ਕ

େනΉͲ͢ͱ͏Ζɼͳ͏ְ͑״Ͳͤɽ

͘ΏՎɼ՟ୌـΔ͖ݩܨ˖

ɻಊΝ͢ͱΊͱɼॵΌͱࣙͲҢಊͳ͏͑՟

ୌ͍͗Ζ͞ͳͶͯ͗͘ـΉͪ͢ɽ

ͨΗΉͲͺඅࡄஏͶͺ৯ʓ͵՟ୌ͍͗Ζͳ͏͑ͳ

͞ΘͲɼৼίΠͫͮͪΕɼ͞ΚΗͪΝ

ͤͳ͖ɼͨ͑͏͑͞ͳͺ͓ߡΔΗͪͲͤ͗ɼ

ड़घஊ͗ໃ͚͵ͮͱ͢Ή͑ͨ͑͏͑අࡄͳ͏͑

༙͗ΖΞͫͳ͏͑͞ͳͶಊ͢ͱ͏ͱॵΌͱࢧ

ΕΉͪ͢ɽࢺ͏

ɻͤ͛शΚΖͯΕͫͮͪͲͤ͗ɼࣰࡏͶಊ

͢ͱΊΖͳɼ߶ྺंΏ্֒ं͵ʹɼͳͳҢಊ

ࠖೋ͵๏͖ͪͬΔགྷ͗ʹΞʹΞଁ͓କ͜ͱɼ

ΏΌΖ͞ͳ͗Ͳ͘͵͚͵ΕΉͪ͢ɽ

˖າཔϟριʖζ

ɻh ͳೖͺͯ͵͗ͮͱ͏ΖΞͫʱh֒ࡄ તӀ͘ͺ

ड़པ͵͏Ξͫʱͳ͏͑͞ͳɼͨΗͺ͚ࠞ͗ௗ͏

Ήͯ͗͘ـΝ͖͜ͱखΕૌΞͲ͏͚ୌͫͳؔ࣎

ͪ͢ɽ

ɻʹΞ͵֒ࡄͲච͓ͥݡͱ͏͵͏ɼ͗ซ͓͞

ͱ͏͵͏ࠖͮͱ͏Ζਕͳ͏͑͗චͥଚͤࡑΖ

Ξͫͳ͏͑͞ͳͶࢴͺͯ͗͘ـΉͪ͢ɽ

ɻͨ͑͏͑ͳͳ৯Ξ͵͞ͳͶࠖͮͱ͏Ζਕ

ୣ͗Ν͝Ζ͞ͳ͗Ͳ͘͵͏ਕͪͬͺ͗֒ࡄ

ًͮͪ͞ͳ͘ͶҲ൬ओ͏ཱིͶ͵ͮͱ͢Ή͑ɽҲ

൬͓ݡ͵͚͵ͮͱ͏͚๏ͪͬ͵ͲɼՁ͖͞

ً࣎ͪ͗֒͘ࡄͶɼ͓ݡͱ͏͵͏ɼซ͓͞ͱ͏

͵͏ࠖͮͱ͏Ζਕୣ͗චͥ͞Ͷ͏ΖΞͫɼͨ

͑͏͑͞ͳΝৼʹ͖͞ͶࢯΌͱ͕͏ͱɼͨ͑͏

͑ซ͓͞͵͏ͶࣘΝͤΉͤͳ͏͑͞ͳΝ͢ͱ͏

ͪͫͪ͘͏ͳ͏͑͞ͳ͗ɼາཔև͠ΞͶͪ͜

ϟριʖζͲͤɽ

「聞こえない声に耳をすます」
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「愛情の循環で未来をつむいでいきたい」
ઍୈࢤɻಝఈඉӨཤಊ๑ਕɻ6725,$
େනཀྵࣆɻࠦʓɻ҃ࢢɻ͠Ξɻ

ࡄਕਫ਼Ν͚͘ร͓ͪ౨ೖຌਔࢴ˖

ɻnѬ͗१ͤΖາཔ| ͳ͏͑ϑζϥϱΝܟ

͝ɼࡃܨదʀ༹ʓ͵ࠖೋΝ์͓Ζ͟Պఋͳࢢʹ

ͪͬૺΝଡ͚๏ʓͳڢಉ͢͵͗Δͮߨͱ͏

Ήͤɽ

ɻಊͶ͖ͮͪͮ͘͜ࢺͺʰ���� ೧ � ݆Ͷً͘

ͪ౨ೖຌਔࡄʱͲͪ͢ɽ

ɻࢴࣙͺ಼Ͳͪ͗͢ɼඅࡄΝ͢ඈೋॶਫ਼

Ν༪ٓ͵͚͠ΗΉͪ͢ɽ

ɻଡ͚ໍ͗ࣨ͑Ͳɼࣙͺ͵ͧਫ਼͖͠Ηͱ͏

ΖͫΘ͖͑ͳ͏͑ͬ࣍ـͳ͵Εɼຘೖྨ͗ࢯΉ

ΕΉͦΞͲͪ͢ɽ

ɻࣙࢴਐ͗͞ΗΉͲεϱήϩϜδʖͳ͢ͱਫ਼͘

ͰΔ͠Ώɼࣆͳࢢүͱೋ͢͠Νͣ״ͱ͘Ή͢

ͪɽ

ɻh ਫ਼ΉΗүͮͪڧɼͨ͢ͱ͞ਔࡄͶΓͮͱɼ

ͪͬາཔΏՆ͗ถ͡͠Ηͱ͢Ή͑͞ʹࢢ

ͳͺ͍ͮͱͺ͵Δ͵͏ʱͳ͏͑͗͏ࢧ༛͏ͱ͘Ή

ͪ͢ɽ

ɻͨޛɼh ࠖೋͶ͏Ζ͠ޜΞΏࢢʹͪ

ͬͳҲॻͶɼج;൷͢ΊڠͶ͢ͱิΊͪ͏ʱ

ͳ͏ً͑͗ͬ࣍͠͞ـΗɼ���� ೧Ͷ 6725,$ 

ΉΕΉͪ͢ɽ࢟ಊ͗

͘ΏՎɼ՟ୌـΔ͖ݩܨ˖

ɻh ͓ߡසࠖʱΝմ݀ͤΖͳ͏͑͞ͳΝʹࢢ

ΖͲɼ͞ΗΉͲࡃܨఴΝͶɼͨԈௗ

તͶ͍ΖָΏम৮ɼཱིࣙΝβʖϩͶͤΖͫ͜

ͲຌͶʰࢢʹසࠖʱ͗մ݀͠ΗΖ͖ɼࢢ

ʹͪͬͺͦ߀Ͷ͵ΖͫΘ͖͑ͳ͏͑ٛΝࢴ

ͪͬͺͬ࣍Ήͪ͢ɽ

ɻࢢʹͪͬΏ͠ޜΞҲਕͽͳΕͶرΕశ͑

ΝஇͬΖ͞ͳɼ͠Δ࠱ಊͶΓͮͱසࠖ࿊

ͶͺʰࢢʹͪͬҲਕͽͳΕ͗ࣙΔ͚͢ਫ਼͘Δ

Ηɼͦ߀Ͷ͵Ζ͞ͳʤͤ΄ͱࢢʹͪͬΤΥ

ϩϑʖϱήΝࣰͤݳΖʥɦ ͞ͳ͗͞ಊ࠹

शβʖϩͫͳـͰ͖͠ΗΉͪ͢ɽ

ɻࢢʹͪͬͶͺɼͪ ͚͠ΞѬͳɼਫ਼ΉΗͮ࣍

ͪՆ͗ଚͶ͠ضΗΖ༹ʓ͵ରݩؽճ͗

ಚΔΗΖڋॶΝɼͨ͢ͱ͠ޜΞͶͺ҈ৼ͢ͱ

૮ʀབΗΖڋॶΝӣӨ͢ͱ͏Ήͤɽࢢʹͪ

ͬͶؖΚΖਕ͗ͦ߀Ͳ͍Ζ͞ͳɼࢢʹਕ

ଜ॑͠ΗΖऀճͲ͍Ζ͞ͳ͗ͳͱͫͳߡ

ಊΝକ͜ͱ͏Ήͤɽ͓

˖າཔϟριʖζ

ɻਔ͖ࡄΔ��೧ɽਔࡄͲ౨ͺࣨ͑ଡ͖ͮ

ͪͲͤ͗ɼϨηνʖφͪ͢๏Ώͪ͵๏ʓͳิ

Ίକ͜ͱ͏Ήͤɽ

ɻ͞Η͖Δͪ͵າཔͶਫ਼͘Ζͺʰࢢʹ

ୣ ɽɦ

ɻ͞Η͖ΔາཔΝਕͫ͜Ͳ͓ߡΖͲͺ͵

͚ɼͬͪࢴਕ͗ࢢʹୣͶࣘΝܑ͜ɼਇ

͖͠Ώͦ߀ΝࢢʹͪͬͳڠͶޢΕ͏ɼͨ

͢ͱڠͶ͚ͯΕͫ͢ͱ͏͚͞ͳ͗ͳͱͫͳ

ͱ͏Ήͤɽͮࢧ

ɻ਼ॉ೧ޛɼͨ ࢢʹͪͬ͗ࣙՊଔΏஏҮɼ

ͨ͢ͱऀճͳʰѬ͗१ʱ͢ɼདྷડஊΓ

͑Ͷഀ͢ٶͱ͏͚͞ͳΝৼ͖Δ৶ͣͱɼ͞ಊ

Νକ͜ͱ͏ͪ͘͏ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ

Ⅵ.「被災地（者）支援指針」策定までの経過
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Ⅵ.「被災地（者）支援指針」策定までの経過
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ଡ ͚ਕਕਫ਼ΝҲรͦͪ͠౨ೖຌਔࡄɽඅࡄஏΏ
අंࡄͳ͏͑ݶཁ͗ը͗ࣆͶ͵ͮͱ�� ೧༪Ε͗ܨ

գ͢ɼਫ਼ڧรԿΝण͜Ηͱ͘ͶΔͤਕɼ͵ ͣ
Ό͵͏ಁΞͮͱਫ਼͘ͱ͏Ζਕɼݿಢ״͵ʹΝͣ״͵
͗Δ͵͖͵͖͘Ͷ͵Η͵͏ਕ͵ʹ͗ࠠ͢ࡑͱ͏ΖΓ͑
Ͷͣ״ΉͤɽஏҮ͚͚ΕͶ͕͏ͱɼਕݰ͗ঙ͓ͪ͑͢
Ͷ߶ୈͶॄҢͪ͢ஏҮɼీ ീΝۢժཀྵ͢ͱݒͱΔΗ
ͪϜϱεϥϱࣞܙेஏҮɼҢे͓͑Ͳಋ಼ͣࢤͳͺ͏
͓ɼชԿΏྼ࢛దഐ͗ܢҡ͵ΖڧͥΗ͗ࠞຌదͶ͍Ζ
ɼௌ಼ճӣӨͺे͗कରͲߨΚΗͱ͏͚͞ͳͶɼࢩԋͤ
Ζଈ͗ঙ͢ړΝखΕ͵͗ΔಊͤΖ͞ͳ͗ɼݳେे
ಊͶͺෝ୴Ͳ͖͢͵͚ɼߍࠕ͵͗ΔʰஏҮڠਫ਼ऀճߑ
 Ͷɦेͺ҈ΏຮΝูΔͦΖҲ๏Ͳͺ͵͏͖ͳ͓ߡ
Ήͤɽౕ͵ʹͺϩϝϋʖεϥϱΓ͑Ͷ͓ࢧɼஎͮͱ
͏ΖਕͺݡͶ͚ͫߨΘ͑͢ɼஎΔ͵͏ਕͺҲਫ਼֖எΔ͵͏Ή
ΉͲɼஎͮͱ͏ͱ͖ߨ͵͏ਕ͏Ζ͗ݳয়Ͳͤɽ់ ྐྵͲ
ͤΓɽͳɼ୯͖͗༢Κ͵͏ͳ͏͜͵͏ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ

 ਕϚϧϱτΡΠͳ͢ͱɼࠖݺҐ߳ɼΚ͚ͪ͢ͺࡄ ࢩंڃ
ԋ132ɼ౨ೖຌਔࢩࡄԋસࠅϋρφϭʖέɼ-3) 

Ҳҽͳ͢ͱɼٸݟΝඅࡄ� �Ͳ༁ݟ ೧ؔΔ͢͵͗Δ͞
�� ೧ؔɼඅ͠ࡄΗڧ͏͢ݭͲΔͤਕʓΝͪΕͶ
͢ɼ͞ য়ڱΝʰʹ͑Ͷ͖ͪ͢͏ ͳɦ͏͑͏ࢧΝڠͶͤΖेɼ
ɼऀۂة ɼ132ߨɼڢ ʙ1*2 ͳۂແͶॊ͢ࣆͱ͘
Ήͪ͢ɽਜ਼ɼਜ਼մΏϨλʖη͍͗Ζ͞ͳ͖͗ͮͱɼࣙ ଠ
ૌ৭಼Ͳ͗͢ΔΊͶ͢͢ਲ਼͝ΔΗ͵͖ͮͪ͞ͳଡ͚
͍ΕΉͤɽ
ɼऀޛࠕͶؖΚΔͦͱ͏ͪͫ͘ɼۂࡠৄݗյࠕ ɼߨɼڢ

ɼ132ۂة ͗ɼंࣆ์͓Ζ՟ୌΏૌ৭಼͗͢ΔΊΏ
ॐׄΕ՟ୌΝΌɼΓΕ۫ରదͶ՟ୌΝටմ͘͵͗ΔɼΓΕ
͓ߡԋͶྙ͢ͱ͏͚΄ͫ͘ͳࢩʙඈೋंंࡄಉ͢අڢ
ͱ͏Ήͤɽͨ Ξ͵۫ରద͵खΕૌΊҲͯͳ͢ͱɼࠕյٸ
ஏҮࡄඅޛࠕ౨ೖຌஏҮɼೖຌ͗ৄݗΞ͠ڢऀݟ
Ҳঁͳ͵Ζ͞ͳΝͶͮبͱ͕ΕΉͤɽ

Ѫ෨�༟͠�ن Ξ
੶ऀࢤתճෳ٠ڢࢳճ
ࢩڷԋ՟ɻ՟ௗ

ஓ࠴�߸�͠ Ξ
ζϡϏϱʀϕϧρφϓΧʖϞ
ஏҮۂࣆ෨ɻ෨ௗ
౨ࣆແॶௗ

ᵆḩᵇᴾᵏᵎ࠰ỉӕኵửਰụᡉẾềίሊۀܭՃẦỤὸᵆḩᵇᴾᵏᵎ࠰ỉӕኵửਰụᡉẾềίሊۀܭՃẦỤὸ

ḯώẐிPଐஜٻᩗᘮעᵆᎍᵇૅੲਦᤆẑ
ẅẅᴾ ሊܭᢿ˟ۀՃẦỤỉἳἕἍὊἊ
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౨ ೖຌਔࡄਫ਼͖Δ�� ೧Ν͓ܶΖͶͪΕɼຌݟͶଲ͢ͱ͞
ΗΉͲɼ಼͖ݟΔଡ͵ΖࢩޜԋΝ͏ͪͫ Ή͘͢ ͪ͞ͳΝɼ

ਅ͢͝Ήͤɽླޜ͚
͞ΗΉͲຌ՟ͲͺɼඅࡄஏҮෳࢳਬۂࣆͳ͢ ͱɼඅͪ͢ࡄஏҮ
αϝϣωτΡԿɼೖਫ਼૮ࢩԋΏཱིݿࢯͪΌݡ
गΕɼे ಋ࢞ިླྀؽճڛ͵ʹɼඅंࡄ҈ఈద͵ೖਫ਼
֮ฯͶ͜ɼචགྷ͵ࢩԋରߑΝਦͮͱࢂΕΉ͢ ͪɽਔ͖ࡄΔ��
೧͗ܨգ͢ɼඅࢤࡄௌͶ͕͏ͱͺɼೖ͖ࠔΔh ஏҮͶ͕͜Ζ͏͓ࢩ
ಊ ɦ͗͠րΌͱࣟ͠ΗΖͳͳͶɼஏҮेࣙΔ͗ڷͶ
͜ͱஏҮαϝϣωτΡΝߑ࠸͢Γ͑ ͳͤΖ༹ʓ͵खૌ͗ఴ͠Ηɼ࿊ଵ
ಊଇ͗ਦΔΗΉ͢ࢳΏஏҮෳ״ ͪɽӀ͘କ͘ɼڧร
ԿͶ͑ޮ֒ࡄӨेंڋ݊߃ୌΏཱིݿࢯͪΌɼݡगΕʀ
૮ࢩԋΏஏҮαϝϣωτΡܙखૌࢩԋΝͮߨͱΉ͏ΕΉͤɽ
೨͠ΗΖݔ෫Կ͗Ҳ܉گԳΏىࡄգͶ͏ɼਔܨؔ࣎

ɼຌࢨਓ͗ɼޛࠕਫ਼͢ಚΖوໝ֒ࡄଲԢΏɼଠඅࡄஏ
ҮͶ͕͜ΖڈʀڷखૌߡࢂͶ͵ΖͳͳͶɼ҈ৼ҈સ͵ஏҮ
Ͱ Ε͚Ҳঁͳ͵ΖΓ͑ ɼଡ ͚๏ʓͶ͟༽͏ͪͫ͜Ηͻ͏߀Ͳͤɽ

າ ૂ༙֒ࡄΝͶɼ͗ Η͘భڊΏࣁڛ͵ʹͶে
͠ΗΖԌ؝෨֦ஏॵಊࢩԋ͗ɼਬܯ�� � � ͳ

͏ΚΗΖ132 ΔͶΓΕఴ͠ΗΉͪ͢ɽͨ ޛϓΥʖθͶԢ
ͣͪଋௗ͏ࢩԋΏɼࢢʹɼ͵ ΕΚ͏ɼڷΉͬͰ͚Ε͵ʹɼ
Νͨ͵͓ͪࢩԋಊ͗ߨ͚߁ΚΗͪ͗ɼ౨ೖຌ
ਔࡄͶ͕͜Ζؔιένʖࢩԋಝͫͮͪͳ͏͓ΉͤɽΉ
ͪɼݬބࣆͶΓΖ߁ҮඈೋंͶଲ͢ͱɼඈೋͲΔ͢
ঀ՟ୌΏཀྵਜ͵͏ࢧΝ͓ࢩΖͪΌɼۅదͶಊ͏֦ͪ
ஏࠞࢩԋରͲͪ͢ɽ͞ ͑ͪ͢Ҳͯͽͳͯର
Ͳ͍ΕΉͤɽҲ๏Ͳɼસର͵॑يಊͺɼร॑གྷ͖ͯ
ͳ͢ͱͺɼࢩԋ͚͗ͳ͞Θͳ͖͵͏ͳ͞Θ͗ਫ਼ͣͪΕɼॄ 
͙ͤͪ͢ΕͤΖ͞ͳͺΓ͚͍ΕΉͦΞɽ͞ ԋϠϪΏϞࢩͪ͑͢
ϧΝ͵͚ͤͪΌɼસରΝ၈ᛎͤΖؔࢩԋૌ৭ؽैࣰͳɼ
��͗ɼߑରܠιένʖͳਇ࿊ߨΏڢऀ ೧Νͪܨ
අࡄஏ͖Δॕୌͫͳࣟ͢ͱ͏Ήͤɽ

੶ీ�৶�͠ Ξ
෨ࢳɻฯ݊ෳݟٸ
ऀճෳࢳ՟ɻ՟ௗ

�ை೯�͠ీ܂ Ξ
౨ೖຌਔࢩࡄԋસࠅϋρφ
ϭʖέɻେනਕ
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ࢴ ͪͬͺɼࠕࢩԋ͖Δ͞·Η͚͏͢ݭΔ͢
Ν͏کΔΗͱ͏Ζ౨ೖຌਔࡄͲඅͪ͢ࡄ๏ʓ͕͗

ΔΗΖ͞ͳΝΗͱͺ͵ΕΉͦΞɽͨ ݬҾͺݺਕΏଵͶ
ԋΏͨଠࢩͲ͵͚ɼ๑ౕ͵ʹޮదͫ͜ࢢΖҾͤܐؖ
ࡑͺ࣎ͳ͵ͮͱ͏Ήͤɽࢢ͘͵Ҿ͗ࡨԋ๏๑Ώ๏ࢩ
ඈೋंͺԢٺՀઅेͶڋͲͥ͘ɼඅंࡄਫ਼ࢩݒ࠸ԋ
๑ͶΓΖࣙրरඇͲͺࣙրर͗ड़པ͵͏য়ڱΉΉ
ਫ਼Ν༪ٓ͵͚͠ΗͪͲͤɽ
Ҳ๏ɼඅंࡄʀஏͶ͕͜Ζࢩԋͺ৾ڷΝਲ਼͝ͱ͏Ήͤɽ֒ࡄ
ଲخࡨຌ๑خຌཀྵ೨ͶʰඅंࡄͶΓΖकରద͵खૌΝ֒
ͤΖ͞ͳ͵͏Γ͑ഓྂͯͯ͢ɼඅंࡄ೧ྺɼพɼ্ ֒
༙ໃͨଠඅंࡄࣆΝಁΉ͓ɼͨ غ࣎ͶԢͣͱన
ͶඅंࡄΝԋͤޤΖ͞ͳʱ͗ ᨵΚΗΉͪ͢ɽࢩԋಊͶ͕͏ͱ
ͮͳ͵͞ͳͺʰਕؔͳ͢ͱଜݭΝฯ্ͤΖʱh අࡄ
ंʱh ΦϱϏϭϟϱφʱͫ ͳ͑͞ݶͳΝࢩԋͶ͍ͪΖंͺৼͶ
Όͱ͕͖͵͜Ηͻ͵ΕΉͦΞɽࢯ

෨ ճͲ٠ڢΝ௪ͣͱɼऀ ڢༀׄͳແɼಝͶऀڢ
غଶͳ͏͑Νᗱʓʤͽ͢ͽ͢ʥͳͣ״ɼฑ࣎Ͷ

͕͏ͱ༙ࣆͶ͕͏ͱऀڢଚࡑқٝͳ͏͑Ν͍Δ
ͪΌͱ͓ͦ͠ߡΔΗͪҲ೧ؔͲͪ͢ɽ
๑ཱͲͺɼऀ ਬༀͳҒ͜͠Ηͱ͏ΉͤࢳͺஏҮෳڢ

͗ɼ͞ Ͷ࠳ދʤ͍͛ΔʥΝ͖͏ͱ͏ͪͲͺଚͨࡑ
͗ΚΗΖ͞ͳͶ͵Ε͖ΉͦΞɽௗ೧Ώͮͱͪ͘کΊ͗
͍Ζ͖Δͳ͏ͮͪᐈຖͳͪͫ͢͜Ͳͺઈಚྙ͗ओ͚ɼ͞
Η͖ΔͺΓΕཀྵద͖ͯܯժదͶɼҲఈࠞڎͶخͰ͏ࣰͪ
ભಊ͗ٽΌΔΗͱ͘Ήͤɽ
ͨ͢ͱɼͨ ࣰભΝՆࢻԿ͢ͱ͏͚ɼे և͠ΞͶ͓ݡΖ
߶қٝ͗ࡑͶଚߍಚΔΗɼ͗״ڠͶ͢ͱ͏͚͞ͳͶΓͮͱܙ
ΉΖͳ͓ߡΉͤɽ
ෳࢳಊΝͪ͝߁Εɼे कରஏҮෳࢳΝਬͤ

ΖͪΌಊܯժࡨఈΏ֦ରʀؖؽͳ࿊ڢܠಉͰ
͚ΕΝۅదͶΌɼ୯͗҈ৼ͢ͱΔͦΖෳࢳΉͬͰ
͚ΕͶखΕૌΞͲ͏͘Ήͤɽ

�ӵช�͠ݬ℮ Ξ
αϝϣωτΡʀΦϱϏϭϟϱφʀ
ΨϓΡη)((/�'Rɻେන

Ҳ͠Ξ݊�ڰ∃
ઍୈऀࢤճෳ٠ڢࢳճ
ௗ࣏ۃແࣆ
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Ձ ͗ࣙΝಧ͘ಊ͖͢ͱ͏Ζ͖ŉ�̎೧ͳ͏͑ؔ࣎ܨգ
ͺ͘͵ࣨͳڠͶ༹ʓ͵ड़ճ͏ͳݩܨΝͬͪࢴͶ༫͓ͱ

͚ΗΉ͢ ͪŉ ਫ਼͖ͪͮͪ͘ਕͪͬΉͲસྙͲֺ͑͢ ͳ͏͑࣍ـ
ͳ͵ΕŌ͓ࢩ͗ͬ ୯͖͗ৼͶΦʖϩΝଅͮͱ͏Ήͤɽ͍͏͵͓ݡࠕ
ೖҐཔɼࣙ ঘ͠͵ऀڢૌ৭͘͵รԿΝٽΌΔΗŌͨΗͲ
ฅಈۨ͢͜ൊ͜ͱ͘Ή͢ ͪŉ͞ΗΉͲࢻ͗Ҳร͢Ō ͨ͞Ͳ͓ݡ
৯ͺhܢͪ ͯ͵͗Εʱͨ Ͳ͍ͮͪ͞ͳŌ ௌऀ͗ڢौೊͳଊ
ްΝͪͮ࣍ؔࢩԋରͲ͍ΖқັŌ қٝͶࡑଚڢऀ͗ڢऀ
ͪ͜͞ͳͺŌـ ਔ͗ࡄਫ਼Ξͫࡠ༽Ͳ͍ͮͪͳͮࢧͱ͏ΉͤŉΉͪŌ
ͳؖΚΕͺŌؖؽܐؖ Ͳ͘Ζָ;͚͘ɼेݫஏҮͶؒ͗ڢऀ
Νࠒ͘תΊ͵͗ΔஏҮັڷΏؖৼΝ࣍ͱΖΓ͑ ิΊକ͜Ζ
͞ͳ͠௩͢״Ή͢ ͪŉ ୯ཱི͗ͬΘ ͳ͑ͤΖϪζϨΦϱηΝ
ͨͮͳ͓ࢩŌ ΑΖΏ͖Ͷͯ͵͗ΖೈࢀௌΝ͢ࢨͱࠕೖड़
Ͳͤŉߨ

౨ ೖຌਔ͖ࡄΔ�� ೧ɽ͞ ؔɼΚ͗ࠅͺՁౕ͘͵
ஏͲͺౕͨՀઅेࡄΚΗΉͪ͢ɽඅݡͶ֒ࡄ

͗અ͠Ηɼਫ਼ࢩԋ૮ҽ͗ഓ͠Ηͱ͏Ήͤɽ
ਫ਼ࢩԋ૮ҽͶΓΖࢩԋಊͺɼඅࡄஏͶΔͤेҲ

ਕͽͳΕ͗҈ৼ͵ਫ਼ΝखΕͦΖΓ͑ɼਐۛ͵ஏҮͲ૮Ͷ
Εɼࣙ ཱིΝࢩԋ͢ͱ͏͚खΕૌΊͲͤɽ౨ೖຌਔࡄͶ͕͏
ͱ֦ஏͶഓ͠Ηͪਫ਼ࢩԋ૮ҽͺɼਕʓͶرΕశ͏ஏ
Үਫ਼՟ୌΝѴ͢ɼ͞ ΗΔΝմ݀ͤΖͪΌҲ࿊ༀׄΝ
Վͪ͢ͱ͘Ήͪ͢ɽ
ຌճक࠷સࠅճ٠Ͳͺɼ༹ ʓ͵֒ࡄͲഓ͠Ηͪਫ਼ࢩ
ԋ૮ҽ͗ިླྀ͢ɼڷϓΥʖθͶԢͣͪਫ਼ࢩԋ૮ҽ
ༀׄΏࢩԋ͍Ε๏Ν༙͢ڠͱ͏Ήͤɽͨ ͞Ͳͺɼ౨ೖຌਔ
ԋ૮ҽͶΓࢩΔ͞ΗΉͲட͠Ηͱͪ͘ਫ਼͖ޛࡄࡄ
Ζ͵எࣟΏ͗ݩܨɼͪͶ͖Ηͪਫ਼ࢩԋ૮ҽͶ
͖֮Ͷఽট͠Ηͱ͏Ήͤɽ
��ͶΓΖ͞ڢऀݟٸ ೧ۂࡠৄݗɼͪ͵֒ࡄͶཱི

ಕ͢Ζ΄ͳ͢ͱɼ͖͑ͬ͘ ͮͳༀཱིͯ͞ͳͳ৶ͣΉͤɽ

�ཥՄ�͠ڰ∃ Ξ
ೈࢀௌऀճෳ٠ڢࢳճ
ஏҮෳܐࢳɻܐௗ

ଢ�͠ྒྷ�ڰ߶ Ξ
સऀࠅճෳ٠ڢࢳճ
ஏҮෳࢳ෨ɻ෨ௗ
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౨ ೖຌਔ͖ࡄΔ�� ೧ɽ͞ ؔࢩԋಊΝ৾ΕศΕɼ
͞Η͖ΔࢩԋࢨਓΝࡨఈͤΖ෨ճͶࢂՅͦ͠ͱ

͏ͪͫ͏ͪ͞ͳͶɼৼ͖Δ״ः͢ͱ͏Ήͤɽ
ΊΏ͙ਫ਼ڢͺɼસࠅਫ਼͖ڢΔώρέΠρϕΝण͜ͱʰՀ

અे͗͵͚͵ΖΉͲͺ ͳɦɼඅࢩंࡄԋखΕૌΊΝͤͤΌ
ͱ͘Ήͪ͢ɽखΕૌΊΝͤͤΌΖͲɼߨʀऀڢʀࢩԋର͵
ʹ༹ʓ͵ؖؖؽܐͳๅ͖͏༙͗ڠͶ͖ɼΉͪร͖
Νࣰͤ״Ζ਼͗ଡ͚͍ΕΉͪ͢ɽͨ ΗΝΕӿ͓ΖͪΌͶ
ͺɼฑ͖࣎Δ࿊ܠΊ॑ͶΓΖ৶བߑ͖͗ܿͦΉͦ
Ξ͗ɼฑ࣎Ͳ͍Ηͻͨͨ͑ͪ͢͞࿊ܠͺೋ͢͏͞ͳ͖͢ΗΉ
ͦΞɽ͢ ͖͢ɼೖͲ࿊ܠΝ܃Εศͤ͞ͳ͗ɼΏ͗ͱ෫ౖͳ
͵Εɼ͠Ηɼࢩԋಊͫ͜Ͳ͵͚ࢤಊͳ͢ͱͮ͗߁ͱ
͏͚ͫͳ͏͑͞ͳ͗ɼࢨਓ֦ߴͶڠ௪ͤΖΫʖϓϪʖ
θͶනΗͱ͏ͪΓ͑Ͷ͏ࢧΉͤɽ͞ ࢩԋࢨਓ͗ɼ֒ࡄ
ଲԢͫ͜Ͳ͵͚ɼ༹࣎ ʓ͵ஏҮͲฑ࣎खૌΊ͖ͮ͘͜ͳ
͵Ζ͞ͳΝͮبͱ͏Ήͤɽ

 ͑�� ೧ͯܨͲͤɽࡄॵ͖Δൔ೧ͺɼસ͖ࠅΔ
ࢬࢳ৮ΝูͮͱɼඈೋॶΏҫྏʀෳޤʀղޤ

અͶഁͤݥΖಊΝࣰ͢ࢬɼͨ ޛͺ๑ਕຌཔಊͲ͍Ζ
ؔࢩԋૌ৭ͳ͢ͱɼγϛʖφιϱνʖࢩԋࣆແॶͳڢಉ͢͵
͗ΔɼඅࢩࡄԋंݜरΏΠχώδʖഁݥɼๅڛ͵ʹ
Νͮߨͱ͘Ήͪ͢ɽ
Δཔͱ͚Η͖ށͶฎࠔ͏͵ؔࡄड़ͤͺɼ͏ࢧͲࠕ

ཁͲͤɽݶԋंࢩͪ
ʰࡗਈਔࡄޭܢΝݡͱɼࣙ ͗ਫ਼͘ͱ͏Ζؔͺɼ͞ Ξ͵
ಊ͢ͱ͏ͪɽͨΔ͗͵͏ࢧͳͺ͑͵͏ͫΘ͑ͳ͞͏ࠇ ͑ͪ͢
Δ౨ೖຌਔًͪ͗͘ࡄɽՁً͗͘Ζ͖ͺຌͶΚ͖Δ͵͏ʱ
ͨ͑͵ΞͲͤɽৼʹ͖͞Ͳɼh ͍Ξ͵͞͏ࠇͳͺ͑͵͏ͫ

Θ͑ ͳɦ͓ߡΖࣙΝվΌͱ͏Ήͤɽ
ೈքφϧϓஏਔଲ͗ࡨΓ͚ݶΚΗΉͤ͗ɼև༹ʰ͍Ξ͵ࠇ

͏͞ͳ ɦඍ͓Ͷɼٸୣࢴ͗ݩܨঙ͢Ͳ͕ༀͶͪͱ
ͻɼ࣎સ͖ࠅΔࢩԋΝ͏ͪͫ͏ͪंҲਕͳ͢ͱɼࢧ͚͢ذ
͑ͳ͞ΘͲͤɽ

߶ଞ�ಲ͠�ࢢ Ξ
ΊΏ͙ਫ਼ڢಋૌ
ਫ਼ชԿ෨
ஏҮಊਬ՟ɻ՟ௗ

ీॶ�ӵ͠�ݣ Ξ
સࠅαϝϣωτΡϧϓγϛʖ
φιϱνʖɻࣆࢂ
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ࢴ ͪͬͺɼਔޛࡄɼஏҮΏߨɼ͍ Ζ͏ͺࣙΔ͗ॶͤΖૌ
৭གྷ੧ͶԢ͓ͱۂແΝݡ͢ɼૌ৭ରΝร͓ɼͨ ૌ

৭ͶϓΡρφͤΖΓ͑ Ͷ nࣙ|ΝรԿͦ͠ͱ Ή͘͢ ͪɽͨ ͢ͱࣙ
͖Ηͱ͏ΖཱིɼҮͲҲɼஏҮे nΔ͢ |Ͷͮ͘ͱ
Ή͘͢ ͪɽ͠ ΔͶͺɼnஏҮෳࢳ|ΝखΕڧ͚תรԿͶଲԢ͢Γ͑ ͳɼ
ϚϧϱτΡΠΏेकରܙ͗ऀճฯ্ౕસରૌΊ
Ͳh ࣙঁ Ώɦʰঁޕ ɦਬওͳ͏͑ܙͲ༽͠ΗΖ͞ͳΝఏ״߇͵
͚ण͜ΗΓ͑ ͳ͠ ͓͢ͱ͏Ήͤɽ
͖͢͢ɼਔࡄͺ୯Ͷͳͮ ͱνʖωϱήϛϱφͫͮͪͺͥ͵Ͷɼ
�� ೧ͯܨͳɼਜ਼͢͏ͳͮࢧͱમͪ͢รԿΝ৾ΕศΖʤ٠ͤΖʥ
͞ͳ͵͚͵ ΕɼੴͲ״ڠͲ͘Ζؔঙ͵͚͵ ΕΉ͢ ͪɽͫ ͖Δͨ͞ɼ
͞ࢨਓࡨఈةժͶͺқັ͍͗ͮͪͳͮࢧͱ͏Ήͤɽʹ Ηͫ͜
͞ͳ͗ఽ͓ΔΗΖ͖҈Ͳͤ͗ɼਔࡄΝٸͪ͢ݩܨंܐ಼ؖݟ
٩͗͏ࢧΉͮ ͪ͞ৄݗͳࢨਓͺɼ͘ ͮͳસࠅؔಕඬͶ͵
ΖͺͥͲͤɽ

ਔ ��ࡄ ೧ઇɽ֦ ஏࢩԋंͳΝ͢ͱ͏ΖͳɼΊ
͵͠ΞͨΗͩΗͶݶཁͶනͦ͵͏͏ࢧΝ์͓ͱ͏Ζ

͞ͳ͗Κ͖ΕΉͤɽͨ Ηͺɼ�� ೧͗͞Ξ͵Ͷ͚ͮܨͱ͢
Ήͮͪͳ͏͑͘ڽɼӀ͘କ͘՟ୌΝ์͓Ζඅंࡄʤஏʥଚ
ͶଲͤΖΕɼ͞ࡑ Η͖ΔࣙͺʹΞ͵ৼͬ࣍ͲิΞͲ͏͞
͖͑ͳ͏͑໐͏ɼ͵ ʹ͠Ή͡ΉͲͤɽͬΘΞـɼ Νͬ࣍
ͪͶɼΉͪΖ͚ͶΞͲ͑͞ߨͳͤΖ๏ͪͬ͏Ήͤɽ
ΝқࣟదͶ͓ͱ͘ࣆͱৼਐͳ͜ਐ͞ઇͶࣙࢴ

Ήͪ͢ɽͨ Ξ͵ɼຌࡨఈ෨ճҗҽͳ͢ͱɼ�� ೧ؔखΕૌΊ
Ν৾ΕศΕޛࠕͶͪ͜ݶΝΉͳΌͱ͏͚ͳ͏͑ϕϫιη
Ͷࢂժͦ͠ͱ͏͚ͪͫ͞ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽۂࡠৄݗΝ௪͢ͱɼ
ྙڢΏ͏ࢧ௪ڠԋंࢩɼंࡄඅͬͪࢴΉͲകͮͱͪ͘ࠕ
ରΝ֮࠸ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ήͪ͢ɽܙͶ͵ͮͱΖͺ
චͥ͢સͲͺ͍ΕΉͦΞɽ͢ ͖͢ɼ�� ೧ҲิΝ҈ৼ͢
ͱಁΊड़ͤͪΌ͘͵ݬಊྙͳ͵ΕΉͪ͢ɽ͞ Γ͑͵ؽ
ճΝͮࡠͱ͚ͫͮͪ͠ڢऀݟͺͣΌҗҽև͠Ή๏ͶɼৼΓ
Ε״ःਅ͢͝Ήͤɽ

௫ࠅ�ඛ
٠ճڢࢳճෳऀݟٸ
ਔࡄڷʀஏҮෳࢳ෨
෨ௗ

ਇป�͠ ͕Ε�͠ Ξ
ԋࢩγϛʖφιϱνʖݟٸ
ແॶɻαʖυΡϋʖνʖࣆ
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Ӟ�ͽͳΊ�͠ࢀ Ξ
ঃઔௌɻ݊߃ෳࢳ՟ɻ՟ௗ

ൂ�ඛ�͠ Ξ
ಋูۜճڠݟٸ
՟ɻ՟ௗۂࣆ

౨ ೖຌਔ͖ࡄΔ̏ ̎೧ɼ৾ΕศΖͳɼ݆̑ �� ೖ͗ͪ͜

ͺௌΝखΕͤͶՁܢয়ɼޭࢄೖɼͶӫͮͪௌ࣏

೧͖͖ΖͫΘ͑ͳᣖષͳ͵ͮͪࣙΝ͏ࢧड़͢Ήͤɽ

ՅͺɼՁॉ೧͍ؔ͏ͫ͏ͱͪ͘͞ΗΉͲஏࢂఈ෨ճࡨ

Үɼਕͯ͵͗ΕɼࣨͮͱـͰ͏ͪೖɼࣙໃྙΝ௩͢״ɼͳ

ͶՀઅे͖غΔڷΉͬͰ Ε͚ͶܠΚΕɼͨΉͬͰ Ε͚ͯ

͵͗ͮͱΆ͢͏ɼh ͯ͵͗ΖʱΝқࣟ͢खΕૌΞͲͪࣙࣙ͘ਐ৾

ΕศΕؽճͳ͵ΕΉͪ͢ɽ

ͨ͢ͱɼਔࡄೖͶΖͫ͜Ͳͺ͵͚ɼͯ͵͗ΕΝܐؖͬ࣍

Νͯ Ε͚ɼ͢͏͞ͳखΕΗɼh ΓΕΓ͏ΉͬͰ Ε͚ʱқࣟɼฑ

࣎͠ΝրΌͱͪͣ״ͳ͞ΘͲͤɽ

͞ࡨఈ෨ճͲΉͳΌ͗ɼ౨ೖຌਔࡄΝ͖ͪ͢ݩܨΔͨ͞

ϟριʖζ৶ͳɼ࣎֒ࡄඍ͓ʤ࣎ͶਕؔΓ͏Ͳ͍Ζ

Ͳͤɽ͏߀ඍ͓ʥҲঁͳ͵Ηͻ٭

 ͏Ӎࠞڠಋูۜͺɼਔࡄਫ਼ޛغٺەͶͺɼඅंࡄ͕
ࡄ६ඍ͖ۜΔ֒ࡄͶͺɼغڈۜͳ͵Ζٝԋูۜॄɼݡ

֒ 9&ӣӨඇࢩԋΝ͏ߨɼ͖غڈΔغڷͶͺɼ౨ೖຌਔࡄΝ
ԋۜͳ͢ࢩͶؽܘ ͱઅͪ͢ʰ֒ࡄϚϧϱτΡΠʀ132ಊγϛʖφูۜ
ʤϚϧγϛʥɦ ͶΓΕɼඅࡄஏͲϚϧϱτΡΠΏ 132ಊɼͪ͵
αϝϣωτΡࢩڷԋ͵ʹɼඅࡄஏͶ͕͜ΖஏҮͰ Ε͚ΝۜࣁͲࢩ
͓ͱ͘Ήͪ͢ɽಝͶϚϧγϛͺɼوໝ࣎֒ࡄඅࡄஏΝ͓ࢩΖࢩԋۜ
ͳ͢ ͱɼͨޛઅԿ͠ΗΖ͞ͳͶͮ͗ܪͱ͏Ήͤɽ࣎֒͞ࡄΓ͑ ͵ঁ
ࢩԋ͓͗ߨΖͺɼસڢࠅӣಊͲ͍Ζڠಋูۜ͘͵ಝͲ͍
Εɼ࣎֒ࡄڠಋูۜༀׄͳ͵ͮͱ͏Ήͤɽસࠅև Ή͖͠Δࡔͳɼ
ऀճෳ٠ڢࢳճΝͺͣΌͳͤΖؖؖؽܐʀରྙڢͶΓΕ༹ʓ͵ࢩԋ
ஏࠠཛྷΏๅިࠫࡄͺɼඅ࣎ࡄΚΗͱ͏Ήͤ͗ɼਔߨ͗ۂࣆ
͍Εɼ༽͢ͱͪ͘͏ঁۂࣆॉ͵बஎͶࢺΔ͵͖ͮͪൕ͍͗
ΕΉͤɽࠕյࡨఈ෨ճҗҽͳ͢ ͱࢂՅͦ͠ͱ͘ɼրΌͱ֦ؖؽʀ
ରༀׄͶͯ͏ͱɼฑ͖࣎Δ࿊ܠͳڢಉ͗චགྷͲ͍Ζͳࣟͦ͠ΔΗ
Ή͢ ͪɽޛ࠹Ͷ͵ΕΉͤ͗ɼ͞ࢨਓ͗ɼඅࡄஏҮෳଁࢳͳوໝ
ͱ͏͚ͮ͗͞ܪಊϠυϩͳࢳͶ͕͜ΖஏҮෳ֒ࡄ ͳΝك೨͏ͪ Ήͤ͢ɽ
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౨ೖຌਔࡄͶΓͮͱɼଡ͚๏ʓਫ਼͗Ҳร͢Ή

ͪ͢ɽՊଔΝࣨ͑ɼ༓ਕΝࣨ͑ɼՊΝࣨ͑ɼ৮Νࣨ͑ʞɽ

͑͞ ͪ͢ਕؔؖܐΏऀճؖܐɼਫ਼خ൭Ώخࡃܨ൭͵ʹɼ

Ή͠͡Ή͵ؖܐΏخ൭Νࣨͮͪਕͪͬͺɼ͞Γ͑ ͵য়ڱ

͖ΔɼࣙΔཱིͬ͗ΕɼڈʀڷิΊΝΌͱ͘

Ή͢ ͪɽ

͑͞ ͪ͢ಊ͘ͺɼ෨͖ΔࢩԋͶΓͮ ͱͪΔ͠Ηͪ

͍ΕΉͤ͗ɼඅࡄஏ಼Ͳஏಕ͵खΕૌΊͶΓͮ ͱ

ͪΔ͠Η͚ͪ͗ͪ͠ Ξ͍ΕΉͤɽͨҲͯ͗ਫ਼ࢩԋ

૮ҽखΕૌΊͲͤɽ

˛Հઅे൸ɼͨ͢ ͱৼ൸Ν ͚͗
ɻਫ਼ࢩԋ૮ҽ࠹ॵࣆ

ਫ਼ࢩԋ૮ҽͺɼඅंࡄஏҮਫ਼՟ୌѴΝߨ

͏ɼࢩԋΝགྷͤΖਕͶଲ͢ͱɼචགྷ͵γʖϑηʀಊ͗

ཤ༽Ͳ Ζ͘Γ͑ ɼ૮ΏΝߨ ͳ͑ͳͶɼع�ଚγʖϑ

ηʀಊͲͺଲԢͲ͘͵͏ωʖθͶͯ͏ͱɼࣙΔ͍Ζ͏ͺ

ଠ৮ΏஏҮؖंܐͳͳͶࢩԋΝߨ͵ͮͱ Ή͘͢

ͪɽΉͪɼඅंࡄͶرΕశͮͱɼݺʓωʖθͶԢ͓Ζࢩ

ԋ ԋࢩพݺ� �Ν௪͢ͱཱིͨࣙΝଇͤΖͳͳͶɼे

ಋ࢞ͯ͵͗ΕͰ Ε͚Ώঁ͜͏ಊͰ Ε͚͵ʹࢩԋ

�ஏҮࢩԋ �Νߨ͵ͮ ͱ Ή͘͢ ͪɽ

අंࡄͶͺɼࣙΔෳࢳγʖϑηͨଠγʖϑη

Νમ͢ɼཱིࣙಕΝ͞ͳ͗Ͳ Ζ͘ਕ͏Ήͤɽ͢

͖͢ɼՊଔࢩԋΝण͜ΔΗ͵͏ɼ͢͏ڧͶ͵ͣΌ͵

͏ɼՊଔΏஎਕ͖ࣨ״ΔཱིͬΗ͵͏͵ʹ Ή͠͡ Ή

Όͱ͢ࢯ͖ΔิΊΝࣆ͵ Ή͑ ਕঙ͵͚͍ ΕΉͦΞͲͪ͢ɽ

ͨΗͩΗஏҮͲͯ Δ͚Ηͱͪ͘ື͵ਕؔؖܐɼஏ

ҮؖܐͲௗΔ͚ ਫ਼͢ͱͪ͘අंࡄଡ͚ͅ ɼଠਕͶ

ঁ͜ΝٽΌΖ͞ͳͺ͍ΕΉͦΞͲͪ͢ɽਫ਼ࢩԋ૮ҽͺɼ

ՀઅेҲݤҲݤΝ͢ɼՁౕஇΔΗ͵͗Δඅࡄ

Ⅶ ‒（Ⅱ）寄 稿

સऀࠅճෳ٠ڢࢳճɻஏҮෳࢳ෨
෨ௗɻ߶ڰɻྒྷଢɻ͠Ξ

東日本大震災から10年、
被災者に寄り添った生活支援の価値

ंͪͬ͗൸Ν͏ͱ͚ ΗΖΝଶͬΉ͢ ͪɽਫ਼ࢩԋ૮

ҽͺɼΏ ͳͮঙ͢͏ͪ൸Ԡ͖Δɼඅ͗ंࡄΈͯΕΈͯ

ΕͳΔͤ҈ΏຮΝචࢰͶซ͘खΕɼͨմ݀Ͷ͜

ͱસྙͲཱི͖ͬͪͮͲͤɽ

ηφϪηΏਕؔؖܐφϧϔϩͲ୯Ͷͦ͵͖ͮͪ

͞ͳΝɼh Ώͮͳ͍͵ͪͶͦͪΚʱͳྨ͵͗ΔͶඅंࡄ

͗͠ΗͪΝซ͘ɼhਫ਼ࢩԋ૮ҽͶ͵ͮ ͱΓ͖ͮͪʱ

ͳࣰͪ͢״ͳ͏͏Ήͤɽ

˛ਫ਼ࢩԋ૮ҽͶٽΌΔΗΖʰྙʱ

ਔࡄͶΓΕӀً͘͞͠ΗͪஏҮਫ਼՟ୌͺɼࡃܨదස

ࠖɼਐରదηφϪηΏΠϩαʖϩғଚৼਐ্֒ɼ

ʹ͵ཱིݿɼٰଶऀճదࢰΏࣙࢰཱིݿ Ή͠͡ΉͲɼ࣎

ͶͨΗΔ͗ԿͤΖ͞ͳ͍͗ΕΉͤɽ͞ΗΔ՟ୌͺਔ

ͶؽܘΝࡄ͖Δ͍͍ͮͪΕɼΉͪҲ๏Ͳɼਔࡄ

Կ͓ͪ͢͠ࠃ ͍ΕΉͤɽ

ՀઅेΏΊ͵͢ՀઅेͶे͞ͳͶ͵ͮͪඅंࡄ

ͪͬͺɼेΊΗͪஏҮ͖ΔΕ͠ΗཱིݿԿͪͫ͢͜Ͳ

͵ ɼ͚Պଔʀଔɼ༓ਕʀஎਕ͖ΔΗɼབΕͶ͵Ζࢩ

ԋं͓͠ ࣨͮͱ͢ Ή͏Ή͢ ͪɽ

͑͞ ͪ͢අंࡄҲਕͽͳΕΝେΚΕͶ͓ࢩΖ͞ͳͳ͵ͮͪ

͗ਫ਼ࢩԋ૮ҽͲͤɽસऀڢͲͺɼh ਫ਼ࢩԋ૮

ҽघӀ ʤɦ���� ೧ �݆ʥͲɼਫ਼ࢩԋ૮ҽͶٽ

ΌΔΗΖྙΝɼᶅ͚ྙ ɼرΕశ͑ྙɼ婸ͤݡΖྙɼـ

Ͱ͚ྙ ɼஏҮͲ͓ࢩΖྙɼᶇ״ Ζͣྙɼ؏Ζྙɼᶈͯ͵͛ྙɼ

 �ͯͶཀྵ Ή͢͢ ͪɽ

�ͯʰ͚ྙ ɼرΕశ͑ྙʱͺɼඅंࡄͤ͞ͳ

Ν൳ఈͪ͢Εഋঈͪ͢Εͦͥɼͮ͢ ͖Εण͜ࢯΌɼ͚͞ ͳ

Ͳͤɽඅͬͪंࡄͺɼ͍ Δ͘ΌΏઊɼౘΕΏ൷͢Ίͳ

͏ͮͪ״͵ࡸΝ์͏ͱ͏Ή͢ ͪɽՀઅेͶͪ͢ڋ

ɼஎΔ͵͏ౖஏͲݡاஎΕ͏͵͏ͪ͵ਫ਼
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҈ɼࡃܨదخ൭ΏऀճదؖܐΝࣨͮͪͲݡ௪

ͦ͵͏গཔɽඅͬͪंࡄͺࣙΔ͢͠ۦ Ώ͠ΝޢΘ͑ ͳ

͢ͱɼනݳ๏͗Κ͖Δͥɼ͵͖͵͖ఽ Δ͓Η͵͏ਕ

͏Ή͢ ͪɽਫ਼ࢩԋ૮ҽͺ͑͞ ͪ͢අंࡄҲਕͽͳΕ

ϘʖηͶΚͦɼ͖ͦͥ͠ɼ೬Ε͚ͨک ΗͩΗ͏Ͷ

ࣘΝܑ͜ɼඅࣙंࡄਐ͗ৼ಼ΝཀྵͲ͘ΖΝଶͬΉ

ͪ͢ɽਫ਼ࢩԋ૮ҽͺͶඅंࡄͶرΕశͮͱ͏ͪ

Ͳͤɽ

�ͯʰͤݡΖྙɼـͰ͚ྙ ɼஏҮͲ͓ࢩΖྙʱͶ

͍ΖΓ͑ Ͷɼਫ਼ࢩԋ૮ҽಊͺɼΉͥɼඅंࡄ

͖Δɼ୯ͶʹΓ͑ ͵ωʖθ͍͗Ζ͖ɼݡʀѴͤ

Ζ͞ͳ͖Δ࢟ΉΕΉ͢ ͪɽͨΗΉͲਕͶঁ͜ΝٽΌͪ͞ͳ

͵͏ଡ ͚අंࡄͺɼ՟ୌ͍͗ͮͱଠਕͶ૮ͪ͢Εͦ

ͥɼͣͮ ͳըອ͢ଳ͓ͱ͏Ή͢ ͪɽͬΘΞ૮ͤΖྙـ

͓͠ ࣨ͏ɼ෨ԲͶถͣ͞ Ε͗ͬ͵ਕঙ͵͚͍ ΕΉͦΞͲ

ͪ͢ɽͶͺɼࣙਐ͗ਫ਼՟ୌΝ์͓ͱ͏Ζ͞ͳͶ

Ͱ͏ͱ͏͵͏ਕ͏Ή͢ـ ͪɽـͰ͏ͱ͏ͪͳ͢ ͱՁΝ

ʹ͞Ͷ૮͢ͱΓ͏͖Κ͖Δ͵͏ਕ͏Ή͢ ͪɽ͑͞ ͪ͢

අͬͪंࡄͳͶΠΤφϨʖο͢ɼࢩԋͶͯ͵ͪ͗͝

ਫ਼ࢩԋ૮ҽͲͤɽඅंࡄͳճΝިΚͤͲɼͨ

ਕ͗ͯ࣍ωʖθͶـͰ ɽ͚ͨΗͺݶཁͫ͜Ͳͺ͵ ɼ͚

φʖϱΏࢢɼ͛͢ ͠ΏනɼՊΏबҕ༹ࢢ͵ʹ͖Δਫ਼

Ͱ͘ͶΓΕɼଡـԋ૮ҽࢩ ͚ਕͪͬ͗ࢩԋͶͯ͵

͗ͮͱ͏ Ή͘͢ ͪɽ

ਫ਼ࢩԋ૮ҽͫ͜ΠΤφϨʖοͫ͜ͲͺດΗͪඅ

Ζ͞ͳͺͲͤݡωʖθΝंࡄ Ήͦ͘ΞɽஏҮਕͪͬ

Ͷͺɼh Βͬͮ ͳـͶ͵ΖਕʱΝஎͮͱ͏ΖɼـͰ͏ͱ

͏Ζਕ͗͏Ήͤɽͨ͑ ͪ͢ஏҮਕͪͬͳճ͖Δɼ

ਫ਼ࢩԋ૮ҽͺດΗͱ͏ΖωʖθΝ͢ݡɼࢩԋͶ

ͯ͵͝ͱ͘Ή͢ ͪɽ͑͞ ͪ͢ஏҮͲ͓ࢩΖྙΝ͖͢ਫ਼

Ͷͯ͵͗ͮͱ͏͘ΉंࡄԿ͗ͬ͢͵අࡑԋ૮ҽͺઞࢩ

ͪ͢ɽ

̑ͯ ʰ״ Ζͣྙɼ؏Ζྙʱͺɼඅ͗ंࡄຌཔͮ࣍ͱ

͏ΖͨਕྙΏ͠کΝͣ״ɼඅंࡄ͏بͶ͑͘͞

ͳͲͤɽh ʹ͑Ώͮͱਫ਼͘ͱ͏ͮͪΔ͏͏͖ ɼɦh ࣙͶͺ

ਫ਼͘ͱ͏Ζқັ͍͗Ζ͖ʱ͵ʹɼࣨ״Ώ࠵״ɼޛ

ջΏࣨୠͶ͍ΖඅंࡄΔͲɼྯΉͤͲͺ͵

ɼ͚ͽͪͤΔඅंࡄͬ࣍ـΏ͖Ηͱ͏Ζয়ڱΝण͜

ΌɼͯΔࢯ Ν͖͍ͬͮ͠ͱͪ͗͘ਫ਼ࢩԋ૮ҽͲͤɽ

ਫ਼ࢩԋ૮ҽͺɼ૮Ώճ͖Δͨਕ͗͵

ΏՃΝݡड़͢ɼͨਕ͗ຌཔͮ࣍ͱ͏ΖྙΏ͠کͶ

ࣙΔ͗ـͰ Γ͚͑ Ͷಉ͖͘͜ɼͨΗͶΓͮ ͱඅࣙंࡄਐ͗

कରదͶͶɼਫ਼ Ζ͘ ͳ͞ΝમͲ Ζ͘Γ͑ Ͷଇ͢ͱ͘

Ή͢ ͪɽ

�ͯͯ͵͛ྙͺɼਫ਼ࢩԋ૮ҽ͗ҲਕͲ์͓ࠒ

Ήͥɼଠऀڢ৮ҽΏଠؖؽ৮ΏؖؽͶͯ͵͛͞

ͳͲͤɽਫ਼ࢩԋ૮ҽͫ͜ͲͺɼඅंࡄωʖθΝຮ

ͪͤ͞ͳͺͲ Ήͦ͘Ξɽ Ή͠͡Ή͵ؖؽʀରͨ͢ͱ

৮Ͷͯ͵͙ɼعଚޮదࡨࢬΏγʖϑηΝͤڛΖɼஏ

ҮेΏஏҮؖंܐͳༀׄ୴͢͏͢ྙڢ͵͗Δ

Ζɽͨ͑ࡠಊΝ͵ͪ ͪ͢ਫ਼ࢩԋ૮ҽͯ͵͗Εɼͯ

͵͛ྙͶΓͮ ͱஏҮͶ Ή͠͡Ή͵ϋρφϭʖέΝߑ͢ͱ͘

Ή͢ ͪɽ

˛ਫ਼ࢩԋ૮ҽݸֆͳՆ

ਫ਼ࢩԋ૮ҽͺɼࡗਈʀ࿑ਔࡄɼݟ׃ӿஏ

ਔɼݟ׃ӿԯஏਔͲಋ༹͗અ͜ΔΗඅंࡄ

ԋͶ͘͵ༀׄΝՎͪ͢ͱࢩ Ή͘͢ ͪɽ͖͢͢ɼࠅౕ

ͳ͢ ͱཱི֮͢ͱ͏͵͏ɼ౨ೖຌਔࡄͶ͕͏ͱഓ͠

ΗͪͪΌɼॵͺਫ਼җҽʀࣉಒҗҽΏؖؽʀର

͵ʹଠࢩԋंؔͲਫ਼ࢩԋ૮ҽༀׄ͗ఽΚͮ

ͱ͕ΔͥɼๅΏΕखΕͶۦ࿓͢ɼ͏ޕ࿊ܠ͑ Ή͚

͏͖͵͖ͮͪͳ͏ΚΗͱ͏Ήͤɽഓ͠Ηͪਫ਼ࢩԋ૮

ҽͶ͢ͱɼଡ͚͗ ෳࢳ৮Ͳͺ͍ΕΉͦΞͲͪ͢

͖ΔɼݜरΝणͪ͜ॵΌͱΗΖՀઅेඅࡄ

ंͶɼॵͺރ͏ͲଲԢ͢ɼޣࡪߨࢾͲಊΝ

Όࣰͪ͗ࣆͲͤɽ

͖͢͢ɼ࣏Ͷಊ͖ΔݩܨΝΊɼஎࣟΝٷफ

ͤΖͳɼਫ਼ࢩԋ૮ҽͺඅंࡄਫ਼Ͷ͵ ͱ͚ͺ͵Δ͵

͏ଚࡑͶ͵ͮͱ͏ Ήͤ͘ɽͨΗͺɼಋͣஏҮेɼͨ͢ ͱ

අंࡄͳ͢ ͱɼ৮Ͷͺ݀͢ͱͲ͘͵͏ɼnྣਕʀ༓ਕ|

ͳ͢ ͱସౕͲඅंࡄͶં͖ͪ͢Δͳ͓ݶΖͲ Β͑͢ ɽඅࡄ

ंҲਕͽͳΕ͗ͤΖ՟ୌͺɼͤ͛Ͷմ݀Ͳ Ζ͘ͻ

͖ΕͲͺ͍ΕΉͦΞɽਫ਼ࢩԋ૮ҽͺҲॻͶ͓ߡɼͳ

ͶೲΊɼͨ͢ ͱ࣎Ͷྨ͢͏͵͗ΔͶඅंࡄͶرΕశͮ

ͱ Ή͘͢ ͪɽͨ͑ ंࡄͶఽΚΕɼඅंࡄ͗ɼඅࢡͪ͢

ࣙΔ͗कରదͶ՟ୌΝմ݀ Γ͑͢ ͳͤΖҲิͶͯ͵͗ͮͱ

͏ͮͪͫͳ֮৶͢ͱ͏Ήͤɽ
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Δ��೧Ν͓ܶΖͶ͍ͪͮͱɼ͖͞ࡄೖͺਔࠕઔʁٶ
ΗΉͲΝ৾ΕศΕɼৄݗͶͯ͏ͱև͠ΞͳқިݡΝ͢
ͪ͏ͳ͏ࢧΉͤɽଡ༹͵և͠ΞͶ͕ॄΉΕ͏ͪͫ͏ͪ
ͲɼͨΗͩΗཱི͕Ͳ͕͢͏ͪͫ͜Ηͻͳ͏ࢧ
Ήͤɽ͕͢͏ͪͫ क͚͵಼༲ͺɼh ϚϧϱτΡΠαʖ
υΡϋʖφʱh ԋʱhࢩंࡄସͶΓΔ͵͏අܙेڋ ਫ਼
ԋ૮ҽ॑གྷʱhࢩ ௗغదࢻ఼॑གྷʱͶͯ
͏ͱͲͤɽև͠Ξͺ͚ͪ͠ ΞؖΚΕΝͮ࣍ͱ͏ͪͫ͏ͱ
͏ΖͲɼΦϒλʖχ͵ʹΝި͓͵͗Δ͕͢͏ͪͫ
͜Ηͻ͍Ε͗ͪ͏ͳ͏ࢧΉͤɽΓΘ͢ ͚͕ ͏ب Ήͤ͢ɽ

　【災害ボランティアコーディネート
　における課題】
Ґ߳ɼϚϧϱτΡΠ͵ʹ͗୴ͮͪༀׄΏɼࡄઔʁਔٶ
ͨࢩԋͺʹ͖͑ͫͮͪɽαʖυΡϋʖφΝڢऀ͑ߨ
ૌ৭ͺʹ͑Ͳ͍ͮͪڢϚϧϱτΡΠιϱνʖΏऀ֒ࡄ
͖ɽΉͪɼͨͲɼऀ͗ڢ୴͑֒ࡄϚϧϱτΡΠ
ιϱνʖগཔࢡͶͯ͏ͱɼ͕͢͏ͪͫ͜Ηͻͳ
ࢤՅ͏ͪͫ͏ͱ͏ΖͲ༏Ҳࢂೖ͟ࠕΉͤɽ͏ࢧ
ௌଞऀڢ৮ҽͳ͏͑͞ ͳͲɼѪ෨͠Ξ͖Δ͕͏ب Ήͤ͢ɽ
Ѫ෨ʁ࣎ɼϚϧϱτΡΠιϱνʖ͗ʹΞ͵ܙͲηνʖ
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φ͢ ͪΔ͏͏͖ͳ͏͍͑͗ΕΉͪ͢ɽࣰࡏɼඅࡄ
ஏҮͲϚϧϱτΡΠ͗ʹΞ͵ಊΝ͢ͱ͏Ζ͖Νݡ
ͶͪͮߨΞͲͤɽιϱνʖͲण͢ͱɼౌ͢ͱΔͮ
ͱɼωʖθනͲѼડͦ͠ͱΔͮ ͳ͏ݳͲͤɽ࣎ͪ
͑ͺϚϧϱτΡΠιϱνʖ͗݃ݡߑͱ͏͵͏෨
͍ͮͪΞ Ύͣ͵͏͖ͳ͏͑͞ ͳͲɼๅൟΝࡠΕΉ͢ ͪɽ
ͬΘΞસ෨ͺյΗͱ͏͵͏Ͳͤ͗ɼݡͶͪͮߨͳ
͏͑ͺඉͶ͘͏͖͵ͳɽͨΗͲɼͮؾͱ͘ͱɼ
༨๏ϝʖτΡϱήݳְ״ͲͲ Ζ͘ͳɽαʖυΡ
ϋʖφͤΖଈͶͳͮ ͱͺࣆ͵͞ͳͫͮͪΞ Ύͣ͵͏͖
͵ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ
સରڢϚϧϱτΡΠιϱνʖͳɼऀ֒ࡄڢઔʁऀٶ
ૌ৭ͳ͏఼͑Ͷͯ͏ͱͲͤ͗ɼรඅ͖֒͗ͮͪ͘
ͳ͏͑͞ ͳͲɼخຌͺΆ·સͱऀڢ৮ҽ๏͗֒ࡄ
ϚϧϱτΡΠιϱνʖͶؖΚͮͪͳ͏͑͞ ͳͲ Β͑͢ ͖ɽ
Ѫ෨ʁھΖ௪Εɼ࠹ॵͺ͍௪Εوໝ͖͗ͮͪ͘
Ͳɼճௗʀۃௗ͖ΔۂແΝҲం͢ࢯͱࢩԋͶ͍
ͪΗͳɽϚϧϱτΡΠιϱνʖΝΏͮͱ͚ Η͵͏͖ͳ͏
Νڢ๏Ͳͤ͢ɼऀௗ͖ΔғབͲηνʖφࢤ͑
ඈೋॶͶͺϖϩϏʖ͗Εࢳͱɼෳ͝ڏ Ή͘͢ ͪ͢ɼ
ͨ͑ ͏ͮͪқັͲͺસ෨Ͳͤɽ�ϳ݆ͺ௪ۂແΝ
ం͢ࢯͱ͏ͪͳىԳ͢ͱ͏Ήͤɽ
ઔʁٶ ͨ͑ Ήͤ͢ͳɼ࠹ॵͺ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖ
ͳ͏͑͞ ͳͲɼඅࡄஏడ͖͘͵ʹͶॄ͢ͱखΕૌ
Ίɼ༹ͨޛʓ͵ఴΝͦݡͱ͏ Κ͚͜Ͳͤ͗ɼѪ෨
͠ΞͺͥͮͳͨৼͶ͏Δͮ͢Ύͮͪͳ͏͑͞ͳͲ
͖ͤɽ
Ѫ෨ʁৼͳ͏͖͑ɼ୴ंͳ͢ ͱɼๅफॄΏ
ௗͳ૮͢͵͗ΔΏΔͦͱΔۃఴ͵ʹΝɼޛࠕ
͏Ή͢ ͪɽ
ઔʁͨ͞ͶॄΉͮٶ ͱ͞ΔΗΖ༹ʓ͵ϚϧϱτΡΠ
ର͍͖͗ͮͪͳ͏ࢧΉͤɽͨ͑ ͏ͮͪରͳɼࠕͺ͞
͖ͫغ࣎Δͳ͖ɼͮ ͳͶ͵Ζ͖Δͳ͖ɼ৯ʓ͵
қັͲαʖυΡϋʖφ͗ร͖ͫͮͪͳ͏ࢧΉͤɽͨ͑
͏ͮͪΦϒλʖχͺ͍ΕΉ͢ ͖ͪɽ
Ѫ෨ʁՊੜૡ͗ �ׄ Δ͚͏ΝઐΌ͍ͪ͗غ࣎ΕΉ
ͪ͢ɽͪͫɼϚϧϱτΡΠͶͺ৪ྜྷΏ৪धɼܑ
ϚϧϱτΡΠɼ͢ ͚ͅ ؔࢩԋର͗డ͖͘ΝΏͮ
ͱ͏ͪ͞ͳ͍ΕΉ͢ ͪɽϋρφͲ΄ͪΔͨ͑ ͏͑
ରͫͮͪͳ͏͑͞ ͳ͗Κ͖ͮͱɼࣙ ͪͬಊͶͮ
ͪΔʹ͖͑ͳ͏͑ҌΝ͢Ήͪ͢ɽ͍ Ή͚Ͳͨ࣎

Ͳడ͖͘ΝΏͮͱ͏ΖͲܙΝಣـۯ Β͑͢ ͜Ηʹɼ
αʖυΡϋʖφͤΖଈ͗ର͗ʹ͑͏͑͞ ͳΝकͶΏͮ
ͱ͏Ζ͖ɼௗॶͺՁ͖ͳ͏͑Νɼ΄Ζචགྷ͍͗
Ζ͖͵ͳ͏ࢧΉͤɽ
͏ࢧͳ͏ͪ͢͏ΞͶ͕͠ݬ℮ɼ࣏ઔʁͨΗͲͺٶ

ΉͤɽࠕΉͲ༹ʓ͵ًͮ͗֒͞ࡄ ڢஏऀݳͶɼࡏͪ
Νࢩԋ͢ͱ͏ͪͫ͏ࣰ͖ͪΔɼऀڢૌ৭ର
ࢩԋΌͱɼघ͵αʖυΡϋʖφΠχώη
ͳɼʹΓ͑ ԋΝ͠Ηͱ͏͖͕ͪ͏ͪͫ͜Ήͤࢩ͵
Ͳ Β͑͢ ͖ɽ
ϚϧϱτΡΠ֒ࡄܗ͖ΔɼஏਔଲԢࡄʁਔݬ℮
ιϱνʖઅʀӣӨ܉࿇ΏɼஏݫਕΝৼͳ͢ ͪ
ϚϧϱτΡΠɼαʖυΡϋʖνʖͶؖΚͮ֒ࡄ
ͱ Ή͘͢ ͪɽͶͮݶͱ͏ͪͺɼࣙͪͬ͗අंࡄ
Ͷ͵Ζ͞ͳΝͶݜरΏ܉࿇Ν͢ ͱԾ͠͏ͳ͑͞ݶ ͳ
ͲͤɽਔࡄͲͨΓ͑ ͵য়ڱͶ͵ΕΉ͢ ͪɽஏҮ
๏ʓଡ͚͗ අࢩ͢ࡄԋͶΉΚΖ༪༡͵ʹໃ͖ͮͪ
Ͳͤɽࢴͺ֒ࡄϚϧϱτΡΠಊࢩԋϕϫζΥέφճ
٠͖ΔഁݥͲٸΕ͢ Ή͢ ͪɽʹ֒͞ࡄϚϧϱ
τΡΠιϱνʖӣӨࢩԋΝͤΖਕ͗ଡ਼චགྷͲͪ͢ɽ
ૌ৭Νཱིͱͤͳಋ࣎ͶेࢩԋΝͤΖͳ͏ ϓ͑Υʖ
θ͗ɼͥͮͳௗ କ͚͏ͪͲͤɽࢩԋಊΝηϞʖθ
Ͷ͓ͪߨͺ ���� ೧ �݆Ͷɼઍୈڢݏࢤఈऀ
ੰༀׄͳ࣎֒ࡄरͲɼݜௗۃແࣆճௗʀڢ
͏͑ΝΉ͠Ͷ͢ͱ͏ͪ͞ͳͲͤɽઍୈݏҮऀڢ
Ͷߨ ͳ͚ɼճௗΏۃௗև͠Ξ͗͗ࢴ͞ͳΝஎͮͱ͏
ͱ͚Ηͱ͏ͪͲɼࠕʹ͑͢ ͪΔ͏͏Ξͫͳ͏͑૮

ʰ౨ೖຌਔࢩࡄԋͶ͕͜Ζ̏̎೧ৄݗͳݶʱʛޛࠕوໝ֒ࡄͶ͜ͱࠕɼखΕૌ͞ͳʛ54



͚͗ͪ͠ Ξ͍ΕΉ͢ ͪɽҲ͖Δ৶བؖܐΝࡠΖؔ࣎ͺ
͍ΉΕචགྷ͵ ɼ͚٠ڢΝ͢Ώ͖͍ͤͮͪ͗ΕΉͤ͢ɼ
ͱਕ͗ᷕΗͱ͏Ζয়ͮ͵ߨพϜροϱήΝʹΞʹΞݺ
ସ͍ΕɼΉͪɼஏҮΫʖϏʖλϱͳͯ͵͗ΕΝ
ಊͳ͖ͪ͢͢ ͱஏҮͶંͮߨͱΔ͑ ๏๑Νͳͮ
ͪΕɼઍୈӼ͖ΔϚϧϱτΡΠώηΝཱིͱͱɼ੶
ͶϒηφϱͲૻΖͳ͖ɽήϩʖϕୱҒͲཔͱ͏ʹ͵ת
ͪͫ͏ͪ๏͗͢Ώͤ͏Ͳɼͨ͑ ͏͑ϕϧϱɼϕ
ϫήϧϞࡠΕ͵ ʹͶҲॻͶܯժ Ή͢͢ ͪɽ
ʓ࣎ԋླྀΗΝಁΉ͓ͯͯɼͨࢩ͵ઔʁસରదٶ
Ͳ �൬ΏΔ͵͜Ηͻ͏͜͵͏͞ͳͶकءΝ͏ͱ৯ʓ
ΏΔΗͱ͏ͪͳ͏͑͞ ͳͲ Β͑͢ ͖ɽ
ʁͨͯΕͲΏͮͱͺ͏Ή͢ݬ℮ ͪɽͨΗ͗ͤ΄
ͱ͑ Ή͚ ͏ͮͪͳͺ͓ࢧ͵͏Ͳͤ͗ʞʞɽ
ઔʁϚϧϱτΡΠαʖυΡϋʖφͶͯ͏ͱͺɼև͠ٶ
Ξͨͨ࣎࣎ଲԢͶҲͫͮͪͳ͏ ͳ͑͞ Θ
Ν͕͏ͪͫ Ή͘͢ ͪɽ͞ͳΝݡੀ͓ɼ৯ʓ͵ܙ
αʖυΡϋʖφͶـΝഓΕ͵͗Δͮߨͱ͏ͪͳ͏͑͞
ͳͳɼૌ৭ͳ͢ ͱͳͱรͫͮͪͳ͏͑͞ ͳͺɼࠕ

್͕ਕ͕͖Δ͑͞ ͳ͗Ͳ Ή͘͢ ͪɽॵͺ
͵අ͖ंࡄΔωʖθ͍͗ͮͪͳ͏͑͞ ͳɼࢩԋͪ͢
͏๏ʓѻౙద͵ਕ਼ɼͨଲԢͶॄ͢ͱ Ήͮ͢ ͪ
͞ͳͺؔҩ͏͵͏ͳ͏ࢧΉͤɽͨ݃Վɼਈదɼਕ
ҽద༪༡͗͵͚͵ ͮͱ Ή͢͏ɼຌཔखΕૌΉ͵͜Ηͻ
͏͜͵͖ͮͪ͞ͳͶଲ͢ͱ۫ରదͶଲԢͲ͘͵͖ͮͪ
ͳ͏͑͞ ͳ͗ɼฑ ��೧ౕͶΉͳΌͪऀ֒ࡄڢϚϧϱ
τΡΠιϱνʖৄݗͶৰΗΔΗͱ͏ΉͤɽͨΗͺ
͵ͧͨΓ͑ ͵͞ͳͶ͵ͮͱ͢ Ήͮ ͖ͪɼʹ͵͖͕ͪ
͢͏ͪͫ͜Ή͖ͤɽ

Ѫ෨ʁ͍ͪͣ״࣎ͺɼh સ෨ଲԢ͢͵͜Ηͻ͏
͜͵͏ʱͳ͏͑͞ ͳɽࢩԋͪΌͶཔͱ͚Ηͪ๏ɼϚ
ϧϱτΡΠ͠ΞͲ͍ͮͱɼඅ͠ࡄΗͪे͠ΞͲ͍ͮ
ͱɼસ෨ण͜ਐଲԢͲͪ͢ɽͪͳ͓ͻघఽͮͱ͍
͝ΖΓͳݶΚΗͱɼ୴ͳ͢ ͱͺસ෨ଲԢ͢͵͜Η
ͻ͏͜͵͏ɽͨͪΌ͗ؔ࣎ѻౙదͶঙ͵͖ͮͪɽ
णԋͤΖͳ͏͑͞ ͳೋ͢͠ ɼຌͶ͵ΞͫΘ͑
͖ͳ͖ɼͨ͑ ͏ͮͪΝ״ Ήͣ͢ ͪɽྖஇɼʹ
Δ͚͏ؔغͲʹ Δ͚͏ਕ਼͗චགྷ͵͖ɼͳ͏
ͱ͗ΉΖཱིݡ͑ Ε͘௭Ό͵͖ͮͪ͞ͳ͍͗ΕΉ͢ ͪɽસ
෨ण͜ਐͫͮͪͪΌɼસͱͶଲԢ͢͵ ͱ͚ͺ͵Δ͵͖ͮ
ͪͳ͏͑͞ ͳ͗͝ڏΔΗΖͳ͏ࢧΉͤɽʹ͞ऀڢͲ
ͨ͑ ͏ ͳ͑͞ Θ͍͗ͮͪΞ Ύͣ͵͏͖ͳɽ͖ͫΔϚϧϱ
τΡΠιϱνʖͶ͠ࡶΗΖͺɼʹ͑͢ ͱ൳Ό͵͏
Ͳͺ͵͏͖ɽ
Ξʹ͑Ͳͤ͠ݬ℮ઔʁٶ ʃ͖ɻௗ͏ͲݡΔΗΖͫ͜
எ͍͗ݡΕ͵͗Δɼͨ͞Ͷ͠ࡶΗͱ͏Ζऀ͗ڢ
͚ͪ͠ Ξ͍ͮͪͳ͏͑͞ ͳͶؖ͢ͱͺɼʹ͑͢ ͱ͵ΞͲ
Β͑͢ ͖ɽ
Ζඅ͗߁ʁ͞ΗΆʹਛ͵අ֒ͲɼͶݬ℮
֒ଲॴͶৼର͏ͱ͏ͪͳ͏ࢧΉͤɽຌͺɼ
୯ͪΌՁͪΌࢩԋΝڢऀ͑ߨ͵͖ͳ͏ α͑
ϱιϱγηΝऀ಼ڢͲखΖචགྷ͗ઊଲͶ͍ͮͪͳ͏ࢧ
Ήͤ͗ɼͨ͑ ͏͑ؔ͵͚-&1ˠ� ͢͏ࢩԋର͗
Ͳͪ͘Εɼ-3)ˠ � ঁֻڌΝण͜ͱքจ૬Ώ
ೋࢩԋΝ͢ ͱ͏ͪ1*2͗ೖຌ಼ࠅͲॵΌͱಊΝ
࢟ Ή͢͢ ͪɽΊΞ͵ϕρεϣܗΏϕϫζΥέφܗͲཔ
ΖΞͲͤɽͥݡஎΔͥਕͪͬ͗ξʖρͳͮͱ͘ͱɼ
͞ΗΉͲೖຌͲࢩ֒ࡄԋͽͳͯૌΊͲ͍
Ζɼ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖΝஎΔ͵͏ਕͪͬ͗ऀ
ΌͪΕɼ࿊ٽͶཔΖɽͨ͞Ͷଲ͢ͱཀྵմΝߨͳ͖ڢ
ͮ͵Ζ૮घͶͤܠ ͱΔ͑ ͳ͞ɼࠕѪ෨͠Ξ͗ͪͮݶ
Γ͑ Ͷસ෨ण͜ࢯΌͱΏΕखΕ͢ ͵͏ͳ͏͜͵͏ɽͨ͑
͏͑Ͳͥ ͳͮࠠཛྷ͢ͱ͏ͪΓ͑ ͗ͣ״͵ Ήͤ͢ɽ
ͳϏϭʖώϧϱη͗ͤ͟ߨʁΉͪɼݬ℮ ݡ͚
͓Ή͢ ͪɽऀڢқ݀ࢧఈΝ୴ Γ͑͑ ͵ཱིͶ͍Ζਕ
ͪͬ͗ٚͶ͵ͮͪͳ͞ ΘͺɼٸΓΕآघ๏͗ଡ
͏ͳ͏ࢧΉͤ͗ɼͨ͑ ͏ ͳ͑͞Θͺқ݀ࢧఈ͗Ͳ͘͵
͏য়ڱͶ͵ͮ ͪΕͳ͖ɽͨ͑ ͖Δགྷ੧ɼߨͶɼ࣎͑͏
͏͵ԋͳ͖ͲͺࢩϚϧϱτΡΠιϱνʖͳ͖ਫ਼֒ࡄ
Ͳಊ͏ͪͳ͞ܙ Θ͍Ζɽ͍ΖࢤௌͲͺऀ͗ڢΏΘ͑
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ͳͮࢧͱ͏ͪͳ͞ΘɼٻԋࣁฤͰ
͜͵ʹΝ͢ͱ͏Ή͢ ͪɽ132͗җΝ
ण͜ͱɼՀઅेࢩԋͶͮͪΕͳ͖ɽ
ΓΔ͵͏ର͗ण͢ͱ͏Ζ͏ࢧ ͳ͞
͍ΕΉ͢ ͪΓɽ
ਇปʁࢴɼ℮͠ݬΞ͗ھΖΓ͑ Ͷɼ
ఢ͢ͱ͕͖ࢨଈ՟ୌΝͬ͘Ξͳߨ
͵͏ͳ͏͜͵͏ͳ͏ࢧΉͤɽඅࡄޛɼ
ٺͶɼࢤΏௌસରඅࡄয়ڱΝʹ
͑͏͑͑ͶѴͲ͘Ζ͖͗॑གྷͫͳ
ໝͫͮͪوͱ͏Ήͤɽ͞ΗΆʹͮࢧ
Ͳɼસରয়ڱѴ͗ங͚͵ ͮͪͳ
͏͑ͺ๏͵͏Ͳͤ͗ɼͨΗͶ͢
ͱɼϚϧϱτΡΠιϱνʖΏऀڢͶʹ
෨ࢩԋΝғབ͢ͱ͏͚͖ɼඅंࡄસରয়ڱ
͗ѴͲ͘ͱ͏͵͏ͲඉͶᐈຖͶ͵ͮͱ͏ͪ͵ͳɼ
Ͷ͑࣎Ήͤɽ͍͏ࢧΕศΖͳ৾ࠕ ঙ͢ɼਐͨ͑
Ͳͤ͗νϝϱήɼ�յͫ͜Ͳ͵਼͚ յͶోͮͱɼ͢ ͮ
͖Εͳસରয়ڱѴ͗͠Ηͱ͏Ηͻɼࡑඅंࡄ
ୌͶΌͶݡ௪ཱི͗ͬ͢ɼࣰࡏΠϕϫʖο
ՆͶ͵͖ͮͪͳͮࢧͱ͏Ήͤɽߨଈસରয়
ΝѴͤΖͪΌϜϱϏϭʖͳ͖ɼͨ͑ڱ ͏ͮͪқັ
Ͳրવ͗චགྷͶ͵ͮ ͱ͚ ΖͫΘ͑ ͳ͏ࢧΉͤɽ
ஓ࠴ʁΆʹ℮͠ݬΞͮھͱ͏Ή͢ ͪ͗ɼͤࡄΖ
ͳඅࡄஏͶͳͮ ͱͺસ͚எΔ͵͏ରΌ༹ʓ͵ࢩ
ԋं͗ͮͱ͘ͱɼऀ֦͗ڢର৶བ֮
ΝݺพͶଲԢͤΖͺຌͶรͫ͵ͳ͓ߡͱ͏Ήͤɽ
੶תͲϚϧιϱ͗ؔࢩԋؽΝՎͪ͢ɼຘ൫ࢩԋ
ं͗ॄΉΕɼ132ɼݺਕϚϧϱτΡΠɼऀڢ৮ҽ͗
ๅިΝͤΖ͍͗ΕΉ͢ ͪɽఈغճ٠͍͗Ζͳ
͢͏ରɼͳΕ͍͓ͥͨ͞ͶاΝड़༹͢ʓ͵ରͳ
ΝͯܐΖ͓ؖݡا Ζ͚͞ͳ͗Ͳ͘ɼࢩԋͤΊΚ
͜Ώࢩԋϩʖϩ͵ʹࢩԋؖंܐસରͳ͢ ͱ݀Ήͮ ͪ͞
ͳ͗ঙͥͯ͢ฑ६Կ͠Ηͱ͏͘ɼಋ࣎Ͷɼࢩԋରಋ
ࡏԋͤΖࢩଠରόΤύΤ͵ʹΝ֭ಚ͢ɼ͗࢞
ࠠཛྷΏࢩԋยΕ͗ݰΕɼࢩԋ࠹నԿ͗ͺ͖ΔΗΉ
ͪ͢ɽ͞खΕૌΊ͗౨ΏͨޛඅࡄஏҮϠ
υϩͶ͵ͮ ͱ͏ͮͪͳͣ״ͱ͏ΉͤɽΉͪɼϚϧιϱؽ
Νऀ͗ͫ͜ڢસͱ์͓ΖͳϏϱέ͢ ͱ͢ Ή͑ Ͳݩܨ
͍Ζ৶བͲ Ζ͘ରͶ༹ʓ͵ༀׄΝͦͱ͏ ɽ͚ྭ͓
ͻɼϚϧιϱणɼωʖθࠬɼϚϧϱτΡΠΏे

ϓΧϫʖ͵ʹɼޛࠕଠରͶͦΔΗΖ෨
͍ΖͲͺͳͣ״ͱ͏Ήͤɽ
ͱͪɼ͍ΖқັՎ࣍͗͑ઔʁΊΞ͵Ͳ͢ٶ
෨Ҳ෨ஏҮͺͲ͘ͱͪ͘͞ͳ͗ɼޛࠕͶ͗ܪΖ
͖͵ͳ͏ࢧΉͤɽ

　【居住形態によらない被災者支援の必要性】

ઔʁକ͘Ή͢ٶ ͱܙेڋସͶΓΔ͵͏අࢩंࡄԋͶ
ͯ͏ͱɼ͕Ν͏ͪ͏ͳ͏ࢧΉͤɽඅࢩंࡄԋࣆ
ԋ͗ΆͳΞࢩॵͺϕϪύϔՀઅे࢟ۂ
ʹͲ͍ΕɼΊ͵͢ՀઅेΏࡑ๏ʓࢩԋͶघ
͗յΔ͵͖ͮͪͳ͏͑͞ ͳ͗ɼଡ ͚ࢤௌൕͳ͢ ͱ
͍͗ͮͱ͏Ήͤɽ Ή͠͡Ή͵՟ୌΏഐ͍ͪͮ͗ܢͳࢧ
͏Ήͤ͗ɼ͘͵ࢻ఼ͲસࠅదͶಊ͠Ηͱ͏Ζɼஓ
Ξ͖Δ͕͏ͪͫ͜ΉͤͲ͠࠴ Β͑͢ ͖ɽ
ஓ࠴ʁ132ɼ1*2ཱི͖Δͦ͠ݶͱ͏ͪͫ ͳ͚ɼ
ΉͥϕϪύϔՀઅेͶؖ͢ͱͺɼߨɼऀڢ͵ʹ
ͳಋͣΓ͑ ͶݒΏଚ͓ݡ͗ࡑΖ෨͵Ͳɼଡ ͚
132ɼ1*2͢ྙڢ͵͗ΔͮͱγϫϱಊΏɼਮ
͘ड़͢ɼҧྪഓා͵ʹΝͮߨͱ͏Ή͢ ͪɽͨ͑ͬ
ໃྋͳ͏͑ͺΉͥ͏Ξ Ύͣ͵͏͖ͳ͏͑͞ ͳͲɼे
ཱིࣙΝ୴ฯͪ͢ܙͲࢩԋΝͤΖΓ͑ ͵ླྀΗͶ͵ͮ
ͱ͏ͪͳ͏ࢧΉͤɽΊ͵͢ՀઅेͶؖ͢ͱͺɼౕ
దͶࢩԋͺघമ ɼ͚අंࡄݺਕๅΝߨͳ͢ ͱ
132ʙ 1*2༙ڠͺౕʀӣ༽ͺೋ͖ͮ͢
ͪͫͳ͏ࢧΉͤɽ132ʙ1*2ͳ͢ ͱͺๅ͗͵͖ͮ
ͪͲɼࡃܨదͶࠖೋ͵য়ڱͶ͍Ζ๏Ͷ͕ธΝഓΖͳ
Νड़͢ͱɼͨΗΝͮ͘ࠄ߁͑͏ ͖͜Ͷඅंࡄͳͯ͵͗Ε
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૮ଲԢͤΖ͵ʹɼΠΤφϨʖο๏Ν͢ͱ͏
Ή͢ ͪɽࡑඅंࡄͶؖ͢ͱͺɼߨๅΝͮ࣍ͱ
͏͵͏য়͍͗ڱΕͨͨࡑඅंࡄͳͺՁ͖ɼͳ͏
ͳ͑͞ Θ͖Δ࢟Ήͮ ͪͳ͏ࢧΉͤɽͪͫɼऀڢΏ 132
ʙ 1*2͗ेͳંͤΖͲʰ͞Ηͺรͫʱͳ͏͑
๏͚͗ͪ͠ Ξड़ͱ͘ͱɼରͶΓͮ ͱͺૌ৭خ൭੮
ओͲوۂࣆໝঘ͠͏͵͗Δ͵Ξͳ͖ϚϧϱτΡΠ
Ώָਫ਼Ͷ͢ྙڢͱΔ͏͵͗ΔϫʖϧʖࡠકͲๅ
Νखͮͱ͏ ͳ͚͏ Γ͑͑ ͵ଲԢ͢ ͱ͖ͪ͘ͳ͏ࢧΉͤɽ
͖͢͢ɼࢩԋंͳ͢ ͱࡑඅंࡄࢩԋ͗ॉͲ͍ͮ
ͪͳͺ͓ͥݶൕ఼Ͳ͍Ζ͖ͳ͏ࢧΉͤɽ
ઔʁ132ɼ1*2ཱིͲɼๅΝಚ͵͗Δ৯ʓٶ
͵අࢩंࡄԋΝͮߨͱ Δ͞ΗͱɼͨͲ͓ݡͱͪ͘
ͪ͵අंࡄͳ͖ɼࡑඅंࡄͳ͖ɼͨ ͑͏ͮͪ๏ʓ
ୌͶͯ͏ͱಆΝೲΉͦ͵͗ΔࢩԋΝ͢ͱ͏ͪͳ
͏͕͑ͫͮͪͳ͏ࢧΉͤɽ༹ ʓ͵ࢩԋΝ͑ߨͶ͍ͪͮ
ͱɼஏݫߨΏऀڢΝ௪ͣͱࢩԋΝͮߨͱ Δ͞Ηͪ
ͳ͏ࢧΉͤ͗ɼͨϟϨρφͳ͏͑ͺં״ ΔͣΗΉ
͖ͪ͢ɽ
ஓ࠴ʁ ͨ͑ Ͳͤɽ132ʙ 1*2ͺஏҮे͖Δͺ
எ͠Ηͱ͕Δͥɼ৶བΝಚΖ͞ͳͶͪྂ͢ۦͳ͏ࢧ
Ήͤɽेͳؔ࣎Ν͖͜ͱંͤΖͲɼͪͳ͓ͻۂة
͖Δ͕ΏࠞځΝ͢ڛͱΔ͏ɼऀڢͳҲॻͶΊ͵
͢Հઅ͕ͶुͶյΔͦͱ͏ͪͫ͏ͱɽͨ͑ͤ
Ζͳඅंࡄ๏ʓجΞͲɼऀڢཔु͑͞ ͏͑γϫ
ϱ͍͗ΖͲཔͱ͚ ͫ͠͏ͳ͏ Γ͑͑ ΕͶ͵ͮͱɼ͗ܪ͵
ΊΝਫ਼͖͢͵͗ΔͲͪ͘͞ͳͺඉͶ͘ک͏ޕ͕
͏͖͵ͳ͓ߡͱ͏Ήͤɽ
ΔΗͪΓ͑ھࠕઔʁͨ͑Ͳͤɼٶ ͶɼҲॻͶͳ͏
͑͞ ͳ͗ɼଡ͞Η͖Δͮ ͳٽΌΔΗͱ Ζ͚ͫΘ͑
ͳ͏ࢧΉͤɽͲͺɼਇป͠Ξɼಋ Γͣ͑ ͵͞ͳͲͤ͗ɼ
ແॶͳ͢ࣆԋࢩγϛݟ ͱંಊ͖Ηͱ͏ͱɼͨΗͶͯ
͏ͱ״Ώ͟қݡΝ͕͢͏ͪͫ͜Ή͖ͤɽ
ਇปʁݟγϛࢩԋࣆແॶ͗અ͠Ηͪͺ���� ೧
�݆Ͳͤɽ͖ͨ͞Δঙ͢Ḭͮͱਔً͖࣎ͪ͗͘ࡄΔ͞
ΗΉͲ �� ೧Νɼඅंࡄܙेڋସͳ͢ ͱ৾Εศͮ
ͱΊΉͤͳɼਔࡄޛͺષඈೋॶͶඈೋ͠Ηͪ๏
͗ଡ͖ͮͪͲͤ͗ɼՀઅे͗ �݆ɼ� ݆͚ Δ͏͖
Δઅ͗࢟ΉΕɼՀઅेͶɼϕϪύϔՀઅ
ेͳɼؔୁेΝՀઅेͶΊ͵ͤʰΊ͵͢
Հઅेʱ �͍ͯ͗Ζͳ͏͑͞ ͳ͗ͫΞͫΞΚ͖ͮ

ͱͪ͘ΞͲͤɽͨ͢ͱࡑඅ͗ंࡄ͏Δͮ͢ Ύ
Ζ͞ͳ͗ɼͨޛ �ɼ�೧͢ͱΚ͖ͮͱ Ή͘͢ ͪɽಋ࣎
Ͷɼඅౖͪ͢ࡄஏ͖ΔݟΏௌࢤͶඈೋ͠Ηͪ
๏ɼ͏ΚΑΖ߁ҮඈೋंͳݼͻΗΖ๏͚ͪͬ͗ͪ͠ Ξ
͏Δͮ Ύͮ͢ ͪͳ͏͑͞ ͳ͗ɼॳΝ௧ͮͱΚ͖ͮͱ Ή͘͢
ͪɽݟ࣎ͺɼ͏ΚΑΖϕϪύϔՀઅͶ͕ेΉ͏
๏ࢩԋΝৼͶ͓ߡͱ͏ͪͲͤ͗ɼͪͮࢧ
ҐͶΊ͵͢ՀઅेͶ͕ेΉ͏๏͗ଡ͏͞ͳΏɼ
ҮඈೋंͶͯ͏ͱͺʹ͑͵ͮͱ͏Ζ߁ɼंࡄඅࡑ
ͫΘ͑ ͳ͖ɼ࣏ʓͳๅ͗ͦرΔΗΖΓ͑ Ͷ͵ΕΉ͢ ͪɽ
͑͞ ͏͑͢͏য়͍͗ڱΖͳ͏͑͞ ͳΝঅʓͶஎͮͱ͏
͚ͲɼષɼࢩԋޛघͶյΖয়ସͲͪ͢ɽʹΞʹ
ΞޛघޛघͶ͵ͮͱ͏͚Κ͜Ͳ͖ͤΔɼʓΝ͓ߡͱ
ԋ͢ͱ͏ࢩ ͳ͚͏͑͞ ͳ͗ɼ͏ࢧࠕ͢ͱΊͱໃཀྵͲ
ͪ͢͢ɼـͰ͏ͪ࣎Ͷͺඅंࡄਫ਼য়ସ͖͗͵Εѳ
Կ͢ͱ͏Ζ͵ʹͳ͏͑͞ ͳ͗ଡً͚ ͪ͘ͺɼ͘͵ൕ
఼Ͳ͍Εޛջͳ͵ͮͱͮͱ͏Ήͤɽͨޛͺ֒ࡄ
ޮӨे͗ͮݒͱͪ͘Εɼཱིࣙݒ࠸ΏॄࡄҢͳ
͢ͱेٳ߅ͶҢΔΗͱ͏ͮͪΕͳܙेڋସ͗ʹΞʹ
Ξรય͢ͱ͏͘ɼ͖͢͢ࢩԋंଈͳ͢ ͱͺͨรયͶ
͵͖͵͖௧͏ͯ͜ͱ͏͵͖ͮͪͳ͏͑͗͘͵ൕ
఼ͫͳ͏ࢧΉͤɽ
Ήͮ࢟ԋ͗ࢩઔʁਇป͠ΞͺՀઅेٶ ͪ͞Θ͖Δ

͞͞ΉͲΝҲؑ͢ͱݡͱ͘ͱɼ৯ʓ͵՟ୌ͓͗ݡͱ͘
ͪͳɽΊ͵͢Հઅे๏ΏࡑඅंࡄɼݟΏࢤΝ
ԋ՟ୌ͗অʓͶΚ͖ͮͪࢩҮඈೋं߁ͫ͏ޏ
ͳ͏͑͞ͳͲͤɽ͞ΗͶͯ͏ͱͺ՟ୌͲ͍Εɼ͞
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 �� ೧Ͳ͓ݡͱͪ͘ՎͲ͍Ζͳ͏ࢧΉͤɽޛࠕ
ࢩ֒ࡄԋͶ͖͠͵ ͱ͚ͺ͵ΕΉͦΞɽͨͨخ
ຌద͵՟ୌͲͤ͗ɼॵͺڢऀͬͪࢴ৮ҽՀઅे
ࢩंڋԋόΤύΤ͗ΆͳΞʹໃ͏য়ସͫͮͪ͞
ͳ͍ΕΉͤɽͨͲࢩԋΝ࢟͠Ηͱɼ͟ۦ࿓͵
͠ΗͪΦϒλʖχ͵ʹͺ͍ΕΉ͖ͤɽ
ਇปʁ ͨ͑ Ͳͤɽ֦අࡄஏɼಝͶԌ؝ࢤௌΝ
ৼͶඅंࡄਫ਼ΝγϛʖφͤΖɼඅࢩंࡄԋγ
ϛʖφιϱνʖ͗અ͠ΗΉ͢ ͪɽࠕͺوໝ͗֒ࡄ
ً͘ΖͳஏҮ͏͓ࢩιϱνʖͳ͏͑໌সͲଏ͢ͱ
͏Ήͤɽਫ਼ࢩԋ૮ҽΏࢩԋҽ͵ʹͳݼͻΗΖ๏
͗ഓ͠Ηɼଡ͚ͅ ࣙ͟ਐඅ͠ࡄΗͪंࣆͲ͍Ε
͵͗ΔɼͨͶम͏ͪ๏ʓͲͪ͢ɽ࣎ͺ಼ݟͲɼ
ଡ͏࣎ͺ���� ໌Ґ๏͗ഓ͠ΗΉ͢ ͪɽٸݟ
ͺਫ਼ࢩԋ૮ҽ๏͗ɼಝͶෳࢳద͵ݩܨ
Ώ͵ʹΝ͕ͬ࣍Ͳ͵͏๏͗ͨ͑ ͏͑৮Ͷम͖Η
ͪͳ͏͑ׄ͗ଡ͖ͮͪͲɼͨ͑ ͏ͮͪ๏ͪͬ
रΝ͢ݜ ͖ͮΕΏΔ͵͜Ηͻͳ͏͑͞ ͳͲͪ͢ɽݜ͗ݟ
रରܧΝ͢ ͖ͮΕͮࡠͱɼસࠅαϝϣωτΡϧϓγϛʖ
φιϱνʖͳ࿊ܠͲɼਫ਼ࢩԋ૮ҽ͜ݜरΝ
ஏಕͶͪͮߨ͗࠹ॵ͖ͳ͏ࢧΉͤɽͨ࣎Ͷɼࡗਈʀ
࿑ਔࡄΏӿஏਔͲదͶಊ͠Ηͪ๏ͪͬ
͟ྙڢΝ͚ͪ͠ Ξ͏ͪͫ Ή͘͢ ͪɽ
ΌͱɼևԋΝࢩंࡄସͶΓΔ͵͏අܙेڋઔʁٶ
͠Ξ͗ॵඅࡄஏͲࢩԋΝ͑ߨͶ͍ͪͮͱɼஏݫߨ
ΏऀڢɼेͳؖܐΝࡠΖ͑ ͓Ͳ132Ώ 1*2
և͠ΞͺʹΓ͑ ࿓͍͗ΕΉ͢ۦ͟͵ ͖ͪɽஓ͠࠴
Ξ͏͖͗Ͳ Β͑͢ ɽ
ஓ࠴ʁΆʹਅͪ͢͝Γ͑ Ͷɼ132ʙ 1*2ͺஏ
ҮͲͺΓΕ͵ ͣΊ͗മ͏ͲͤɽͪͫɼΝͮ࣍
ͱ͏Ζରଡ ɼ͚ଡ༹͖ͯ͘ΌࡋΏ͖͵ࢩԋ͗Ͳ͘
Ζͳ͏͑کΊ͍ΕΉͤɽҲ๏ͲɼߨΏऀ߁ʹ͵ڢ
ҕͲࢩԋ͠Ηͱ͏Ζؖؽͳ࿊͗ܠ৶བͳ͏͑
Ͳമ ɼ͚ಝͶࡄॵͺݳࠠཛྷ͢ͱ͏Ζҟɼ৯ʓ
͵ͳ͞ Θ͗ϭρͳͮͱ͘ͱɼ͕ܐؖ͏ޕΝ͚ͯͮ ͱ
͏ΖՍ͵͏ͳ͏͑য়͗ڱକ͘ɼଡ ͚ର͗ߨΏ
ԋΝ͢ࢩͳพʓͶڢऀ ͱ͏ͪ͗غ࣎କ Ή͘͢ ͪɽͪͫɼ
ஏҮͶΓͮ ͱͺɼऀڢϚϧϱτΡΠιϱνʖ͗ͽͳͯ
૯ɼં఼ͳ͵ΕɼҲॻͶಊΝͤΖͲঅʓͶؖܐ
Ν͘࿊͗ܠਫ਼ΉΗͱ͏ͮͪͳ͏ࢧΉͤɽߨΏऀ
ޛɼ͞ରͺ৶༽Ͳ͘Ζͳ͏͑͞ͳ͖͗Εɼڢ

Ͷ༹ʓ͵132ʙ ͖ΔҗΝण͜ͱɼਫ਼ߨ2͗*1
ಊͲԋ૮ҽ͵ʹཱི͵ʹͲࢩ Ζ͘ͳ͏͑݃Վ
Ͷͪͮ͗ܪͳ͏ࢧΉͤɽ

　【生活支援相談員等の重要性】

͏͵ద͵৮ͲͺࢳΗɼෳ͠༼ޑͶޛ֒ࡄઔʁٶ
๏ଡ͚͏Δͮ͢ Ύͮ ͪɼਫ਼ࢩԋ૮ҽ॑གྷ
Ͷͯ͏ͱ͕Ν͏ͪͫͪ͘͏ͳ͏ࢧΉͤɽଡ ͚ஏҮ
े๏ʓͶਫ਼ࢩԋ૮ҽͳ͢ ͱಉ͏ͱ͏ͪͫ͘ɼ
ԋ͢ͱ͏ͪͫ͏ͪΚ͜Ͳͤ͗ɼͨ͑ࢩ ͏ͮͪ๏ʓ
ࢬແॶ͗ৼͶࣰࣆԋࢩγϛʖφιϱνʖݟरΝݜ
͢ͱ͏ͪͫ͘Ή͢ ͪɽͨ๏ʓΝࢩԋɼηʖϏʖώ
θͤΖ͞ͳ͗ऀڢΏγϛʖφιϱνʖͲͲ͖ͪ͘ͳ͏͑
఼Ͳ͏͖͗Ͳ Β͑͢ ͖ɽਇป͠Ξ͖Δ͕͏ب Ήͤ͢ɽ
ਇปʁϚϧϱτΡΠαʖυΡϋʖφ ͳ͖͞Δͮ͗ܪͱ
͏Ήͤ͗ɼਔ͗ࡄਫ਼͢ݡ͗͘ߨ௪ͦ͵͏ɼγ
ϛʖφιϱνʖ͗Ͳ͘ͱɼͨ͞ͶҲـͶਕ਼ਫ਼
ΗΉ͢͠༼ޑԋ૮ҽ͗ࢩ ͪɽͨϜϋζϟϱφͺक
ͶۂࣆΝणͪ͢ࢤௌऀ͗ڢ୴͏Ή͢ ͪɽଡ ͚๏͗
Νܧरରݜ͗ݟ͵͏ɼΆʹৰΗͪͳ͕Εݩܨ
͓ͱण͢ߪͱ͏ͪͫ η͘ΫϩΠρϕΝਦΕΉ͢ ͪɽݜ
रͳ͏͑ͺݳΝΗͱཀྵద͵͞ͳΝָͲ
ͤɽͨཀྵΝݳͲʹ͖͑͢ͱ͏͚͖ ͳ͏͑࣎Ͷ
͖ܿͦ͵͏͗ɼηʖϏʖώδʖༀׄͫͳ͏ࢧΉ
ͤɽೖʓಊͺʹ͖͑ͫͮͪ৾ΕศΕؽճΝ࣍
ͬɼͨΗͶԢͣͱঁݶΝͤΖ͵ʹɼݳͲηʖϏʖ
ώθචགྷͺ͚͖Δͣ״ͱ͏Ήͪ͢ɽ͖͢͢
؇ड़ͤͳɼηʖϏʖώθༀׄΝ୴͑ؔ͏ࢧΝ࣎
ཀྵ৮ۂແͳ͏͑ͺɼષ͵͗ΔඉͶͲͪ͢ɽ
ਔޛࡄ Ή͠͡Ή͵ଲԢͶ͍ͪΕɼ͘ߨΝݡ௪ͤ͞
ͳೋ͢͏ɼਫ਼ࢩԋ૮ҽͬ࣍ـ෨ίΠ
ΌͪηʖϏʖώθͺɼ͵͖͵͖ೋ͢͏͞ͳͲ͢
ͪɽ͢͏͗Α͓Ͷɼؔ؇ཀྵ৮๏ͺɼݜर
Ͷ͖͑͞ ͳ͠ ͓ೋ͖ͮͪ͢ͳ͏ࢧΉͤɽָ;͵
͖͵͖͵͖ͮͪͲͤ͢ɼḬͮͱݶ ͳ͑ਔࡄ͖Δɼ
ؔ؇ཀྵ৮๏͗ηʖϏʖώδʖͳ͢ ͱݜरΏָ;
Νण͜ͱ͖ͪ͘ͳ͏ ͳ͑ͨ͑ Ͳͺ͵͏ͳ͏ࢧΉͤɽ͞Η
ͺ132Ώߨಋͣ͞ͳ͓͗ݶΉͤ͗ɼқࣟదͶָ
ͺͳͳঙ͵͖ͮͪͫͳ͏ࢧΉͤɽͲ͖ͤΔɼ
Ͷͨ͑ٺ ͏ཱི͑Ͷ͵ͮͱηʖϏʖώθΝ୴͑ͺ
ೋ͚͢ և͠Ξۦ࿓͠Ηͱ͏Ή͢ ͪɽٮ؏దͶݡͱɼͳͱ
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ʹ͖͢͏ͬ࣍ـͲͪ͢ɽ
ͲڢઔʁηʖϏʖώθΝ୴͑ਕͳ͏͑ͺɼऀٶ
֫Ͳ͍ΕஏҮෳࢳखૌΊͶৼదͶؖΚΔ͵͚
ͱͺ͵ΕΉͦΞɽΚͦͱਫ਼ࢩԋ૮ҽ2-7
͢͵͜Ηͻ͏͜͵͏ɽ͍ͨͪΕۦ࿓ͳ͏͑ΝѪ
෨͠Ξ͖Δ͕͏ͪͫ͜Ή͖ͤɽ
Ѫ෨ʁ࣎ �݆�ೖͶ͖ࢤΔҗΝण͜ͱูॄɼ
Ήͪ͢ɽูॄ͏ߨर͵ʹΝݜ ��� ਕͶଲ͢ͱ��� ਕ
Δ͚͏ંͶཔΔΗͱɽસҽඅޑंࡄ༽ͳ͏͑য়ڱͲ
ͨંΝέϨΠ͢ɼޑ༽Ώۊଷ؇ཀྵɼͨ͑ ͏ͮͪ
સͱΏΔ͵͜Ηͻ͵Δ͵͏ɽͪͫୱ९ͶۂແΝ
ΏΗͻ͏͏ͳ͏͑͞ ͳͲͺ͵ ɼ͚ͨ॑ ͳ͠͏͑ͺ݃
ΕΉ͍͢ߑ ͪΓɽؔغͲୂ৮ͤΖ๏ଡ͖ͮͪ
Ͳͤ͛ΉูͪॄΝ͖͜ͱɼં͢ͱɼͳ͏͑Νຘ݆
Γ͑ Ͷ܃Εศͤয়ڱ͍ΕΉ͢ ͪɽ�݆Ͷݜरϕϫ
ήϧϞΝࢩ࣎ԋ͢ͱ͚Ηͱ͏ͪۂةͶࡠ͢ͱΔ
͏ɼ͗ࢴ �ೖؔݜरΝҲਕͲ୴͢ͱ͏Ή͢ ͪɽ݃
ݶΞʹ͖ͮͪͲͤɽਇป͠Ξ͢ߑ Γ͑͑ Ͷɼͨ͑ ͏
͑͞ ͳΝ͢ ͱͪ͘ਕؔ Ύͣ͵͏ͶݜरΉͲ୴ͤΖΚ
͜Ͳ͖ͤΔɼͨ͞ͶՅ͓ͱ৮ҽۊଷ؇ཀྵͳ͖͢ ͵
ͱ͚ͺ͵ΕΉͦΞɽඅޑंࡄ༽ͳ͏͑͞ͳͺɼඅंࡄ
͗අंࡄΝݡगΕͶߨ Κ͚͜Ͳ͖ͤΔͨৼԼΏ
͖Ͳ͵͏ͳ͞Θ͍ΕΉ͢ ͪɽ͖ࢤΔݶΚΗͪͺࣙ
Ͱ͏ͪͺΏͺΕـ༩Ͳͤ͗ɼ�೧Ͷཱིݿͳࡶ
αϝϣωτΡ͗ͫࣆͳ͏͑͞ ͳɽࢤͳ٠ڢΝ͢ɼ
җ༹ॽͶαϝϣωτΡࢩԋͳ͏͑ΝΗͱΔ
͏Ή͢ ͪɽ͍ͨͪΕΝࢩԋंͳ͢ ͱࢩԋҽ͠ΞͶΚ
͖ͮͱΔ͓ΖΓ͑ ͵๏͵ʹɼͨ͑ ͏͑͗݃ߑ
ೋ͖ͮͪ͢Ͳͤɽͪͮͪ�೧ͲָΞͲΔ͏ɼͬͪࢴ
ༀͺͨ͞͵Ξͫͳ௭ΞͲΔ͑ ͺ͵͖͵͖ Ή͚͑
ߨ Ήͦ͘Ξɽݜर͖ͪ͢Δͳ͏ͮͱಋ ϪͣϗϩͶ͵ΖΚ
͜Ͳͺ͵ Ҳ͚ਕҲਕଌ͓๏͗ҩ͑ɽࢥߪਫ਼ͮݶ
ͪ͞ͳΝଌ͓ͱͯΉϛϱφ͗ҩ͑Ͳɼ͍ͨͪΕ
Νʹ͑ͪ͢Δ͏͏͖ೲΊΉ͢ ͪɽͨޛɼࢩԋ
ҽͫͮͪ๏͗Ҳ෨Ͳͤ͗ਫ਼җҽͶ͵ͮͪΕɼ͢ ͚
ͺγϫϱࣰंࢬͶ͵ͮͪΕ͢ ͪ๏͏Ήͤɽͨ͑ ͏͑
रΝݜΉͲࠕಊΝ͢ͱ͏ͪͫ͏ͱ͏Ζͳ͏͑ͺɼ
ͱ͏ͪͫ͏ͪ๏ʓૄ͏ͨ͞Ͷ͍͖ͮͪ͢ࢬࣰ
͢ΗΉͦΞɽਕࡒͳ͏ ͑ΝඉͶଡ͚ഒड़͢ͱ͏
ͪͫ͏ͪͲͺͳ͏ࢧΉͤɽ
رஏҮͶޛԋ૮ҽͫͮͪ๏͗ɼͨࢩઔʁਫ਼ٶ

ΕశͮͪܙͲಊ͠Ηͱ͏Ζͳ͏͑Վ͗ɼ৯ʓ͵ܙ
ͲͨޛۂࣆͶͯ͵͗ͮͱ͏ͮͪΕɼ੶ڢऀࢤתͲ
ஏҮෳࢳαʖυΡϋʖνʖ༄Ͷͯ͵͗ͮͪΕɼଡ
͚Վͮ͗ڏͱ͏Ήͤɽ͞ ΗΉͲ૮͵ۦ࿓͍͗ͮ
ͪͫͳ״ ΔͣΗΉ͢ ͪɽ
ʁͽͳͯՅ͓ͱ͏͏Ͳ͖ͤɽηʖϏʖώθݬ℮
Ͳͤ͗ɼ͑ࣆ͖֮Ͷؽ ͽͳͯࣆ͵͗ιϩ
ϓίΠɼϧϱίΠɼࢩԋंࢩԋͳ͏ ͑ͫͳࢧ
͏Ήͤɽਔ͖ࡄΔ�೧ޛɼΊΏ͙ਫ਼ڢΏೖຌ <:&$ɼ
ԋιϱνʖΝཱིͬ͝Ή͢ࢩԋंࢩରͲࢴ ͪɽ
੶תਫ਼ࢩԋ૮ҽϨϓϪρεϣϕϫήϧϞΏ߄
ࢤҲഩ್ೖϨϓϪρεϣςΠʖࣰࢬ͵ʹΝߨ
͏Ή͢ ͪɽޛࠕɼوໝ࣎֒ࡄͶਫ਼ࢩԋ૮ҽ͗
ഓ͠ΗɼஏҮ͏͓ࢩιϱνʖ͗߅దͶखૌΉΗ
Ζ࣎Ͷͺɼͨ͑ ͏ͮͪඅ͢ࡄ͵͗ΔࢩԋͶ͍ͪͮͱ͏
ΖਕηφϪηίΠɼృ͘ड़ ͳ͖͢ɼͨ͑ ͏͑ରΝ͘
ͬΞͳͪͮࡠ๏͗͏͏ɽ͗ंࢀͮͱݺพͤΖ
ͳ͖ɼϨϓϪρεϣؽճ͗චགྷͲͤɽ
ԋͤΖཱི͖Δɼࢩԋ૮ҽ๏ʓΝࢩઔʁਫ਼ٶ
ࣆηφϪηίΠंࣆԋΝକ͜Ζࢩ ͠͞ ͑͏ͮ
ࢧճͶΚ͖Ζͳ͏͑ͺɼ͞ΗՎͫͮͪ͵ͳؽͪ
͏Ήͤɽ

　【長期的視点の重要性】

ઔʁ͞ΗΉͲٶ �� ೧ɼௗ͏͖͖ؔͮͱ༹ʓ͵ஊ
ͶԢͣͪࢩԋͶखΕૌΉΗͱͪ͘ͳ͏ࢧΉͤɽͨͨ
͞Ξ͵Ͷௗ ԋ͗චགྷͳ͏ࢩ͚ ͑ϟʖζΝͮ࣍ͱ͏ͪ
͖ɼௗغద͵ࢻ఼ͶཱིͮͪஏҮࢩԋɼݺพࢩԋΝ
ߡͱ͏͖ͪɼ͍Ζ͏ͺ͓ߡ͑ʹ Δ͓Η͵͖͖ͮͪɽ
132ཱི͖ΔௗغదࢩԋͶؖΚΕକ͜Ζ ͳ͞Ν
ఈͲ͖ͪ͘ɽͨ͑ ͏ͮͪ͞ͳΝಁΉ͓ͱɼͨΗͩΗ
͕͢͏ͪͫ͜Ηͻͳ͏ࢧΉͤɽஓ͠࠴Ξ͕͏ب Ή͢
ͤɽ
ஓ࠴ʁ132ΏࢩԋंཱིͲ͑ݶͳਜ਼ɼ୯͗
͞Ξ͵Ͷௗ͚͵ Ζͳͮࢧͱ͏͵͖ͮͪͳ͏ࢧΉͤɽ
ஏҮ಼ଡ͚๏ʓ͗ৼΝ௩Όɼϭρͳࡄͺඅ࣎ࡄ
ԋं͗౨ͶॄΉΖΓ͑ࢩ ͵য়͍͗ڱΕΉ͢ ͪɽॵ
ͺغͯΕͲϚϧϱτΡΠιϱνʖͶΕɼಊ
ΝͤΖͲௗغԿͤΖڷΝͪΕͶ͢ɼ͖ࡄ
Δ̑ ೧ఖٺەͬܨద͵ϓΥʖθ͗शΚͮͪޛஏݫͶ
ਕΏݺԿͪ͢ݫΕɼࣙͪͬͲૌ৭Νཱིͬ͝ஏ
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132ʙ 1*2͚ͪ͠ Ξ͍ΕΉ͢ ͪɽྭ͓ͻɼՀઅे
ॶͶΓͮ ͱͺైิͲഛ͏Ώ௪Ӆ͗ࠖೋ͵
ਕͪͬγϛʖφͶଲ͢ɼݺਕϚϧϱτΡΠ๏͗Ң
ಊࢩԋ132Νཱིͬͪ͝Εɼ1*2ݳஏηνρϓ
͗132Νཱིͬͪ͝ΕͤΖ๏ʓ͚ͪ͠ Ξ͏Δͮ͢ Ύ
͏ΉͤɽஏݫͶ͚ͪ͠ ΞରΏ୴͏घ͗ਫ਼ΉΗͪ
ͳ͏͑͞ ͳͺɼೖຌऀճͶ͕͏ͱຌͶ͘͵ड़པࣆ
ͫͮͪͳ͓ߡͱ͏ΉͤɽҲ๏Ͳɼۜࣁୌ͗ਫ਼
͢Ή͢ ͪɽಊΝକ͜ΖͲҢಊͪ͢ΕࣆແॶΝईΕ
ΖͪΕɼਕΝޑ༽ͪ͢Ε͵ ਈʀࡗචགྷͶ͵Εɼ͗ۜࣁʹ
࿑ਔࡄΏӿਔࡄ࣎Γ͑ ͵ௗغద͵ࢩԋ
Η͵͏ঁۜͶͲɼ͖ͪͮ͵͗ۜخڷɼۜࣁ
ଡ ͚ର͗ਅ੧͢͵͗Δɼཔ೧ʹ͑ͤΖ͖͵ʹݗ
౾ΝঘࠃΊͶΏΕ͵͗ΔՁͳ͖ಊΝͯ͵͝ͱ͏ Ή͘
ͪ͢ɽૌ৭ӣӨΏܨӨͶΉͮ Ηͱ͏͵͏ଡ͚ͪ ͚
๏ʓ͗ͳͶ͖ ͚՟ୌΏಊ͗ʹΞʹΞΗ
͗ΖͲɼૌ৭خ൭Ώௗغద͵ࢻ఼ͳ͏͑͗
ཀྵͲ͘͵͏ΉΉૺΕକ͜ͱͪ͘ର͗ଡ͖ͮͪͳ͏ࢧ
Ήͤɽ͕ Δ͚ͨ ʹ͵ۜخڷΔ͖࣎ࡄͺɼޛࠕ
ௗغద͵ۜࣁ͍͗ΖͲકྲྀద͵ࢩԋ͗ఴ͠
ΗΖΓ͑ ͵ͱ͏͖͓ߡؔߨૌΊΝ͵ ͱ͚ͺ
͏͜͵͏ͳ͏ࢧΉͤɽΉͪɼૌ৭ܨӨͶؖͤΖݜरک
ԿͶؖ͢ͱɼ132ʙ1*2ɼऀڢɼߨ͵ʹඉӨཤ
ιένʖસରͳ͢ ͱɼରܧద͵ݜरౕΝऀճͳ͢ ͱ
୴ฯ͢ͱ͏͚͞ ͳ͗ͫ͵ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ
๏ʓݫକΝஏܩԋࢩΞɽ͠ݬ℮ઔʁͲͺɼٶ
Ͷͥ ͳ͓ͮͱ Δ͞Η͖ͪͳ͏ࢧΉͤ͗ɼͨ ΗͶԢͣͱ
Δ͞Η͵͖ͮͪऀڢɼର͍͖ͮͪͳ͏ࢧΉͤɽͨ

͞ݬҾͺʹ͑ ͏ͮͪͳ͞ ΘͶ͍Ζͳ͏ࢧΉ͖ͤɽ
Δ�ʛ͖ࡄΉΉਔְ״ૺړʁݬ℮ �݆ Δ͚
͏ΉͲૺΕକ͜ͱ͏ΖɽͨؔͶړૺΝʹ͑ͤΖ
͖ͳ͏͑ܯժΝ͢͵͏ͳ͜͵͏Ͳͤ͗ɼڢऀݟ࣎
ͳҲॻͶԚ佄ɼآবɼ໌ख͵ʹͶ͘ߨɼௗغద͵
ͱ͏ͪΝְ͓ͱͮࡠΝؔ࣎Ζ͓ߡ఼Νཚͬ͏ͱࢻ
͏ΉͤɽՀेΉ͏͖ΔशेΉ͏Ͷߨ Ή͚Ͳࢩԋ
Νʹ͑͢ ͱ͏͚͖ ͳ͖ɽҌͤΖͲͺ͵ ɼ͚ݡ௪͢Ν
ҲॻͶཱིͱΖͳ͏͑ࢩԋ͗චགྷͫͳ͏ࢧΉͤɽਫ਼࠸
ݒ࠸ਫ਼͗ݒ࠸Ͳؔҩͮͱͺ͏͜͵͏͗ɼेݒ
Ͳͺ͵͏ͳ͏͑͞ ͳɽਐରɼࡃܨɼͯ͵͗Εɼऀճࢂ
Յ͵ʹ͏ΘΞ͵͍͗ͮͱॵΌͱਫ਼ͤݒ࠸͗Ζͳ͏
͑͞ ͳΝɼրΌͱ͏͢ͱΔ͑ ճචགྷ͖ɽؽ
ద͵͞ͳغૺΝ͢ͱ͏ΖؔͶɼௗړઔʁٶ
ΝҲॻͶ͓ߡͱͪ͘͜ΗʹɼͨΗΝཀྵմ͢ͱ͏ͪͫ͜
͵͖ͮͪ͞ͳਜ਼͍ͮͱɼͨͪΌͶޛघޛघ
ಊ͗ଡ͚͵ ͮͱ͢ Ήͮ ͪɼͳ͏͑͞ ͳͶ͵ΖΞͲ Β͑͢ ͖ɽ
ͱ͏Ζͳɼͮࢧԋͳ͖Πχώη͗॑གྷͳࢩࠕʁݬ℮
ͨΞ͵ ͳ͞ݶΚΗͱͳ͏ְ͑״Ͷ͵ΕΉͤɽͨ͞
ͺΏͺΕۅݡΌͱ͍͝͵͏ͳɼҲวౙͶ�೧ɼ�೧ޛ
͞ͳΝ͓ߡΉ͢ Β͑ ͳٺͶݶΚΗͪͳ͏ְ͑״Νͪ࣍
Η͵͏Γ͑ ԋंͳ͢ࢩ๏ͺԋࢩ͵ ͱ॑གྷ͖͵ͳࢧ
͏Ήͤɽ
ઔʁਇป͠ΞͶ͕ซ͘͢ٶ ͪ͏Ͳͤ͗ɼ༹ʓ͵ࢩ
ԋΝ͠Ηͱ͏ͱɼ৯ʓ͵๏͖Δࢩԋ૮Ν͠Η͖ͪ
ͳ͏ࢧΉͤɽͨΗ͗͵ͧɼ͑ Ή͚ մ݀Ͷ݃;͖ͯ͵͖ͮ
͖ͪɼ͵ ͮ͵Ͷࠕͧ ͱͨ͑ ͏ͮͪୌ͗έϫʖθΠρ
ϕ͠Ηͱ͖ͪ͘ɽ͍ͨͪΕݬҾΓ͑ ͵Νɼ
ௗغదࢻ఼ͶཱིͮͪͲ͕͓ߡΝ͕ซ͖ͦ͏ͪͫ͜
Ή͖ͤɽ
ਇปʁௗغదͶࢩԋ͗චགྷͫͳ͓ߡΔΗ͵͖ͮͪ
͖ͳ͏ ͳ͑ɼࣰͺͨ͑ Ͳ͵͏ͳ͏ࢧΉͤɽͪͳ͓ ͻߨ
৮ҽ๏Ͷɼ࣎චགྷͫͳ͑ࢧ๏ͺ݃͏ߑΔ
ͪ͢ΞͲͤΓɽࣙۂແͶͳͶ͖ ͚ૺ
ͤΖଈͳɼҲิΗͱٮ؏దͶݡΖɼྈ๏ཱི
Ͷཱིͬ͵͗Δɼ ͳ͞ͳ ͳ͞ΝݡΖɼ͓ߡΖ
๏ͺ͏ͪ͵ͳ৾ࠕΕศͮͱ͏ࢧΉͤɽࡗਈʀ࿑ਔ
೧Ͳࠕͺࡄ ��೧Ͳͤ͗ɼௗغద͵ࢩԋ͗චགྷͫͳ͏
ͺ͑܉گ͑ ड़ͱ͏Ζɽ౨ೖຌਔًͪ͗͘ࡄ�� ೧
ɼͤͲͶͨΞ͵ྭࣆΏ͚ͪ͗͠܉گ Ξ͍ΕΉ͢ ͪɽ
ͺͨ͑ͬͪࢴ ͏ ͳ͑͞Θ͖ΔɼʓՁً͗͘Ζ͖༩
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ͤΖؽճͺ͚ͪ͠ Ξ͍ͮͪͺͥ͵ΞͲͤɽ͖͢͢ɼ℮
Γ͑ͪͮھΞ͗͠ݬ Ͷɼਫ਼ Ζ͖͘ࢰͷ͖ͳ͏
͑য়ڱɼඅ͠ࡄΗͪ๏ͨ͑ ͏͑ਫ਼ͶܠΚͮͱ͏Ζ
ͳɼʓܯժΝཱིͱΖ༪༡͗͵͏য়ڱͲͪ͢ɽࢴʹ
ͺऀڢ๏Ώߨ๏ͶંͤΖؽճ͗ଡ͖ͮͪ
Ͳɼʹ͖͢͠ ɼζϪϱϜΝ์͓ͱ͏ͪ৮ҽΝ͚ͪ͠ Ξ
ͱݡ Ή͘͢ ͪɽͨΗΝݺพͶγϛʖφ͢ ͱ͏ ͚Ͳͤ͗ɼ
ͳͱΏΕ͘Η͵͏য়ڱͲͪ͢ɽ͞Η͖ΔҌͪ͢͏
ͺ℮͠ݬΞ͗ͪͮھΓ͑ ͶҲॻͶ͓ߡΖͰ Ε͚Ͳ
ͤɽړ͖Δړɼړ͖Δௗړͳɼઇ
ઇͲ૮घয়ڱͶΚͦ͵͗ΔҲॻͶ͓ߡΖ
Ͱ Ε͚ΝɼݟΏࠅୱҒͳ͞ Θ͗ظΝ৾ͮͱྙΝΗ
ͱ͏͖͵͏ͳɼͳ͏ࢧΉͤɽͰ Ε͚ͺͬΘΞͲͤ͗ɼ
พͶαϱγϩτΡϱήΝ͢ݺरΏݜ ͱ͏͜ΖਕࡒΝͮ
ͳݟؖؽͶͮ͢ ͖Ε֮ฯͤΖͳ͖ɽ૮घͶ͓ߡΖν
ϝϱήΝͬ͘ΞͳͮࡠͱΔͮ ͱɼҲॻͶ͓ߡΖɼૺ
ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘ͱ͏Ηͻɼௗغద͵ࢻ఼Νͮ ͳ͏
͑ͬ ͖Δ༙ͤڠΖ ͳ͗͞Ͳͪ͘ͳ͏ࢧΉͤɽ
఼ͮ࣍Νࢻ͵దغͶѪ෨͠Ξ͖Δɽௗޛ࠹ઔʁٶ
ͱɼͨͨ࣎࣎ͲଲԢ͠Ηͱ͏͖ͪͳ͏ࢧΉͤɽͨ
ݺਕݺਕ͗ΓΕ͞ͳΉͲݺ͓ͪߡพࢩԋ͗Ͳ
͖ͪ͘ʹ͑ ͖ɼͨΗͶͪ͜ஏҮࢩԋΝʹ͑ ɽ͖͓ͪߡ
ͨ͑ ͏ͮͪ ͳ͞ΝΚͦͱ͕͢͏ͪͫ͜Ή͖ͤɽ
Ѫ෨ʁ࠹ॵͺ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖ͍͗ͮͪɽ
ૺϟʖζ͍͗ͮͪ͗ɼ͞ΗͺϜϧλϱ͵Ξړ
ͫ͵ͳـͰ ɽ͚͖ͨ͞Δ132͢ड़͢ͱ৯ʓ͵
Όͱ͏ͪͲɼͨ͑࢟ͲஏҮϓΥʖθ͗ͥΗۃ
͏ͮͪΝෆ״Ͷͣ״खͮͱ132ͺಊ͏ͱ͏Ή͢ ͪɽ
ͳ͢ڢऀ ͱͺસରϗʖηΝͮࡠͱ͏ ͚͗͏͏ͫ
Θ͑ ͳ͏ࢧɼஏҮෳࢳαʖυΡϋʖνʖΝΦϨΠพͶ͢ɼ
୴ഓΝࢤ͓ߡͶҌ͢Ήͪ͢ɽ࣎ਫ਼࿓
ಉ౨ਫ਼ۃ๏ʓͶࢨ͏ͪͫ͏ͱɼ Ή͠͡Ή͵
ਫ਼ࠕԋंͶ૮Ͷͮͱ͏ͪͫ͏ͪɽগཔɼࢩ
Ζ͖͗͢ܪͶۂࣆԋରඍࢩ Η͵͏ͳɼ̚ ̣̚ ͠
ΞͶ͟ঁͫͪ͘͏ݶɼαϝϣωτΡࢩԋͳ͏͑Ν
ରͶҲਫ਼Ώͮͱ͏ ͚ͫͳ͟ࢨ͏ͪͫ Ή͘͢ ͪɽௗ
ͳ͏͑ͺغ �� ೧͵͖ͳ͖ɼ৯ʓ͵͗ड़ͱ͏Ή
ͪ͗͢ɼ͗ࢴଌ͓ͱ͏ͪͺҲਫ਼ͳ͏͑қັͲௗغ
Ͳͤɽͥ ͳͮ͢ͱ͏͚ͪ ΌͶͺʹ͑͢ ͪΔ͏͏͖ͳ
ͳ͢ࢤΝ͑͏ ͱ͢ ͱ͏͖͵͏ͳ͏͜͵͏Ͳͤ
͗ɼߨͳ͏͑ͺʹ͑͢ ͱॐׄΕͲɼՁ͖ࠞڎ

Νͮ࣍ͱঁۜΏึঁۜΝड़͢ͱ͏ ɽ͚ਔࡄͳ͖ڷ
ͳ͖ɼͨ͑ ͏ͮͪͶঁۜΝड़͢ͱ͏ ɽ͚ͨ͑ ͤΖ
ͳ͍͗ݸغΕΉͤɽͨ͑ ͏ ͑Ͳͺ͵ ɼ͚Δ͢Νࢩ
ԋͤΖͪΌͶͺʹ͑͢ ͪΔ͏͏͖ͳ͏͑ࢻ఼Ͳɼࠕ
ۜΝड़͢ͱ͏ঁޛ ๏͚Νݗ౾͢ͱ͏ͪͫ͜Ηͻ
ͳ͏ࢧΉͤɽͨΗΔΝಁΉ͓ݟࢤௗغద͵ࢻ఼Ν
ҲຌԿ͢ͱ͏ͪͫͪ͘͏͵ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ

ઔʁև༹͖Δ͕͢͏ͪͫٶ Ή͘͢ ͪௗ͏ͲݡΖͳ
͏͑͞ ͳͺɼعͶͨ͑ ͏ͮͪஎݡ͍Εಉ͖͘͜ͱͪ͘
͜ΗʹɼͲͪ͘ͳ͞ Θ͍ΕͲ͘͵͖ͮͪͳ͞ Θ͍Εɼ
Ή͚͑ Ξͫͳ͞Θͳͨ͑ Ͳ͵͏ͳ͞Θ͍͗ͮͪɽʹ͑
͢ͱ͑ Ή͚ Ή͵͖͖ͮͪΝɼ͞Η͖Δ͗ͬͪࢴΓΕ
͏͵Ηͻ͏͜͜͵͓ߡ ͳ͞͵͖͵ͳࢧ ͳ͑ͳͶɼ͞
౨ೖຌਔࡄͲಚͪޛࠕ͗܉گͶ͖ͦΖΓ͑ Ͷɼ
وໝ֒ࡄͶඍ͓ͪݶΝऀճͶ͖ͮͱ౦͖͜͝
ͱ͏͚͞ ͳ͗ɼͬͪࢴ͞Η͖ΔༀׄͫͳրΌͱࢧ
͏Ή͢ ͪɽ͞ΗͲқިݡΝशΚΔͦͱ͏ͪͫ Ήͤ͘ɽ
͍Ε͗ͳ͑ ͟͡͏Ή͢ ͪɽ

ˠ����������������������������������������౨������ೖຌਔࢩࡄԋસࠅϋρφϭʖέ�-&1�
ɻɻ��     ౨ೖຌਔࡄͶ͕͜Ζඅࡄ ʀंඈೋंࢩԋಊͶܠΚΖରʤ132ɼɻɻ

1*2ɼۂةɼϚϧϱτΡΠήϩʖϕɼඅࡄंࣆήϩʖϕɼඈೋंࣆ
ήϩʖϕʥͲܙ͠ΗΖસوࠅໝ࿊ཙૌ৭Ͳͤɽ

ˠ ���ζϡϏϱʀϕϧρφϓΧʖϞ�-3)�
����������1*2ɼࡃܨֆɼැ͗ଲ͵ϏʖφψʖερϕͳͶڢಉ͢ɼ���� ೧

Ͷଏͪ͢ೖຌٺەਕಕࢩԋ͚͢ ΊͲͤɽ
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ḯ ῝ ᵆḬ ᵇɹ ᱚᛩʵdiscussion

ᐻỆઃỪẾềẨẺᅈңᎰՃầᛖỦࣄ
ẅ῍ˡảẺẟᅶẺẼỉẚ࣬ẟẛP̓̀

ʮࢂՅंʯ
ʴࣺਇࠪʵ
ऀճෳࢳ๑ਕٸऀݟճෳ٠ڢࢳճ
ਔࡄڷʀஏҮෳࢳ෨ௗɻ௫ࠅ�ඛ

ʴࣺਇԟʵ
ऀճෳࢳ๑ਕೈࢀௌऀճෳ٠ڢࢳճ
ஏҮෳܐࢳௗɻ∃ڰ�ཥՄ͠Ξ

ʴࣺਇӊʵ
ऀճෳࢳ๑ਕઍୈऀࢤճෳ٠ڢࢳճ
Ҳ͠Ξ݊�ڰ∃ௗɻ࣏ۃແࣆ

௫ɻؔ͵ ɼ͚౨ೖຌਔ͖ࡄΔॉ೧Ν͓ܶΉͤɽ
ਔࡄඅ֒ͶૼΚΗͪ๏ʓɼͨ͢ͱɼਫ਼ݒ࠸Ͷ
͜ͱඅंࡄͳڠͶࢩԋͶͪΔΗͱ͏Ζɼऀճෳࢳ
Όͳ࢟͢Νंܐؖ ͪଡ ͚և༹ͶɼΉͥͺৼ͖Δ͕ݡ
͏ͳܡқΝනͪ͢͏ͳ͏ࢧΉͤɽΉͫΉͫඅࡄஏͺ
รͫͳ͏ࢧΉͤɽͳΕΚ͜ɼඅंࡄͶͳͮ ͱͺ͞
ॉ೧ؔɼՀઅेॄ༁Կͫͳ͖ɼޮ֒ࡄӨेͶ
ҢΖࡏͶͪ͵αϝϣωτΡΝʹΓ͑ ͶࡠΖ͖͵ʹɼ
͏͵Ηͻ͵Δ͜͵͓ߡ ͳ͚͗ͪ͞͠ Ξ͍ͮͪͳ͏ࢧΉͤɽ

ͨ͢ͱɼඅ͠ࡄΗͪ๏ʓͶͺɼؾΕͪ ͱ͚ؾΗ
͵͏ɼݡ௪ཱི͗ͪͥ͢Ͷ͑ Ζ๏ʓ͚ͪھΔ͵͏ͳؾ
͠Ξ͏Δͮ Ύ͢͏Ή͢ ͪɽ
ɻ͖͢͢ɼըʓऀճෳ٠ڢࢳճʤҐԾʰऀڢ ͳɦ͏͑ɽʥ
ಋͣΓ͑ Ͷʰݡ௪͢Ν࣍ͱ͵͏ʱͳɼͮݶͱ͏ͱ͏
͏Ͳ Β͑͢ ͖ɽऀڢ৮ҽ͗ޛࠕஏҮෳࢳΝ͓ߡ
ΖɼޢΗΖؽճΝ͚ͪ͠ ΞࡠΖ͞ͳͺɼڢऀݟͳ͢ ͱ
ༀׄͫͳͮࢧͱ͕ΕΉͤɽͨ͑ ͏͑қັ͖Δɼࠕյ
ͱ͕ΕΉͤɽͮࢧժͺรқ͍ٝ͗Ζͳة
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ɻͨ͞Ͳɼ౨ೖຌਔ͖ࡄΔॉ೧ؔࢩԋͳಊΝݗ
ৄͤΖͳ͏͑ࠕյϕϫζΥέφͶɼ෨ճҽͳ͢ ͱࢂժ
͠Ηɼ͞ΗΉͲ॑ي͵͟қݡΝ͏ͱͪ͘ɼઍୈऀࢤ
ࢳஏҮෳڢௌऀࢀΞͳɼೈ͠ڰ∃ௗ࣏ۃແࣆڢ
ݗఈΝࡨਓࢨΞ͖ΔɼͨΗͩΗ͠ڰ∃ௗܐܐ
ΉͤɽͲ͏ࢧΝͪ͘͏ͳ״ͶؖΚͮͱ͟ۂࡠৄ
͘Ηͻ়ࣙހղΝͱɼ∃࣏ڰௗ༹͖Δ͕͏بͲ
Ήͤ͘Ͳ Β͑͢ ͖ɽ
ͳਅ͢Ήͤɽڰ∃ௗ࣏ۃແࣆڢऀࢤɻઍୈ݊ڰ∃
ೖͺΓΘ͚͢ࠕ ͪ͏͏ب͕ Ήͤ͢ɽ౨ೖຌਔࡄ࣎
ͺɼஏҮෳࢳ՟ௗͳ͢ ͱɼकͶ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱ
νʖઅӣӨΏɼٺەঘۜࣁಝྭୁͳ͏ͮ
ແΝ୴ͦ͠ͱۂͪ Ή͘͢ ͪɽ௫͠Ξ͖Δ͕
͍ΕΉ͢ ͪ͗ɼ͍ೖ͍͖࣎Δؔ͵͚؛ॉ೧Ͳ͟
͡͏Ήͤɽ͞ઇ࣎Ͷ͠ڢऀݟΞ͗ɼؖ͗ंܐ
ҲಌͶճͤΖ৾ΕศΕΝઅ͜ͱ͏ͪ͞ͳͶɼ
Ξͫ͜Ͳͺ͵͚ͱɼ͠ڢऀݟःΝਅ͢͝Ήͤɽ״͚
ͳ͢ڢऀࢤઍୈʹࢴ ͱɼΏͺΕॉ೧ઇ৾Ε
ศΕͺ͚ͤͫ͟ࣆͳ͓ߡͱ͕ΕΉͤɽ͍͏࣎ΘΞ
Νͦ͠ͱݩܨ͵ Ή͘͢ ͪɽಚͪஎݡ͏͚ͯ ͖͍ΕΉ
ͤͲɼαϫψՔͲͺ͟͡͏Ήͤ͜Ηʹɼࠕ͞ͳɼ
ͨ͢ͱ͞Η͖Δ͞ͳͶɼͧͽ͖͢ͱ͏͜Ηͻͳߡ
͓ͱ͕ΕΉͤɽ
௫ɻͲͺɼೈࢀௌ∃͠ڰΞ͖Δ͕͏ب Ήͤ͢ɽ
ཥڰ∃ڢௌऀࢀཥɻև͠Ξ͞ΞͶͬͺɽೈڰ∃
Մͳਅ͢Ήͤɽਔࡄ࣎ͺऀڢͲɼे૮
ଲԢΏɼճۂܯແɼ૱ແ๏ΝकͶ୴ͮͱ͕ΕΉ͢ ͪɽ
ਔ͖ࡄΔॉ೧ͳ͏݆͑ೖ͗ླྀΗͪΚ͜Ͳͤ͗ɼຌͶ
͍ͮͳ͏͑ؔͫͮͪ͵ͳͣ״ͱ͕ΕΉ͢ ͱɼࠕյɼೈࢀ
ௌऀڢͳ͏ͪ Ή͢͢ ͱɼ͑͞ ͏ͮͪͶ͕ড͘͏
ͱɼ͍࣎Ν͓ߡͤؽճɼ͞Η͖ΔΝͯݡΌΖؔ࣎
Νͪ͜ͳ͏͑͞ ͳͺɼຌͶ͍Ε͗ͪ͏ ͳ͞Ͳͤɽ͞
͘͵ਔࡄͳ͏ ͑Νɼऀڢɼ132ɼؖܐରɼ
ͨΗͩΗཱིͶ͕͏ͱ৾ΕศΖͺͬΘΞ ͳ͞ɼ
৾ΕศΕ͖Δ࣏Νָ͞ͳ͗Ͳ͘͵͏ͳɼ͞ৄݗ
қັ͗͵͏͖͵ͳͣ״͵͗ΔɼࠕյࢨਓࡨఈΝ
Յͦ͠ͱ͏ͪͫࢂͶۂࡠৄݗ Ή͘͢ ͪɽࣙͶ
ͳͮ ͱຌͶ͖͓͗͜͵͏ؔ࣎Ͳ͍ΕΉͤ͢ɼͨ
ΗΝஏҮև͠ΞͶؒݫͲͪ͘Δͳͮࢧͱ͕ΕΉͤɽ

ೖͺΓΘ͢ࠕ ͚͕ ͪ͏͏ب Ήͤ͢ɽ

　プラットフォーム機能と
　連携構築の必要性

௫ɻͲͺଐɼҲͯτʖϜɼϕϧρφϓΧʖϞ
Ͷͯ͏ͱɼ್͕ਕͳυΡηΩρεϥϱ͢ߑܠͳ࿊ؽ
ͱΉ͏Εͪ͏ͳ͏ࢧΉͤɽ
ɻ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖΝઅ͢ͱɼඅࢩंࡄԋ
Ν͖غٺەͪͮߨΔࡑݳͶࢺΖΉͲࢩԋಊͶͯ͏
ͱɼؖंܐͶΠϱίʖφΝ͢ ͪ݃ՎɼՎͳ͢ ͱ࣏Γ
͑͵͟қݡΝ͏ͱ͕ΕΉͤɽҲͯɼଡ༹͵ࢩԋؽ
ؖͳճ٠Ώఈྭద͵ϝʖτΡϱή͵ʹɼๅ༙ڠ
͗ଡ͚ࡠΔΗɼߨɼऀڢɼ132๑ਕ͵ʹͳؖ
ɼϝʖޛ͗ਦΔΗͪɽ್ͯɼՀઅेմভߑܐ
τΡϱήؽճΝң࣍͢ͱ͏Ζࢤௌ͍Εɼࢩԋؖܐ
๏ʓɼࢩԋؖؽ༹ʓ͵ྙ͗ɼඅࢩंࡄԋͮ͗ܪ
ͱ͏ΖɽͯࢀɼࢤௌγϛʖφιϱνʖΝࢩԋͤΖ
γϛʖφιϱνʖ͗અ͠Ηͪݟ ͳ͞Ͳɼࢤௌɼߨɼ
ԿΏکܠणରͳ࿊ۂࣆɼ132๑ਕ͵ʹͳڢऀ
ๅ༙ڠɼؖ Ͷɼऀޛ࠹͗ਦΔΗͪɽߑܐ ୴ͮ͗ڢ
ϚϧϱτΡΠιϱνʖΏγϛʖφιϱνʖ͗ɼਫ਼֒ࡄͪ
Εɼඅ͗ܪͳؖؽԋࢩΚΖܠԋͶࢩۂࢊԋΏɼࢩۂ
ԋ͗ఴࢩൻΝγϛʖφͤΖߗɼਫ਼͘ܯΏਫ਼ਫ਼ंࡄ
Ͳͪ͘ࢤௌ͍ͮͪͳɽ͑͞ ͏͍ͮͪ͗ΕΉ͢ ͪɽ
ɻҲ๏Ͳɼ՟ୌષ͍ΕΉ͢ ͪɽᶅࢩԋยΕΝ
͛ༀׄᶆࢩԋૌ৭ͳ࿊ܠΏؖܐͰ Ε͚ᶇઅఈ
༙ໃͶΓΖࠫᶈଡ༹͵ࢩԋؖंܐͶΓΖใׇద͵
ؽᶉݺਕๅߨʹ͵༙ڠͳ࿊ܠɽΉͥ
ͺೈࢀௌ∃͠ڰΞ͖Δɼ͞ΗΝݡͱɼʹ͑͏ͮͪ
ΉͤɽΓΘ͢͏͏ࢧͳ͏ͪ͢͏͕͖ͬ࣍Ν͕״͟
Ͳ Β͑͢ ͖ɽ
Ͳɼ״ـۯݳ૿ષͳͤΖޛࡄཥɻਔڰ∃
ͨͨڋॶؽͳ͏͑қࣟ͗ըʓऀڢ͚ͤ͟ఁ
͖ͮͪͳ͏͑ൕͳɼ͞ΗΔओ ͳ͠͏ ͑Ν௩͏Ά
ʹಧͯ͘͜ΔΗͪਔͪͮͫࡄͳͣ״ͱ͕ΕΉͤɽଶͮ
ͪ͵͢Ͳɼસ͖ࠅΔଡ ͚ࢩԋ๏ʓ͗͏Δͮ Ύ͢͏Ή
ͪ͢ɽݺਕͲ͍ͮͪΕɼର๏Ͳ͍ͮͪΕɽଡ͚
ๅͳࢩԋंΝΉΞ΄Ξ͵ ฑ͚ͶαʖυΡϋʖφͤΖɼ

ʰ౨ೖຌਔࢩࡄԋͶ͕͜Ζ̏̎೧ৄݗͳݶʱʛޛࠕوໝ֒ࡄͶ͜ͱࠕɼखΕૌ͞ͳʛ 63



၈ᛎ͢ͱݡΖཱིɼଚ͗ࡑ͵ ɼ͚ೈࢀௌऀڢͳ͏ͪ
Ή͢͢ ͱࠠཛྷͲգ͟͢ͱ͕ΕΉ͢ ͪɽ͍Κͦͱऀ
ૌ৭ͳ͢ڢ ͱɼ͑͞ ͏ͮͪͶ͕͏ͱͤࢨ΄
͘๏Ν༙ڠͲ͘͵͏ΉΉɼ͗ͫؔ࣎͜գ͙ͱ͏ͮ
ͪͳͣ״ͱ͕ΕΉͤɽ
ɻՎͳ՟ୌΝཀྵͪ͢Ν௫͠ΞͶ͕݊ڰ∃
͢ Ή͘͢ ͪ͗ɼઍୈڢऀࢤखΕૌΊͲΉ͠ ͢
͚ಋͣΓ͑ ͵͞ͳ͓͗ݶΉͤɽ͞Η͖Δ͞ͳΝ͓ߡΉ
ͤͳϕϧρφϓΧʖϞؽͳ࿊ܠߑͳ͏͑͗ɼฑ
ͮ͵ͶࣆͶ͕͏ͱ࣎ ͱ͚ Ζͳͣ״ͱ͕ΕΉͤɽ
௫ɻࣆࢴͶͺ͵ΕΉͤ͜Ηʹɼ͗֒ࡄਫ਼ͤΖͳɼ
وໝ֒ࡄʻ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖཱིͬ͝ͳ
͏ Γ͑͑ ͵қࣟ͗ʹ͑͢ ͱ༑͢ͱ Ήͮ͢ ͱɼඅंࡄ
Ͷͳͮ ͱʹΓ͑ ԋ๏๑ΝखΖ΄͘͵͖ͳ͏͑͞ࢩ͵
ͳΝ͓ߡ͵͖ͮͪɼ͓ߡ͵͚͵ ͮͱ Ήͮ͢ ͪͲͺ͵͏
͖ͳɽࠕͶ͵ͮͱࢧ ͳ͑ɼ݃ՎదͶඅंࡄ๏ʓ͗ݫ
ಊΝఴͤΖΓ͑͏͜ঁ͗࢞Ͷ͵ͮͱɼेಋـ
఼ɼஏҮཱི͗ࣙ͢ͱ͏ࢻ͵ Γ͚͑ ఼ͳ͏͑͗മࢻ͵
Ήͮ ͱ͏͚͞ ͳͶ͵ͮͱ͏ͮͪͲͺ͵͏͖͵ͳͮࢧͱ
͏ΉͤɽͨΗͶͺඉͶқ͗චགྷͫͮͪ͵ͳͮࢧͱ
͏Ήͤɽଡ ͚ऀڢ৮ҽ๏ʓͺͤͲͶ͟ଚͣͫͳ
ͤڊΉͤ͗ɼ͗Η͘Ͳ͍Ζͳ͖ɼడΝঈ͏ࢧ
ΖɼेΝ͘Η͏ͶͤΖͳ͏͑Γ͑ ͵͞ͳͺɼਫ਼࠸
ҲิͲͤɽ͖͢͢ɼฤ͜Ώੜૡͳ͵ࣆͪ͜Ͷݒ
͏ ω͑ʖθͶଲԢͤΖϚϧϱτΡΠؽͳ͏͑
ͺɼऀڢҐͲ͓ߨΖͲͺ͵͏͖ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ
 Θ͢ऀڢͳ͏͑ͺɼ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖͶؖ
ΚͮͱɼͨޛغڷͶ͕͜Ζܩକద͵ࢩԋͶؖ
ΚΔ͵͜Ηͻ͵Δ͵͏ରͲͤɽ܃Εศ͢Ͷ͵ΕΉͤ
͗ɼඅ͓์͗ंࡄΖਫ਼՟ୌΏɼෳࢳ՟ୌଲԢ
ͳ͏͑ͺԢͫ͜غٺͲ͵ ɼ͚αϝϣωτΡյΏඅ
ΌΔٽͶోͮͱغ͠ΗΖΉͲɼௗ͗ݒ࠸ਫ਼ंࡄ
ΗΖͺΔ͖Ͳͺ͵͏͖ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ͖ͫΔ͞
ͨฑ࣎ͶɼेࢂՅͲࡑݨԿͪ͢ωʖθΝ۹Εً͞
ͪ͢ΕɼωʖθΝѴͤΖૌΊΝߑͪ͢Εɼࡸ
ͶཙΊͪͮ՟ୌΝմ݀ͤΖͪΌɼΉ͠ Ͷ٠ڢճͳ
͢ͱɼϕϧρφϓΧʖϞͳ͢ ͱؽΝ߶Ό͵͜Ηͻ
͵Δ͵͖ͮͪͲͺͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ͑ Ҳౕ͕͢͏
Ήͤ͗ɼ∃࣏ڰௗ͠Ξ͖Δݡͱɼઍୈ͖ڢऀࢤΔݡͱ

ϕϧρφϓΧʖϞؽͳ͏͑ͺʹ͑Ͳ Β͑͢ ͖ɽ৯ʓ͵
ରɼ৯ʓ͵ητʖέϙϩξʖ๏ʓͳ٠͗ڢͲͪ͘
͖ʹ͖͑ɽඅࢩंࡄԋΝ͑ߨͲɼͨ๏ʓͳαϱ
ιϱγη͗खΗͱ͏ͪͲ Β͑͢ ͖ɽ
ɻɼϓΥʖθϓΥʖθͶΓͮ݊ڰ∃ ͱૌΊ
Κͦ͗ષҡ͵ͮͱ͚ Ζ͖ͳ͏ࢧΉͤɽॵغஊͲ

ͺʹͬΔ͖ͳ͏ ͳ͑ߨकͲɼॄΉΖΏๅ༙ڠ
ؽճΝઅͪ͜Εɼ࣏ஊͲͺऀ͗ڢৼͶ͵ͮ ͱ
Ε͖ͪ͢͜;ݼ Ή͢ ͪͲɼʹͬΔͶ Θ͑͢͞ ͏͑h ʱ
ͳ͏͑ͺʹϓΥʖθͶષචགྷͶ͵ͮͱ͚ Ζ͖ͳ
Յ͢ͱ͚ࢂΉͤɽ͏ࢧ ΗΖରͺɼๅ༙͢ڠͱ࿊ܠ
͢ͱɼͲͺҲॻͶ͞Ξ͵͞ͳΝΏΕΉ͢ Β͑ ͖ͳ͗
ͶͲͤ͗ɼݼ;͖͜ͱࢂՅ͢ͱ͚ Η͵͏ର
͍ΕΉ͢ ͪͲɼͨ͞Ν͏͖ͶӀ͘ड़͖ͤͳ͏ ͳ͑͞
Θͺ՟ୌͳ͢ ͱ͍Ζ͖ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ
௫ɻೈࢀௌऀ͠ڢΞͲͺਫ਼ࢩۂԋɼϭΩϟझ
͜͵ʹΝΏͮͱ͏Ζͳ͕ซ͘͢ ͱ͏Ή͢ ͪɽਫ਼ࢩۂ
ԋɼࢩۂࢊԋΌͱɼՎͳ͢ ͱͺඉͶ͚ͪ͠ Ξ
͗ͪͮ͗ڏͲͺͳͮࢧͱ͏Ήͤɽི͵״
Ν͖ͦͱ͜Ή͖ͤɽ
ཥɻଡ͚ϚϧϱτΡΠ๏ʓ͗͞ঘ͠͵ௌͶڰ∃
པͱ͚ͫ ͠͏Ή͢ ͪɽ֒ࡄϚϧϱτΡΠιϱνʖΝ௪͠
͵ ͱ͚ɼݺʓͲͮ͗ܪͱϚϧϱτΡΠ๏ʓ͗ި͘ߨ
Γ͑͑ ͚ͪ͗͠ࢢ༹͵ ΞݡΔΗΉ͢ ͪɽͨΗͺͨΗͲྒྷ
͏͞ͳͫͮͪͳͮࢧͱ͕ΕΉͤɽॉ೧ࠕͪͮܨܩକ͢
ͱɼͨؖΚΕɼ͗ܪΕΝ࣍ͱͱ͏Ζͳ͏͑͞ ͳͺɼຌ
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Ͷྒྷ͏͗ܪΕ͗Ͳ͘ͱͪ͘ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽೈࢀ
ௌքΏࢃɼࣙષ͖͵͗ڧҲॢͶ͢ͱໃ͚͵ ͮͱ
ͺ Ή͢͏Ή͢ ͪ͗ɼࠕΉͪঙͥͯ͢Εศ͢ͱɼݫҐ
ͶΏͮͱ͏͑͞ ͳ͏͑ेқࣟ߶ΉΕ͍ͯͯΕΉͤɽ
༪ॶ͖Δཔͪև͠ΞͶঁ͜ΔΗͱྙΝΔͮͱ͍͗ࠕ
ΖͳɼଈͶ͏ͱͣ״ͱ͏Ήͤɽ
௫ɻͨ͑ ࢩۂਦΗͱɼਫ਼͗ܠ෨๏ʓͳ࿊͑͏
ԋΏࢩۂࢊԋΏɼऀڢͳ͢ ͱϚϧϱτΡΠಊͶ
ྙΝୁ͢ͱ͏ͪͫͪ͜ɼͨ͑ ͏͑݃ՎͶͮ͗ܪͱ͏ͮ
ͪͳ͏͑͞ ͳͲͤɽۛ࠹ซͲಣΞͫͲͤ͗ɼࠖ
ԋͳ͢ࢩंڃ ͱɼϓʖχώϱέΝΏͮͱ͏ΉͤΓɽ
͍ۂࣆɼͨ࣎͗͘ݩܨͱ͏Ζ͖͵ͳ͏͑
͗ͣ״ Ή͢͢ ͪɽʹ͑ Ͳ Β͑͢ ʃ͖
ཥɻͨ͑ڰ∃ Ͳͤɼ͍ࢩ࣎ Δ͓Ηͪਕͪͬ͗ɼࠕ
ౕͺ͓ࢩΓ͑ ͳ͏͑ͬ࣍ـͶ͵ͮͱ͚ Ηͱ͏Ζ͗ɼৼ
͗१͢ͱ͏Ζͳ͏͖͑ɼஏҮ͗յͮͱ͏Ζͫ͵ͳ
״ ΔͣΗͪۂࣆͲ͍ΕΉ͢ ͪɽਜ਼ɼࣙࢴਐ͞α
ϫψՔͶ͕͏ͱɼۂةև͠Ξ͗չ ͱ͜Ζ͢ྙڢ͚
͖͚ͤͪ͟ ΌΔ͏Ή͢ ͪɽΝ͖͜ͱ͏͏͖ʹ
͖͑໐ͮͪͲͤ͗ɼ͏ࢧͮͱҲิಁΊड़͢ͱΊͪ
ΞͲͤɽͨ͑ ͪ͢Δଡ ͚͠ۂةΞ͖Δʰ͞Ξ͵͞ͳ͵
Δ͏ͯͲྙͶ͵Ζ͖Δʱͳྙ͏کΝ͏ͪ͞ͳͲɼ
ΉͤΉͤΏΖـͶ͵ΕΉ͢ ͱɽΊΞ͵͗ͪͮࢧҐ
Վ͗ਫ਼ΉΗͪͳ͏͑ɼࠕյͺͨ͑ Ͳͪ͢ɽۂࣆͪͮ͏
௫ɻ͞ΗΉͲऀڢͳ͏͑ͺɼෳࢳؖंܐͶΓΖ
ܨͱ͏ͪΞͲͤ͗ɼ͞ΗΉͲͮࢧ٠ճͫͳঋघͶڢ
Κͥ৯Ξ͵ητʖέϙϩۂࢊۂΝಁΉ͓Ζͳɼਫ਼ݩ
ξʖ๏ͳ࿊ܠɼڢಉ͢ͱ͏ΖؽɼऀڢͶٽΌΔ
ΗΖ͖͵ͳ͏͵͗Δɼࠕ͕ซ͘͢ Ή͢ ͪɽ

　コミュニティソーシャルワークの
　理解、意識、視点の重要性

௫ɻͲͺɼτʖϜΝร͓ͱ͏ͪ͘͏ͳ͏ࢧΉͤɽ࣏
ͺαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέɼླྀߨΕݶཁͲͤ͗ɼ
͞ࢻ఼Ͷͯ͏ͱΝͤͤΌͦ͠ͱͪ͘͏ͳ͏ࢧΉ
ͤɽΆʹͳಋ Γͣ͑ Ͷɼؖंܐ๏ʓͶซ͘खΕͳΠ
ϱίʖφΝͪ݃͢ՎɼՎͳ͢ ͱ͑͞ ͏ͮͪΝ͏
ͱ͕ΕΉͤɽ

ɻҲͯɼԢٺՀઅे͵ʹͲγϫϱ࠷͵ʹ
ΝɼेकରΝ॑ΞͣͪࢤௌͲͺɼ࣑ࣙճӣ
ӨΝΌͱɼܩକద͵ಊͶͮ͗ܪͱ͏ͮͪɽ್ͯɼ
ਫ਼ࢩԋ૮ҽ͵ʹ͗ԢٺՀઅेαϝϣωτΡߑ
ࢩԋࣰભΝΞͫ͞ͳͲɼݺพࢩԋͳஏҮࢩԋ
౹ద͵ෳࢳಊࣰ͗ભ͠ΗͪɽΉͪɼ͞͞ͳͲɼ
ஏҮෳࢳ॑གྷ͗ߨΏेͲΉͮ ͪͳ͏
͑ͲͤɽҲ๏Ͳɼ՟ୌͳ͢ ͱཀྵ͠Ηͱ͏Ζ
͍ΕΉͤɽᶅαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέΝࣰભͤ
ΖͲʰݺพࢩԋʱཀྵմଏᶆஏҮͰ Ε͚ɼα
ϝϣωτΡ࠸ਫ਼ࢩԋखૌΊᶇඈೋॶͶ͕͜Ζෳࢳ
ωʖθଲԢᶈेྙΝ৶ Ζͣɼ͖ͤචགྷ
ɻ͞ΗΝಋͣΓ͑ Ͷ͟ལͶ͵ͮͱ͘͵͗Δɼ͟қݡ
Νͪ͘͏ͳ͏ࢧΉͤɽࢴ๏͖Δ࢟ΌͶ͕͢ਅ͢
͝ΉͤͳɼୱͶαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖΩʖͲ͍
Ζͳ͖ɼஏҮෳࢳαʖυΡϋʖνʖΝഓͤΗͻୌ
ͺմ݀ͤΖ͖ͳ͏͑ͳɼͨ͑Ͳͺ͵͏ͳͮࢧͱ͏Ή
ͤɽݺʓඅंࡄ૮ͶೣͶرΕశͮͱɼಋ࣎Ͷ
ஏҮͶಉ͖͘͜ͱɼஏҮͰ Ε͚ΝఴͤΖͳ͏͑͞ ͳ
͗Ͳ͘ΖϭʖΩʖүͳ͏͑ͺɼͨ͑ ͵ୱͲͺ؈
͏ͳ͑ࢧΞͲͤɽਕࡒүΝ͓ߡΗͻࣆ͵͞ͳͲͺ
͍ΕΉͤ͗ɼஏҮෳࢳͳ͏ ͑Νਬ͢ͱ͏ ͚Ͳɼ
ԋΝɼஏҮͲεητϞԿ͢ͱ͏ࢩԋͳஏҮࢩพݺ
͜Ζ͖ͳ͏͑͞ ͳΝ͓ߡͱ͏͚๏͗ɼްིదɼްՎద
͵Ͳͺ͵͏͖ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽݺพ૮ͶرΕశ
͑ɼ͖ͨ͞ΔγʖϑηɼౕԿ͠Ηͱ͏͵͏
Όͱͬ͘Ξͳ͛ܪɽ Δ͠ͶͺɼͨΗΝͮ͘ ͖͜ͳ͢ ͱஏ
Үͳ͢ ͱಉ͖͘͜ͱ͏ ͳ͚͏ Π͑έεϥϱ͍͗ͮͪΕɼ
ΉͪͺͨஏҮෳࢳخ൭ΝࡠΖͳ͏ Γ͑͑ ͵ ͳ͞ΉͲ
ΌΖͳɼΏͺΕҲਕϭʖΩʖ͗୴͑͞ ͳͺඉͶ
ร͵Ͳͺ͵͏͖ͳɽͨ͑ ͏͑қັ͖ΔɼஏҮ
ͲεητϞԿ͢ͱ͏͚͞ ͳ๏͗͏͏Ͳͺ͵͏͖ͳ
͠ڰ∃ௌࢀͱ͏Ήͤɽ͞͞ͳͶͯ͏ͱɼೈͮࢧ
Ξ๏͖Δ͕ͪ͘͏ͳ͏ࢧΉͤɽ
ཥɻ͞αϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέཀྵմΏڰ∃
қࣟɼࢻ఼॑གྷͳ͏͑ͺɼ͞ਔࡄΝ͢ݩܨͱɼ
ΓΕͨ͠Ν״ Ζͣ͞ͳͶ͵ΕΉ͢ ͪ͗ɼ͝͠͵͞
ͳͲͺ͵͏͖͵ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽͬͪࢴͺʹ͑͢ ͱɼ
Ε͓ͪ͢ߡΕͪݡԋंͳ͏ཱི͑ͲΝࢩ ͱ͢ Ή͏͗
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ͬͲͤ͗ɼͨ͑ Ͳͺ͵ ɼ͚ਫ਼ंͳ͢ ͱࢻ఼͗࣍ͱ
Ζ͖࣍ͱ͵͏͖ͳ͏ ͳ͑͞ΘͶɼαϝϣωτΡλʖεϡ
ϩϭʖέֺ͢͠ ͳ͏͍͑͗Ζ͖͵ͳͣ״ͱ͏Ήͤɽ
͍ Ή͚ͲकޢͺஏҮेև͠ΞͲͤ͢ɼेͳڠ
Ͷָ͗ͬͪࢴࢡΝͯ࣍ɼͨ͗͞ڠͶࡠΕ͝ͱ͏
ֺ͚ ͢͠ Ͳ͍ΕɼஏҮ͵͖͵ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ͏ͯ
͑͞ࢧ ͳͺɼh े͗ซ͓͞ͱ͏Ή͖ͤʱͳ͏͑
͞ͳ͵ΞͲͤɽซ͏ͱ͏Ζ͖ͳ͏͑͞ ͳɼʹ͞Νݡͱ
Ν͢ͱ͏Ζ͖ͳ͏͑͞ࣆ ͳɼ୯ͪΌஏҮ͵͖
ͳ͏͑͞ ͳΝɼͶқࣟͦ͠ͱ͏ͱ͏ͱɼेև
͠Ξɼਔࡄޛٺغয়ڱͲͺષΏͮ
ͱ͏ͱͪΕΓ͑ ͵қ͍ࣟΕΉ͢ ͪ͢ɼͨ͞Ͳ
ࣙ͗Ձ͖Ͳ Ζ͖͘ͳ͏ͮͪ࣎Ͷɼͤ͛ͶͺͲ͘͵
͍ΕΉࣰ͢ݳ͏ ͪɽͨΗ͗ؔ࣎ܨգͳڠͶɼࣙ
ͪͬͶՁ͖Ͳ͘ΖͲͺ͵͏͖ͳ͏͑ิΊͶ͵ͮͱ
͘ͱ͏Ζ͍ͪΕͺɼ͚ؖکـࠞ͗ͬͪࢴΚΕକ͜ͱ͘
ͪ͗ঙͥͯ͢ਃಃ͢ͱ͘ͱ͏Ζࢡ͵͖͵ͳ͏͑
͑Ͷ͏ࢧΉͤɽ࢝͞൬ஏҮेྙΝ৶ Ζͣ
ͳ͏͑͞ ͳͺɼΉ͠ ͶαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέݬ
఼Ͳͺ͵͏͖͵ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ
௫ɻͨ͑ Ͳͤɼ͑͞ Ͳ͵͜Ηͻ͵Δ͵͏ͳࢩԋं
͗݀Όͱ͢ Ή͑ ͮͱɼΏͮͼΕମͲͤΓɽͮھࠕ
ͱ͏ͪʰे͗ซ͓͞ͱ͏Ζ͖ʱͳͺɼ݀ΌΖ
ͺे๏Ͳ͍ͮͱࢩԋंଈͲͺ͵͏ͳ͏͑͞ ͳͲͤ
Γɽͨ͑ ͫͳ͏ࢧΉͤɽͳͱ͏͏͞ͳΝ͕ͪ͢͏
Γ͑ ͗ـ͵ Ήͤ͢ɽͲͺɼઍୈڢऀࢤ∃͠ڰΞ͖Δ
͕͏ب Ήͤ͢ɽ
ɻͨͨαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέఈٝ݊ڰ∃
͗ɼͮ͢ ͖ΕఈΉͮ ͱ͏ΖΚ͜Ͳͺ͵͏ɽ෨ճͲ
ɼݶཁ͗ɼڠ௪ޢݶԿ͠Ηͱ͏͵͏Ͳͺ͵͏͖
ͳ͏͕͑͗͟͡͏Ή͢ ͪɽ༹ʓ͵๏͗մઈ͢ͱ͏Ζ
Ͳͤ͗ɼݺพࢩԋͳஏҮࢩԋʹͬΔ͗Ε͵͖ɼ
ʹͬΔͶΤΦφΝ͚͖ ͶΓͮ ͱఈٝ͗รΚͮͱ Ή͘
ͤɽ͢Θয়ڱͶԢͣͱร͓ͪ๏͗͏͏͖͵ͳ͓ߡ
ͱ͏Ήͤɽʹ ͑ଌ͓Ζ͖ͺͨΗͩΗ͗݀ΌΖ ͳ͞Ͳ͍ͮ
ͱɼࣆ͵ͺʹ͖͖͑ͤͳ͏͑͞ ͳɽఈٝͶͫ͜
ͫ͞Κͮͱɼ͞ΗΝ༽Ͳ͘͵͜Ηͻқັ͗͵͏
Ͳ͖ͤΔɼʹ͖͖͑ͤͳ͏͑ࢻ఼͗ࣆͶ͵ͮͱ
Ζ͚ͳ͏ࢧΉͤɽ͞Ηೖ෨ճͲ͍ΕΉ͢ ͪ

͜ΗʹɼαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέ͗ɼʹΗͫ͜े
և͠ΞͶΚ͖Ζݶཁ͵͖ͳɽͲ Ζͫ͘͜ฑҝ͵
ೖຌޢͶ͓͘ͱఽ͓Ζ͞ͳ͗ࣆ͵͖͵ͳ͏ࢧ
Ήͤɽ෨ճௗ͕Ͳͤͳɼخຌͺָਫ਼ͲΚ͖
Ζݶཁͳ͏͑͞ ͳ͵Ͳɼྭ͓ͻαϝϣωτΡλʖεϡ
ϩϭʖέͳͺʰஏҮेͳڠͶ͓ߡ͵͗Δ͏ࢧΝܙͶ
ͤΖࢩԋʱͳ͖ɼͬ͞Δ๏͗ʰ͵ΖΆʹʄɦ ͳಚ
͜ΖͲͺͳ͏ࢧΉͤɽࣰͺɼαϝϣωτΡλʖεϡ
ϩϭʖέ͵ΕɼϭʖΩʖʤਕʥͺɼർֳదۛ࠹ɼਔࡄ
ͺαϝϣڢཁͲͤ͗ɼॊཔ͖ΔऀݶΚΗͱͪ͘ݶͶޛ
ωτΡλʖεϡϩϭʖέٗ๑Νͮ࢘ͱࢩԋΝΏͮͱ
ͪ͘ΞͲͤɽஏҮև͠Ξͳͮ͘ͱҲॻͶ͓ߡ
͵͗ΔɼڠͶΉͬͰ Ε͚Ν͢ͱͪ͘ͳ͏͍͑͗ݩܨΕΉ
ͤͲɼͨΗΔΝ૱স͢ͱαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖ
έͳ͏͑͞ ͳ͵Ξͫͳ͏ࢧΉͤɽ͖͢͢ɼΏΏͤΖͳ
৮ҽݺਕྙྖͳ͖ɼְͫ͜״ͶབΖ෨͍͗ͮͪ
͗൳Ό͵͏ͳ͏ࢧΉͤɽͲ͖ͤΔΏͺΕɼཀྵదͲ
͍ͮͱɼ͖ͯܯժదͶϕϧϱΝͮࡠͱɼஏҮෳࢳ
ಊΝࢩԋ͢ͱ͏ ͳ͚͏͑͞ ͳ͗ࣆ͵͖͵ͳ͏ࢧΉͤɽ
ɻ৮ҽηΫϩΠρϕͳ͢ Ή͢ ͱͺɼαϝϣωτΡλʖ
εϡϩϭʖέΝ૱దͶָͳ͏͑͞ ͳͺඉͶࣆ
͖ͳ͏ࢧΉͤͲɼͧͽ৮ҽݜरରܧͶҒ
Ͱ͜ͱ ͳ͚Γ͏͖͵ͳ͓ߡͱ͏Ήͤɽ͞Ηݡմ
༹͗ʓͲͤ͗ɼαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέͺɼϭʖ
Ωʖݺਕಉ͗͘ΠρϕͤΗͻ͏͏ͳͮھͱ͏Ζ๏
͏Ήͤ͗ɼݺਕಉ ͳ͘͏ Γ͑Εૌ৭಼࿊ܠɼοʖ
ϞϕϪ͵ΞͲͤɽଡୌͫͳɼ༹ʓ͵෨ॼͶޏΖ
͞ͳ͍͗ΕΉͤɽͨΗͺऀ಼ͫ͜ڢͲ͵ ɼ͚ߨ
ΌͱͲͤ͗ɼͨ͑ ͤΖͳοʖϞϕϪͶΓͮ ͱ՟ୌୌ
͗մ݀͠Ηͱ͏ ͳ͚͏͑͞ ͳͶ͵ΕΉͤͲɼݺਕྙ
ྖӢʓΓΕ࿊ܠΝکԿ͢ͱ͏͚͞ ͳ͗ࣆͲͺͳ͏ࢧ
Ήͤɽ
ɻͪͳ͓ͻ૮ىɽୁͺୁ૮୴͗ى
͢ͱ͕Εɼೖਫ਼ࢩཱིࣙԋۂࣆͺΉΕʖͶى
͍͗ΖͳɽͲɼྈ๏ͶؖΚΖୌΝ์͓ͱ͏Ζ๏
͏Ήͤɽͨ͑ ͏ͮͪ๏ىΝ৮಼Ͳ༙ͤڠΖͪ
Ό ,7 Կɼ Δ͠ͶΌͻ ,&7 Կͳ͏͑ΞͲ Β͑͢ ͖ɽ
ͨ͑ ͏ͮͪ͞ͳ͞Η͖ΔऀڢͶචགྷ͵ͽͳͯ͵
͖͵ͳ͏ࢧΉͤɽ͍ͳɼۂࣆસൢɼಊસൢɼஏҮ
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ṁ͗Κ͖ΖΓ͑ۂࣆԋસൢͲࢩ ͵οΥρέϨηφ
Γ͑ ͵ɼࣙ οΥρέͲހ Ζ͘ɽͪͳ͓ ͻ $෨ॼοΥρ
έϨηφΝ%෨ॼ͗࠸οΥρέΝ͢ͱ͏ ͳ͚ɽ͕͏ޕ
Ͷᛯຑ͗ಉ ͳ͚͏͖͑ɼ૮ްՎ͗ಚΔΗͪΕ
Ήͤ͢Ͳɼͨ͑ Πρϕͳ͏ؽڢऀ͑͏ ͳ͑͞ Θɼ
͞αϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέکԿͶ͍Ζ
͵͖ͳ͓ߡͱ͕ΕΉͤɽͨΗ͖Δ2-7 ͳ؈ୱͶ
ΉΉͲຌͶ͏͏ࠕΕ๏ͮͱࡑΉͤ͜ʹɼ͞͏ݶ
͖ɽಝͶ͚͢ ͮͪ৮ҽүگүɼͲΏΌ
͵͏Γ͑ ͶɼऀڢΝ͢ࢦͱͮͪ๏͗ௗ͏ؔغஏҮෳ
೧ͳஊࢀͶؖΚΖͪΌͶͺɼҲ೧ɼ್೧ɼࢳ
ΝಁΞͲݜर͵ʹචགྷͫͳ͏ࢧΉͤɽ͞ν
φϩαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέɼ͞Η͖Δ͗߁
Εͳ͏͑Ν͓ߡΖͳɼ͖͵ΕଡزͶΚͪͮͱ॑གྷ͵
ਕࡒүτʖϜͶ͵Ζ͖͵ͳ͓ߡͱ͏Ήͤɽ

௫ɻࠕյͺ౨ೖຌਔࡄ͖ݩܨΔΕͳ͢ ͱ
ͮͱ͏ͮͪΚ͜Ͳͤ͗ɼ͞ݩܨͳ͏͑ͺऀճ
దͶओ͏๏͗ɼըʓਐյΕͶʰ͞Ξ͵Ͷ͚ͪ͠ Ξ
͏ͪʱͳ͏͑͞ͳΝ֮࠸Ͳͪ͘ͳͮࢧͱ͏Ήͤɽࡄ
֒ޮӨेंڋͲ͍Ζͳ͖ɼͨ๏ʓࢩԋ
ΏɼॄҢஏͲͪ͵αϝϣωτΡࡠΕ͵ʹࢩ
ԋͺ͞Η͖ΔΉͫΉͫକ ͚ͫͳͮࢧͱ͏Ήͤɽਔ
गΕ૮ҽɼ͏Κݡंྺ∃ԋ૮ҽΏࢩͶਫ਼ޛࡄ
ΑΖ/6$ͳ͏͑๏ͪͬΝଡ ഓ͚ͪ͢Κ͜Ͳͤ͗ɼࡄ
֒ͶΓͮ ͱஏҮෳྙࢳͳ͏ ͑͗ओΉͮ ͪͳ͞ ΘͶ
ષ͞๏ͪͬͺؖΚͮͱ͏ ͚Ͳɼୱ͵ΖݡगΕͫ
͜Ͳͺ͵ ɼ͚࣑ࣙճࢩԋΏஏҮेͳިླྀΉͲ

͖ͪͮ͵ԋΝΏΔ͡ΖΝಚࢩԋͳஏҮࢩพݺΌͪɼ
ͫͳͮࢧͱ͏Ήͤɽ͞Γ͑ ͵͕͕Γͨఈٝͳ͢ ͱɼ
ࣰભͳ͏͑ࢳద͵ෳ౹ԋࢩԋͳஏҮࢩพݺ
͗ɼαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖέͳ͏ ͑Ͳ͍Ζ
͵ΔͻɼΆʹઍୈڢऀࢤ߶͠ڰΞ͗ͪͮھΓ͑
ͶɼΉ͠ ͚͢ ͗ـड़൬͗པ͖ͪ͵ͳ͏͑ڢऀ Ήͤ͢ɽ
Ͷ͵ΕΉͤ͗ɼΉ್͕ͪਕ͖ΔϟριʖζΝ͘ޛ࠹
ͪ͏ͳ͏ࢧΉͤɽ∃ڰཥՄ͠Ξɼೈࢀௌऀ͠ڢΞͲ
ͺ/6$๏͚ͪͬ͗ͪ͠ Ξ͏Δͮ͢ Ύ͏Ή͢ ͪɽາͫ
Ͷͨ๏ͪͬͺɼ͕ࠕ͢͠ ͦͱ͏ͪΓ͑ Ͷ∃ྺं
ेݡगΕΏͮͱ͏Ήͤ͢ɼ࣑ࣙճࢩԋΏͮͱ
͏Ήͤɽݺพࢩԋͫ͜Ͳ͵ ɼ͚ஏҮࢩԋΏͮͱ͏Ζ
ͳ͏ ͳ͑͞ Θɼࣰભ͠Ηͱͪ͘״ͳ͢ ͱ͕͜Ή
ͤͲ Β͑͢ ͖ɽ
ͺ਼݇ଡ࣎ཥɻՀઅेڰ∃ ɼ͚ࢩԋ਼ଡ ɼ͚
ͨ͑ ͏ͮͪࠠཛྷͲͨΗͲಊΝକ͜ͱΉ͏ΕΉ
͢ͱɼࡑݳͺޮ֒ࡄӨेͶ/6$ͳ͏͑ܙͲள͠
ͦͱ͏ͱ͕ΕΉͤɽΆʹ͖Δ͕͗ड़ͱ͏ΖΓ͑
ͶɼݺพࢩԋͳαϝϣωτΡࢩԋͳ͏͑ͺྈྡྷͲ͍ͮ
ͱɼεʖλʖΓ͑ ͱ͏Ήͤɽસͱͮࢧͳ͵ͫܐؖ͵
Ώڢऀ͗ /6$͗մ݀ͤΖྙΝͮ࣍ͱ͏Ζ͖ͳ͏ ͳ͑ͨ
͑Ͳͺ͵ ɼࣰ͚ͺेև͠Ξ๏͗մ݀ྙΝͮ࣍ͱ
͏Ζͳͮࢧͱ͏Ήͤɽेև͠Ξ͗ॄΉΖͳɼۛ࠹
ͫΗͫΗ͠Ξ͖͜ݡ͵͏Γɼͳ͖ɼʹ͑͢ ͪΞͫΘ
͑ͳɼίΠճ٠ͶఴͤΖݡΔΗɼγϫϱ͗
ίΠճ٠Ͷ͵Ζͳ͏͑͗ܙ৯ʓ͵ͳ͞ ΘͲًͮ͞ ͱ͏Ή
ͤɽͨΗΆʹஏҮև͠Ξ͗ਕΝـͶ͖͜ɼؖΚΕΝ
ͱΔͤΓ͑ͮ࣍ Ͷ͵ͮͱ͖ͪ͘͵ͳ͏ Γ͑͑ Ͷͣ״
ͱ͏ΉͤɽਔࡄஏҮև͠Ξͺ༹ʓ͵ؖΚΕΝͮ࣍
ͱΔ͢ ͱ͏Ή͢ ͪ͗ɼਔޛࡄસͱαϝϣωτΡ͗ Ҳ
୶๊շ͢ɼ͚͵ ͮͪਕͪͬΉͲɼਫ਼͖ͪͮͪ͘
ਕͪͬΉͲΊΞ͵Ͳ͞͞ͲئͮͱɼೈࢀௌΝ
Ε͝ͱ͏͖͵ Ύ͘͵ͳ͏ Γ͑͑ ͵ɼͨ͢ ͱࠕͺ਼
ঙ͵͚͵ ΕΉ͢ ͪ͗ɼࢢʹͪͬͶ͞ௌΝ͢ͱ͏͘
ͪ͏ɼώφϱΝో͢ͱ͏ͪ͘͏ͳ͏͑ͺຌͶซ͖
Ηͱ͏Ήͤɽͨ͑ ͏ͮͪ͗ซ͓͞Ζͳ͏͑͞ ͳͺɼࢴ
Ͷͳͮंܐؖͬͪ ͱͤ͟ ͳͲͤ͢ɼ͞ΗΉ͞͏͢ذ͚
ͲؖΚͮͱͪ͘͞ͳͺؔҩͮͱ͵͖ͮͪ͵ͳ͑ࢧ
͚ͪ͠ Ξ͍ΕΉͤɽࣙࢴਐɼ͞ࣆΝͦ͠ͱ͏ͪ
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ͳ͞Ͷͤ͟ ͱ͏Ήͤɽͣ״Νͦ߀͚
௫ɻ͑ ҲౕئͮͱΊΓ͑ ͳɼ͞͞Ͳ͑ Ҳౕئ
ͮͱΊΓ͑ ͳ͓ࢧΖΓ͑ ͵ஏҮͰ Ε͚ΝɼஏҮͶΔ
ͤ๏ʓ͕ྙΝईΕ͵͗ΔΏͮͱ͏͑͞ ͳ͏͑͞ ͳͫͮ
ͪͳ͑ࢧͲͤ͗ɼͨஏҮͰ Ε͚ͳ͏͑ͺͨ͑ ͪΏ
ͤ͏ ͳ͞Ͳͺ͵͏ΞͲͤΓɽ
͵ཥɻͪΏ͚ͤڰ∃ ͏ͲͤΓɽ࣎Ͷ͖ͯΖ͞ͳ
͍ΕΉͤɽͨΗ͗ेև͠ΞͲ͍ͮͪΕɼߨ๏
ͫͮͪΕɼؖͪͮͫंܐΕɼ͑ Ή͚ ͏͖͵͏͞ͳ๏͗
ଡ͏ͳ͏ࢧΉͤɽͨΗΝघͶαʖυΡϋʖφ͢ ͯͯɼ
ΊΞ͵͗ಋͣඬΝͮ࣍ͱɼ͞͞ͲΔ͢ͱ͏͜ΖΓ͑
ͶؖΚΖɼؖΚΕକ͜ΖɼచΌ͵͏ͳ͏͑͞ ͳͲ Β͑͢
͖ɽ͏ͯ͘ߨ ͚ͺచΌ͵͏ͳ͏͑ݶཁͲͤɽ

௫ɻઍୈڢऀࢤ∃࣏ڰௗ͠ΞɼਔޛࡄͶઍୈࢤ
Ͳͺɼ֦ۢͶαϝϣωτΡλʖεϡϩϭʖΩʖΝڢऀ
ഓͤΖͳ͏͑͞ ͳΝɼઍୈࢤͳ٠ڢͲΌΔ
Ηͱ͏Ζͫͳ͏ࢧΉͤ͗ɼͨഐܢΏࡑݳͶࢺΖΉ
ͲɼՎΓ͑ ͵͍͗Ηͻ͕ซ͖ͦ͜ΉͤͲ Β͢
͖͑ɽ
ༀ͖ׄΔͤΖڢͲऀ֒ࡄ͵͘ڊɻգ݊ڰ∃
ͳɼͱͮ Ε͘ϕϪύϔՀઅࢩԋΝҗ͠ΗΖͳͮࢧ
ͱ͏Ή͢ ͪɽͨͪΌόΤύΤΝඍ͓ͳ͢ ͱָस͢ͱ
ͪ͘Ͳͤ͗ɼࠕյॵΌͱΊ͵͢Հઅͳ͏͑ɼಝͶ
ͱΖॶΏඇ༽ୌ͍Εɼݒ෨ͺϕϪύϔΝࢤ
͢Θؔͨ͑ ͏ͮͪͳ͞ ΘΝཤ༽ͪ͢๏͗͏͏ͳ͏͑
͞ͳͶ͵ΕΉ͢ ͪɽ݃ՎదͶΊ͵͢ͺɼϕϪύϔՀઅ
Νਫ਼͖ݩܨਬࢳԋҐͶɼ͞ΗΉͲஏҮෳࢩ

ͦΖ͖ͫͮͪ͵ͳɽ݃ۃɼʹ͞ͶेΞͲ͏Ζਕ͗ɼ
ʹΠϏʖφͶेΞͲ͏Ζਕ͗අ͖ͮंࡄͱ͏͑ͺ
Κ͖Δ͵͏ΞͲͤΓɽͨͪΌͶͺߨ͖Δ͟ຌਕ
ಋқΝಚͱๅΝ Ή͘͢ ͱɼͨ͑ ͮ࣍Νڎࠞ͑͏
ͱ͗Ͳͪ͘ ͳ͞ͲɼࠕյҲఈఖౕՎ͗ಚΔΗͪ
ͽͳͯͳ͢ ͱɼߨͳνρήΝૌΞͲͪͮ͞ߨͳ͗͘
͵ͳ͞ Θ͖ͫͮͪ͵ͳͮࢧͱ͏ΉͤɽஏҮͲɼ
Ԍ؝෨Ͳඅͪ͢ࡄ๏ͲɼΊ͵͢ՀઅͶͮͪ๏͗͏Ζ
ͳ͏͑͞ ͳΉͲͺΚ͖ͮͱ͏ΖͲͤ͗ɼʹ͞ʹ͵ͪ
͖ͳ͏ ͳ͑͞ ΘΉͲͺΚ͖Δ͵͏ɽͲγϫϱΝ ͳ͚ɼ
අͪ͢ࡄ๏ɼඅ͠ࡄΗͱ͵͏๏ͳ͏͖͑ɼ͍Ζқັ
ઍୈࢤસҽඅͪ͢ࡄΞͫͳ͑ࢧΞͲͤ͜ʹɼഀͲ
අ֒णͪͫ͗͜͜අࡄ Ύͣ͵͏Ͳ͖ͤΔɽͨγϫ
ϱͶॄΉΖ͞ͳͶΓͮ ͱ͕ا͏ޕ͓ݡΖؖ͗ܐͲ͘
Ζɼ͖ͨ͞Δαϝϣωίʖεϥϱ͗լਫ਼͓Ζ͞ͳ͚͗ͪ
͠Ξ͍͖ͮͪ͵ͳɽஏ͗ݫΤΥϩΩϞৼͲɼஏݫ
कରɼेकରͲγϫϱ͵ʹΝΏͮͱ͏ͱɼऀڢ
ͺͨ͞Ν͕ۜΏӣӨͲ৯ʓ͵γϛʖφΝ͢ ͱɼ
Ήͤɽ͏ࢧͳͫڱͱ͏Ζয়ͮࢺͶࠕ
௫ɻͬͪࢴͺਔޛࡄɼஏҮΏߨɼ͍Ζ͏ͺࣙ
Δ͗ॶͤΖૌ৭གྷ੧ͶԢ͓ͱۂແΝݡ͢ɼૌ
৭ରΝร͓ɼͨૌ৭ͶϓΡρφͤΖΓ͑ Ͷᶺࣙᶻ
ΝรԿͦ͠ͱ͘Ή͢ ͪɽͨ͢ͱ͖ࣙΗͱ͏Ζཱི
ɼҮͲҲɼඅͪ͢ࡄ๏ʓΝஏҮे
ᶺΔ͢ᶻͶͮ͘ͱ͘Ήͪ͢ɽ Δ͠Ͷͺɼʌ ஏҮෳ
תᶻΝखΕࢳ รԿͶଲԢڧ͚ Γ͑͢ ͳɼϚϧϱτΡ
ΠΏेकରܙ͗ෳࢳౕસରૌΊͲ
ʰࣙঁʱΏʰঁޕʱওྯͳ͏͑ܙͲ༽͠ΗΖ ͳ͞Νɼ
ఏ״߇͵ ण͚͜ΗΓ͑ ͳ͠ ͓͢ ͱ͏Ήͤɽ
ɻਔ͖ࡄΔॉ೧ͯܨͳɼਜ਼͢͏ͳͮࢧͱમͪ͢
รԿΝ৾ΕศΖʤ٠ͤΖʥ ͳ͞͵͚͵ ΕɼੴͲڠ
Ͳ״ Ζؔ͘ঙ͵͚͵ ΕΉ͢ ͪɽਔࡄͺɼ୯Ͷͳͮ
ͱνʖωϱήϛϱφͫͮͪͺͥͲͤɽڷͶܠΚͮ
ͱͪ͘ऀڢ৮ҽͳ͢ ͱʌ ͏ࢧ Νzɼ͏ ͚ͯ ͖Φϒλʖ
χΝި͓સࠅඅࢩंࡄԋͶܠΚΖ๏ʓͶఽ͓Ζ͞ͳ
͗Ͳͪ͘Ͳ͍Ηͻɼةժͪ͢қ͍ٝ͗ͮͪͳ͏ࢧΉ
ͤɽͯͪ͵͏ߨͲͺ͍ΕΉ͢ ͪ͗ɼ͕༁ؔ࣎Ͷ
͵ΕΉ͢ ͪͲɼఠΝशΚΔͦͱͪ͘͏ͳ͏ࢧΉ
ͤɽຌೖͺ͍Ε͗ͳ͑ ͟͡͏Ή͢ ͪɽ
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¾ዿƣ๊ነa

aaᇌཨƜౚዿƎǀણƟƞƠƙŹƛƤbၟƠཉƾƟŹƿƣƝſƿƝƌƳƎc

fဪ႘་ූఆ

aa����Ⴉ�ଈ��႘ƠᄇภƌƔ�����Ⴉဪሾདሑᇓዼࣱདූ�ƝƒǁƠƝƷƟƘƛᄇภƌƔ

aaྥჂbſƽƨƒƣଢ଼ƣዬූƠƽƿࢂƂƈƊǁƔ་ਊኟདූఆ॔

fଡ

a�ଡ�ƣጸ

fೂ

a�ೂवᆵਢव�ƣጸ

fଡೂ

a�ଡೂवᆵਢव�ƣጸ

fೂ

a�ேೂवᆵਢव�ƣጸ

fภঊ౫࣍ະཎ့ࡿ

aaं็ഉ༔ƹఆ॔୰ࢪഉ༔့ƣᅇఆฌƭƣሞኴ౫࣍ƹbഉኁ၍ౠƣƙƟƁƿƚƄƿƟƞ

aaǇ༶ƘƔఔƣຳൺ

fǠȈ|ǳǦȞǪ|

aaं็ഉ༔ƹఆ॔୰ࢪഉ༔့ƣ౫࣍ಈǇ༶Żภঊ౫࣍ະཎ့ࡿƣƣຳൺa

fఆ॔ᆵ౫࣍ǦȞǪ|�ंൺ�

aaఆ॔ಐƣᆵ౫࣍ঊ၌ǇຳƠ෮ුbƳƔஃྔࡰธ့Ǉ෨ǀƣஓມ

fଡǠȈ౫࣍ಈኃസ

a�ଡǠȈ|ǳǦȞǪ|౫࣍ಈኃസ�ƣጸ

fȂȗǺȁं็ഉ༔

aaȂȗǺȁƹኪ່Ɵƞƣ�ଔ็਼ࣤഉ༔�ƣጸ

fƴƟƌं็ഉ༔

a�ྡྷ༃਼ࣤഉ༔�ƣጸ

fं็ഉ༔

aaȂȗǺȁं็ഉ༔bƴƟƌं็ഉ༔bƒƣǞȞǱǵǺǑǤ့ǇƶƔຳൺ

fఆ॔୰ࢪഉ༔

aaᆲ୰ࢪഉ༔့ƣຳൺ

fཨ౫࣍ຎද

aa021ƹȇȔȞǱǎǍƟƞƣঊ၌ǇǞ|ǲǎǸ|ǳƹྔธǇƌbගሇ࿓ƹࢪࢥfঊ၌ൃถ

aaƟƞǇபŻ౫࣍ຎද

fྞไƟ౫࣍ǇபŻຎද

aa021ƹȇȔȞǪȕ|ƟཆƟƞᅇఆೄƹᅇఆདƭྞไǄƿ౫࣍ঊ၌ǇபŻຎද

ɻྋࣁ
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ʤదʥ
̏ড়ɻ͞གྷߟͺɼٸऀݟճෳ٠ڢࢳճʤҐԾʰຌճʱͳ͏͑ɽʥͳԌ؝෨ࢤௌऀճෳ
ݗԋखૌΝࢩஏҮࡄඅͪͮߨΔ͖ޛࡄࡄ͗ɼ౨ೖຌਔ̧̦̥;ٶ٠ճڢࢳ
ৄ͢ɼ͞Η͖ΔඅࡄஏҮෳଁࢳΝਦΖͪΌɼʤՀসʥຌճʰඅࡄஏʤंʥࢩԋࢨਓʱ
ࡨఈΝ͑ߨ෨ճઅͶͯ͏ͱɼචགྷ͵ߴࣆΝఈΌΖ͞ͳΝదͳͤΖɽ

ʤ෨ճઅʥ
̐ড়ɻࢨਓΝࡨఈͤΖͪΌɼࢨਓࡨఈ෨ճʤҐԾʰ෨ճʱͳ͏͑ɽʥΝઅͤΖɽ
̐ɻ෨ճԃࣆ͵ແਲ਼ߨΝਦΖͪΌɼ෨ճͶϭʖΫϱήήϩʖϕΝઅͤΖɽ

ʤఈٝʥ
̑ড়ɻ͞གྷߟͶ͕͏ͱʰࢨਓʱͳͺɼ෨ճͲ݃ৄݗՎΝಁΉ͓ɼຌճɼԌ؝෨ࢤௌऀ
ճෳ٠ڢࢳճ͕Γ;̧̥̦ͶΓΖ͞Η͖ΔඅࡄஏҮෳଁࢳ๏Ν૱దͶख
ΕΉͳΌͪΝ͑ݶɽ

ʤࡨఈ෨ճҗҽʥ
̒ড়ɻ෨ճͺɼ෨ճҗҽ̏̓໌Ґ಼ΝͮͱߑͤΖɽ
̐ɻ෨ճҗҽͺɼࢤௌऀճෳ٠ڢࢳճɼؖܐରɼߨͶॶͤΖंɼٶ;ຌճ৮ҽ͖
Δຌճճௗ͗ғབͤΖɽ
̑ɻ෨ճҗҽ͗ޮແͨଠΏΝಚ͵͏ࣆ༟ͶΓΕճ٠Ͷड़ੰͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘͵͏ͺɼ
֚෨ճҗҽͤΖର͖Δେཀྵड़ੰͦ͠Ζ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽ

ʤ෨ճॶঢࣆແʥ
̓ড়ɻ෨ճͺɼ࣏ߴࣆΝৄݗɼݗ౾ͤΖɽ
ɻʤ̏ʥࢨਓࡨఈͶؖͤΖ͞ͳɽ
ɻʤ̐ʥͨଠɼ෨ճͶ͕͏ͱචགྷͳΌͪߴࣆͶؖͤΖ͞ͳɽ

ʤ෨ճௗٶ;෯෨ճௗʥ
̔ড়ɻ෨ճͶ෨ճௗ̏໌ɼ෯෨ճௗ̏໌Ν͚ͳ͢ɼҗҽޕમͶΓͮͱમड़ͤΖɽ

ʤ෨ճճ٠ʥ
̕ড়ɻճ٠ͺɼ෨ճௗ͗චགྷͶԢͣͱডॄ͢ɼճ٠٠ௗͺ෨ճௗΝҐͱैͱΖɽ

ʤқݡखʥ
̖ড়ɻ෨ճௗ͗චགྷͳΌΖͳ͘ͺɼ෨ճҗҽҐंͶड़ੰΝٽΌɼؖͤܐΖߴࣆ
қݡͺઈΝซ͘ɼࣁྋड़ΝٽΌΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽ

ߟఈ෨ճઅགྷࡨਓʱࢨԋࢩஏʤंʥࡄ٠ճʰඅڢࢳճෳऀݟٸ
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ʤઅؔغʥ
̗ড়ɻ෨ճઅؔغͺɼࢨਓࡨఈΉͲͳͤΖɽ

ʤϭʖΫϱήήϩʖϕ෨ճҽʥ
̏̎ড়ɻϭʖΫϱήήϩʖϕ෨ճҽͺɼ̏̎ਕҐ಼ͳ͢ɼຌճࣆແ಼֦ۃ෨ௗ͗ਬપͤΖ
৮ҽʤҐԾʰήϩʖϕҽʱͳ͏͑ɽʥΝҐͱߑͤΖɽ
̐ɻήϩʖϕҽ͗ΏΝಚ͵͏ࣆ༟ͶΓΕճ٠Ͷड़ੰͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘͵͏ͺɼ֚ߑ
ҽͤΖ෨ॼ͖Δେཀྵड़ੰͦ͠Ζ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽ

ʤϭʖΫϱήήϩʖϕॶঢࣆແʥ
̏̏ড়ɻϭʖΫϱήήϩʖϕͺɼ෨ճௗࣖࢨͶΓΕɼ࣏Ͷ༴͝ΖߴࣆΝॶঢͤΖɽ
ʤ̏ʥ౨ೖຌਔޛࡄຌճඅࡄஏҮࢩԋৄݗͳޛࠕඅࡄஏҮࢩԋݗ౾ͶؖͤΖ͞ͳɽ
ʤ̐ʥͨଠɼࢨਓࡨఈͶؖ͢චགྷͳΌΔΗΖߴࣆͶؖͤΖ͞ͳɽ

ʤϭʖΫϱήήϩʖϕௗٶ;෯ήϩʖϕௗʥ
̏̐ড়ɻϭʖΫϱήήϩʖϕͶήϩʖϕௗ̏໌ٶ;෯ήϩʖϕௗ̏໌Ν͚ͳ͢ɼή
ϩʖϕҽޕમͶΓͮͱમड़ͤΖɽ

ʤϭʖΫϱήήϩʖϕճ٠ʥ
̏̑ড়ɻϭʖΫϱήήϩʖϕճ٠ͺɼήϩʖϕௗ͗චགྷͶԢͣͱডॄ͢ɼճ٠٠ௗͺή
ϩʖϕௗΝҐͱैͱΖɽ
ɻɻ
ʤқݡखʥ
̏̒ড়ɻήϩʖϕௗ͗චགྷͳΌΖͳ͘ͺήϩʖϕҽҐंͶड़ੰΝٽΌɼؖͤܐΖࣆ
ΌΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽٽྋड़ΝࣁͺɼઈΝซ͘ɼݡқߴ

ʤॺແʥ
̏̓ড়ɻҗҽճॺແͺɼຌճਔࡄڷʀஏҮෳࢳ෨ਔࡄࢩڷԋ࣪Ͷ͕͏ͱॴཀྵͤΖɽ

ʤͨଠʥ
̏̔ড়ɻ͞གྷߟͶఈΌΖΆ͖ɼӣӨͶؖ͢චགྷ͵ߴࣆͺ෨ճௗ͗พఈΌΖɽ

ɻଉ
͞གྷߟͺɼྫݫ೧̖݆̏ೖ͖ΔͤߨࢬΖɽ
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ఈ෨ճҗҽɻࡨਓʱࢨԋࢩஏʤंʥࡄ٠ճʰඅڢࢳճෳऀݟٸ

ɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻܡসྲྀ

ɻ໌ࢱ ॶɻɻ ༀɻ৮

̏ Ҳ݊�ڰ∃ ઍୈऀࢤճෳ٠ڢࢳճ ௗ࣏ۃແࣆ

̐ Ѫ෨�༟ن ੶ऀࢤתճෳ٠ڢࢳճ ࢩڷԋ՟ɻ՟ௗ

̑ �ཥՄڰ∃ ೈࢀௌऀճෳ٠ڢࢳճ ૱ແ՟ஏҮෳܐࢳɻɻɻ
ௗܐ

̒ ຌؔ�ল༦
ʤ෨ճௗʥ ౨ָӅָ ஏҮ࿊ܠιϱνʖɻɻɻ

ಝگद

̓ �ӵชݬ℮ αϝϣωτΡʀΦϱϏϭϟϱφʀΨϓΡη
  FEEL  Do

େනཀྵࣆ

̔ ଢྒྷ�ڰ߶ સऀࠅճෳ٠ڢࢳճ ஏҮෳࢳ෨ɻ෨ௗ

̕ ਇป�͕͠Ε ແॶࣆԋࢩγϛʖφιϱνʖݟٸ αʖυΡϋʖνʖ

̖ ൂ�ඛ ಋูۜճڠݟٸ ՟ɻ՟ௗۂࣆ

̗ �ை೯ీ܂ ౨ೖຌਔࢩࡄԋસࠅϋρφϭʖέʤ-&1ʥ େනਕ

10 ஓ࠴ɻ߸ ζϡϏϱʀϕϧρφϓΧʖϞʤ-3)ʥ ஏҮۂࣆ෨ɻ෨ௗ
౨ࣆແॶௗ

11 ీॶ�ӵݣ સࠅαϝϣωτΡʖϧϓγϛʖφιϱνʖ ࣆࢂ

12 ߶ଞ�ಲࢢ ΊΏ͙ਫ਼ڢಋૌ ਫ਼ชԿ෨
ஏҮಊਬ՟ɻ՟ௗ

13 ੶ీ�৶ ݟٸ ฯ݊ෳࢳ෨
ऀճෳࢳ՟ɻ՟ௗ

14 Ӟ�ͽͳΊࢀ ঃઔௌ ՟ɻ՟ௗࢳෳ߃݊

15 ௫ࠅ�ඛ ٠ճڢࢳճෳऀݟٸ ਔࡄڷʀஏҮෳࢳ෨
෨ௗ
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ྫ�೧�݆ߨ
ɻɻɻߨɻɻऀճෳࢳ๑ਕٸऀݟճෳ٠ڢࢳճ

ɻɻɻɻɻɻɻٸݟઍୈࢤ੪ཁۢੁҲ�൬ߺ�ɻ85/�KWWS���ZZZ�PL\DJL�VIN�QHW�

һɻɻɻࡰɻɻࣞהճऀήϫʖώϩφΣΦϱτΡϭϱ

ཤ৷֒Ͷ͵ΕΉͤɽʥݘंߨʀंࡠʤຌॽໃஇࣺͺɼஸࡎໃஇے


